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堀江大輔さん〔b〕
H15北大文学部卒、北大ジャズ研究会OB。現在
は都内ジャズライブハウスで精力的に活動。2021
年より日本全国のジャズライブ情報検索サイト「今
日ジャズ」を運営。URL：https://kyoujazz.com/

タ
ッ
フ
が
丹
羽
浩

之
さ
ん
（
Ｓ
59

法
）
を
訪
問
し

て
、
丹
羽
さ
ん
が

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
Ｏ
Ｂ

で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
こ
と
で

す
。
新
年
交
礼
会

で
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
後

輩
の
堀
井
大
輔
さ
ん
（
Ｈ
15
文
、
ベ
ー

ス
）・
敬
子
さ
ん
（
藤
女
子
卒
、
ピ
ア

ノ
）
な
ど
の
現
役
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
を
集
め
て
い
た
だ
き
一
夜
限
り
の
カ

ル
テ
ッ
ト
「
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
カ
ル
テ
ッ
ト
」
の
結
成
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
方
に
は
十
分
に
ジ
ャ

ズ
演
奏
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

食
事
や
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み
、
最
年
長

の
笹
田
琢
夫
さ
ん
（
Ｓ
31
法
）
か
ら
最

年
少
の
千
葉
優
作
さ
ん
（
Ｒ
３
工
）
ま

で
世
代
を
超
え
た
同
窓
生
が
交
流
で
き

る
の
も
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
時
代

を
過
ご
し
た
思
い
出
を
共
感
で
き
る
か

ら
で
し
ょ
う
。
会
の
締
め
は
、
元
応
援

団
の
岩
﨑
哲
也
さ
ん
（
Ｓ
59
工
）
に
よ

る
前
口
上
で
「
都
ぞ
弥
生
」
を
全
員
で

歌
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
丹
羽
さ
ん
は
じ
め
ジ
ャ

ズ
演
奏
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

志済聡子副会長挨拶

横田浩会長挨拶

最年長の笹田さん（左）と石川副会長

45

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
４
年
ぶ
り

に
従
来
の
よ
う
な
賑
や
か
な
新
年
交
礼

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
本
日
は
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
能
登
半
島
地
震
と
そ
の
支

援
に
向
か
う
海
保
と
航
空
機
の
衝
突
事

故
と
い
う
悲
し
い
こ
と
が
元
旦
か
ら
続

け
て
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
や
ご
家
族
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
不
穏
な
気
持
ち

に
な
る
年
明
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
乗
客
全
員
が
奇
跡
的
に
無
事

避
難
で
き
た
こ
と
は
、
世
界
か
ら
も
称

賛
さ
れ
、
改
め
て
日
本
人
の
真
面
目
さ

と
責
任
感
の
強
さ
を
認
識
い
た
し
ま
し

た
。２
０
２
４
年
は
甲
辰（
き
の
え
た
つ
）

の
年
回
り
で
縁
起
が
良
い
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
に

と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
今
年
の
東
京
同
窓
会
は
、
若
い

　

２
０
１
９
年
１
月
以
来
、
５
年
ぶ

り
に
制
限
の
な
い
新
年
交
礼
会
が

２
０
２
３
年
１
月
19
日
（
金
）、
ア
ゴ

ラ
カ
フ
ェ
日
本
橋
店
（
日
本
橋
三
井
タ

ワ
ー
２
階
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
前
の
人
数
同
様
の
90
名
も
の
同
窓

生
が
参
加
し
、
賑
や
か
な
新
年
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
横
田
会
長
の
挨
拶
で
は
、
自

粛
し
て
い
た
活
動
の
再
開
に
向
け
て
、

改
め
て
東
京
同
窓
会
の
行
事
へ
の
参
加

や
創
基
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
大
学
へ

の
協
力
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
続
い
て

志
済
副
会
長
に
よ
り
、
元
旦
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
献
杯
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
久
々
に
多

く
の
方
を
集
め
る
東
京

同
窓
会
主
催
の
行
事
と

な
り
、
年
の
初
め
の
盛

り
上
げ
に
ふ
さ
わ
し
い

催
し
と
し
て
ジ
ャ
ズ
ラ

イ
ブ
を
企
画
し
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
北
大

東
京
オ
フ
ィ
ス
の
ス

日時：2024年1月19日（金）18：30〜
会場：アゴラカフェ日本橋

2024年 東京同窓会 新年交礼会 東京同窓会 新年交礼会2024年

●演奏者の紹介

東
京
同
窓
会
会
長  

横
田 

浩
（
Ｓ
６０
経
）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

方
々
の
参
加
促
進
な
ど
い
よ
い
よ
本
来

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
春

の
「
新
社
会
歓
迎
・
北
大
東
京
ジ
ン

パ
」
に
お
い
て
は
、
昨
年
は
急
な
開
催

で
準
備
が
間
に
合
わ
ず
、
３
６
０
名
程

度
の
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
５
月
19
日
（
日
）
に
開
催

す
る
「
２
０
２
４
年
ジ
ン
パ
」
で
は

２
０
２
０
年
か
ら
中
断
し
て
い
た
ギ
ネ

ス
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
。
参
加
者
の
人

数
目
標
を
２
０
０
０
名
に
掲
げ
盛
大
な

イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
同
窓

会
の
皆
様
に
は
お
友
達
へ
の
お
声
が
け

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
学
で
は
２
０
２
６
年
の
創
基

１
５
０
周
年
に
向
け
た
活
動
を
ま
す
ま

す
本
格
化
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材

育
成
や
研
究
体
制
の
強
化
を
目
指
し
た

周
年
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
東
京
同
窓
会
と
し
て
も
で
き
る

だ
け
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の

会
員
の
皆
様
や
ご
家
族
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
、
そ
し
て
東
京
同
窓
会
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

堀江敬子さん〔pf〕
H14藤女子大文学部卒、北大ジャズ研究会
OG。2021年に初のリーダーCD『Start Line』を
owlwing recordよりリリース。

相良怜さん〔Fg〕
洗足学園音楽大学音楽学部を最優秀賞を得て
卒業。同大学院および同大アンサンブルアカデ
ミー修了。フリーランスのファゴット奏者としてさま
ざまな分野で活動。

丹羽浩之さん〔コントラバスクラリネット〕
S59北大法学部卒。在学中はテナーサックス奏
者として札幌・小樽のジャズクラブで活動。1890
年家業を引き継ぎ音楽活動休止、現職は永柳工
業（株）社長。60歳前にコントラバスクラリネットに
目覚め、音楽活動を再開。

北大フロンティアJAZZカルテット

新渡戸カレッジの先生と教え子

JAZZ LIVE PARTY
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文
学
部
同
窓
会
は
、
北
大
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
当
日
の
９
月
30
日
（
土
）

に
、
人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究

棟
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
第
24
回
総

会
を
対
面
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
遠
隔
で

開
催
し
ま
し
た
。
対
面
11
人
、
遠
隔
１

人
と
、
出
席
者
は
少
人
数
で
し
た
が
、

昨
年
度
新
た
に
役
員
に
就
任
し
た
同
窓

生
や
、
新
た
に
北
大
の
国
際
連
携
機
構

に
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
同
窓
生
の

ほ
か
、
退
職
教
員
の
方
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の

活
動
報
告
と
し
て
、
同
窓
生
の
活
躍
を

顕
彰
す
る
第
19
回
「
楡
文
賞
」
を
、
新

潮
文
学
振
興
会
主
催
の
２
０
２
２
年
度

第
21
回
小
林
秀
雄
賞
を
受
賞
さ
れ
た
朴

舜
起
氏
に
授
与
し
た
こ
と
、
同
窓
会
誌

『
楡
文
』
第
24
号
が
発
行
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
令
和
４
年
度
会
計

決
算
報
告
と
会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
の

活
動
計
画
と
し
て
、
昨
年
度
と
同
様

に
第
20
回
「
楡
文
賞
」
の
募
集
を
行
な

う
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
同
窓
会

主
催
の
祝
賀
会
を
、
今
年
度
は
久
し
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
、

令
和
５
年
度
会
計
予
算
が
審
議
の
の
ち

ム
創
成
へ
の
北
海
道
大
学

の
中
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
た
「
Ｈ
Ｕ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
２
０
３
０
」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
杉
江
和
男
校

友
会
エ
ル
ム
会
長
か
ら
、

「
比
類
な
き
大
学
に
向
け

て
︱
企
業
経
営
の
目
か
ら

見
る
︱
」
と
題
し
、
本
学

が
比
類
な
き
大
学
に
な
る
た
め
に
、
同

窓
生
が
社
会
と
の
懸
け
橋
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
旨
ご
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
曾
根
輝
雄
教
授
に
よ
る

記
念
講
演
会
で
は
、「
地
域
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
の
ワ
イ
ン
教
育

研
究
」
と
題
し
、
な
ぜ
北
海
道
の
た
め

に
ワ
イ
ン
が
必
要
な
の
か
、
地
域
の
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
可
能
性
を

有
す
る
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
、
北
大
の
こ

れ
ま
で
の
教
育
研
究
の
取
組
み
と
将
来

展
望
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
全
学
行
事

と
し
て
「
歓
迎
式
典
・
記
念
講
演
会
」

を
集
客
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
学
術
交
流
会
館
講
堂

で
は
、
寳
金
清
博
総
長
を
は
じ
め
、
出

演
者
が
参
加
す
る
な
か
、
北
海
道
大
学

交
響
楽
団
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
弦
楽
四
重

奏
曲
第
17
番
「
狩
」
の
演
奏
で
式
典
の

幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

司
会
は
本
学
東
京
オ
フ
イ
ス
特
定
専

門
職
員
の
脇
ゆ
う
り
か
が
務
め
、
初
め

に
寳
金
総
長
か
ら
、
創
基
１
５
０
周
年

の
４
年
先
と
な
る
２
０
３
０
年
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
と
し
て
、〝Excellence

〟

と〝Extension

〟を
明
確
に
可
視
化
し
、

そ
の
統
合
に
よ
る
好
循
環
・
エ
コ
シ
ス
テ

HU VISION2030 について
説明する寳金総長

歓迎の挨拶を述べる杉江会長

講演する曾根教授

テコンドークラブによる演舞

「都ぞ弥生」の斉唱

創基150周年カウントダウンイベント

　

そ
の
後
、
学
生
団
体
に
よ
る
歓
迎
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、
初
め
に
北
海
道
大
学

応
援
団
に
よ
る
、
校
歌
「
永
遠
の
幸
」

と
応
援
歌
「
瓔
珞
み
が
く
」
の
２
曲
が

披
露
さ
れ
た
後
、
北
海
道
大
学
テ
コ
ン

ド
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
武
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

推
進
機
構
と
連
携
協
定
先
に
よ
る
活
動

報
告
が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
恵

迪
寮
同
窓
会
の
呼
び
か
け
に
よ
る
「
都

ぞ
弥
生
」の
斉
唱
で
締
め
括
り
ま
し
た
。

　

本
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
参
加

者
並
び
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
者
の

皆
様
に
は
、
今
の
北
海
道
大
学
を
体
感

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
29
日
（
金
）
か
ら
10
月
１
日

（
日
）
の
３
日
間
、「
北
海
道
大
学
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
３
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、

２
０
２
６
年
に
迎
え
る
創
基
１
５
０
周

年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
位
置
付
け
て
機
運
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の
一
環

と
し
て
開
催
し
た
結
果
、
全
学
行
事
並

び
に
各
部
局
・
同
窓
会
主
催
行
事
に
延

べ
１
６
２
８
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
多
く
の
行
事
は
対
面
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
各
々

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
の
開
催
は
、
令
和
６

年
９
月
28
日
（
土
）
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
同
窓
生
は
も
と
よ
り
一
般

市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
社
会
共
創
部
広
報
課
卒
業
生
・
基

金
室
）

北海道大学
ホームカミングデー 2023

北海道大学社会共創部広報課

９
月
30
日（
土
）10
時
～
12
時　

学
術
交
流
会
館
講
堂  

集
客
１
５
１
名
、ラ
イ
ブ
配
信
視
聴
者
99
名

歓
迎
式
典
・
記
念
講
演
会

全
学
行
事

社
会
共
創
部
広
報
課
卒
業
生
・
基
金
室

　

文
系
４
部
局
合
同
企
画
は
、
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
出
会
い
の
数
だ
け
ド
ラ

マ
は
生
ま
れ
る
」
と
題
し
て
同
窓
生
、

教
職
員
、
学
生
及
び
市
民
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
は
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
で
実
施
し

１
１
７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寳
金
清
博
総
長
並
び
に
今
年
度
担

当
部
局
の
久
保
田
肇
経
済
学
部
長
に

よ
る
挨
拶
の
後
、
２
０
１
３
年
に
直

木
賞
を
受
賞
し
た
小
説
家
の
桜
木
紫

乃
氏
、
司
会
の
岡
田
美
弥
子
教
授
に

よ
る
対
談
形
式
で
行
わ
れ
、
桜
木
氏

の
生
い
立
ち
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
作
品

の
作
り
方
な
ど
軽
快
な
会
話
の
中
で

進
行
し
、
会
場
は
終
始
笑
い
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
予
定
時

間
を
超
え
る
活
発
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

９
月
30
日（
土
）14
時
～
16
時

対
面
・オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

参
加
者
１
１
７
名

部
局
・
同
窓
会
主
催
行
事

文
学
部
・
教
育
学
部
・
法
学
部
・
経

済
学
部

文
学
部
・
教
育
学
部
・
法
学
部
・
経
済

学
部
合
同
企
画　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

９
月
30
日（
土
）12
時
30
分
～
14
時

対
面
・オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

参
加
者
12
名

文
学
部
同
窓
会
総
会

文
学
部
同
窓
会

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度

は
役
員
改
選
の
年
度
に
あ
た
り
、
２
年

任
期
で
新
た
な
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
の
の
ち
、
総
会
参
加
者
は
、

文
系
４
部
局
合
同
企
画
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
育
学
部
で
は
、
９
月
30
日
（
土
）

に
教
育
学
部
同
窓
会
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

総
会
は
佐
々
木
孝
一
幹
事
長
代
行
の

司
会
に
よ
り
進
行
さ
れ
、
横
井
敏
郎
教

育
学
部
長
の
挨
拶
、
教
育
学
部
社
会
連

携
委
員
会
委
員
及
び
同
窓
会
役
員
の
紹

介
に
引
き
続
き
、
井
上
蓉
子
議
長
の
進

行
に
よ
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
記
議
案
の
審
議
に
引
き
続
き
、
教

育
学
研
究
院
の
崎
田
嘉
寛
准
教
授
か
ら

研
究
活
動
の
紹
介
及
び
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
協
力
依
頼
が
参
加
者

に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
30
日（
土
）16
時
30
分
～
18
時

軍
艦
講
堂
６

参
加
者
19
名

教
育
学
部
同
窓
会
総
会

教
育
学
部
同
窓
会

桜木氏、岡田教授

会場の様子

桜木氏に質問する参加者

　

①
２
０
２
２
年
度
会
務
報
告

　

②
監
査
報
告

　

③
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
案

　

④
２
０
２
３
年
度
予
算
案

　

⑤
会
則
の
改
正

　

⑥
役
員
改
選
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人
で
し
た
。

　

同
窓
会
長
代
理
平
本
健
太
理
事
の
進

行
に
よ
り
会
が
進
め
ら
れ
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
今
年
度
の
事

業
計
画
、
規
約
の
改
正
な
ど
が
審
議
さ

れ
、質
疑
応
答
の
後
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
場
所
を
「
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
の
義
経
」
に
移

し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
窓
生
同
士
久
々

の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲

ん
で
懇
親
を
深
め
、
同
窓

会
へ
の
活
発
な
意
見
交
換

も
行
わ
れ
大
変
有
意
義
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
亮
子
同
窓
会
長
の
開
会
挨

拶
、
ご
来
賓
で
あ
る
尾
崎
一
郎
法
学
研

究
科
長
・
法
学
部
長
の
挨
拶
後
、
去
る

７
月
10
日
（
月
）
開
催
の
同
窓
会
役
員

会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
総
会
提
出
議

案
と
し
て
承
認
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

①
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
（
案
）、

　
　

同
収
支
決
算
報
告
（
案
）

　

②
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

　
　

同
収
支
予
算
（
案
）

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
当
日
に
行
わ

れ
て
い
た
同
窓
会
主
催
講
演
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

度
漸
く
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
、
法
学
部
卒
業
生
で
あ
り

コ
ロ
ナ
禍
前
は
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
会

員
懇
親
会
等
に
出
席
さ
れ
て
い
た
秋
元

克
広
札
幌
市
長
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

様
々
な
市
政
課
題
が
山
積
す
る
超
多
忙

な
日
々
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご

快
諾
を
頂
き
、
併
せ
て
引
続
く
会
員
懇

親
会
に
も
参
加
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
次
な
る
１
０
０
年
に
向
け
て
」

と
題
す
る
配
付
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
い
、
ソ

フ
ト
な
口
調
に
よ
り
、
明
治
以
降
今
日

ま
で
の
札
幌
市
の
発
展
史
、
国
内
外
に

お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
札
幌
市

の
魅
力
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
し
か
し
、

２
０
２
０
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
局

面
を
迎
え
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
札
幌

市
の
「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」、

同
市
の
さ
ら
な
る
持
続
的
発
展
を
目
指

す「
８
つ
の
Ｇ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
６

つ
の
重
点
取
組
」
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
後
、
卒
業

　

③
役
員
の
一
部
改
選
（
案
）

　

ま
た
、席
上
、次
の
事
項
に
つ
い
て
、

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

⑴
２
０
２
３
年
３
月
１
日
（
水
）、

２
０
２
２
年
度
（
第
２
回
）
北
大
法
学

部
同
窓
会
賞
受
賞
者
が
決
定
さ
れ
、
同

３
月
23
日
（
木
）
の
令
和
４
年
度
学
士

学
位
記
授
与
式
当
日
の
午
後
２
時
か
ら

法
学
部
小
会
議
室
に
お
い
て
授
賞
式
が

挙
行
さ
れ
、
受
賞
者
（
個
人
２
名
、
団

体
１
団
体
）
に
佐
々
木
同
窓
会
長
か
ら

表
彰
状
及
び
金
一
封
が
授
与
さ
れ
た
こ

と
。
ま
た
、
尾
崎
法
学
研
究
科
長
・
法

学
部
長
が
ご
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、

受
賞
者
に
お
祝
い
と
激
励
の
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
た
こ
と
。

　

⑵
２
０
１
６
年
度
か
ら
着
手
し
た
同

窓
会
の
財
政
健
全
化
計
画
は
２
０
２
０

年
度
を
も
っ
て
達
成
し
た
旨
既
に
報
告

済
み
で
あ
る
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏

ま
え
、さ
ら
に
２
年
延
長
し
て
取
組
（
主

に
会
費
納
入
率
の
向
上
）
を
継
続
し
た

結
果
、
２
０
２
２
年
度
決
算
に
よ
る
繰

越
金
は
、
計
画
着
手
前
の
５
倍
を
超
え

る
金
額
と
な
り
、
同
窓
会
の
恒
久
的
な

運
営
が
可
能
と
な
る
強
固
な
財
政
基
盤

が
確
立
さ
れ
た
こ
と
。

　

な
お
、
総
会
開
会
に
当

た
り
、
事
務
局
よ
り
、
本

日
の
総
会
（
こ
の
後
開
催

さ
れ
る
講
演
会
及
び
懇
親

会
も
同
じ
。）
に
は
在
学

生
会
員
10
名
が
参
加
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
会
場
内
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
と
こ
ろ
、
卒
業
生
会

員
等
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
お

く
ら
れ
ま
し
た
。

生
会
員
・
在
学
生
会
員
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

質
問
や
市
政
へ
の
要
望
・
提
案
等
が
な

さ
れ
、
こ
れ
に
秋
元
市
長
が
懇
切
丁
寧

に
応
答
さ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
講
演
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
同
窓
会
で
は
、
文

系
４
部
局
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

終
了
後
、
人
文
・
社
会
科
学
総

合
教
育
研
究
棟
Ｗ
１
０
２
に
て

２
０
２
３
年
度
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
同
様
、
対
面

と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
実
施
し
参
加
者
は
20

９
月
30
日（
土
）17
時
40
分
～
18
時
30
分

北
大
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
エ
ル
ム
の
森
」
内
「
カ
フ
ェ
de
ご
は
ん
」 

参
加
者
48
名（
満
席
）

法
学
部
同
窓
会
主
催
講
演
会

９
月
30
日（
土
）17
時
10
分
～
17
時
40
分

北
大
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
エ
ル
ム
の
森
」
内
「
カ
フ
ェ
de
ご
は
ん
」 

参
加
者
36
名

２
０
２
３
年
度
定
時
総
会

法
学
部
同
窓
会

９
月
30
日（
土
）16
時
～
17
時

対
面
・Ｚｏｏｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

懇
親
会
：
17
時
30
分
～
19
時

「
義
経
」参
加
者
20
名　

２
０
２
３
年
度
総
会
・
懇
親
会

経
済
学
部
同
窓
会

　

令
和
５
年
度
の
理
学
部
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、
９
月
30

日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
網
塚
浩
理
学
部
長

と
見
延
庄
士
郎
理
学
部
同
窓
会

理
事
長
か
ら
の
挨
拶
を
皮
切
り

に
、
各
学
科
か
ら
現
在
の
活
動
や
ト
ピ
ッ

ク
等
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
２
０
２
３
年
に
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
理
学
部
の
記
念
企
画
「
第

３
回
理
学
部
創
立
１
０
０
周
年
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
講
演
会
」
を
開
催
し
、
理
学
部

化
学
科
卒
業
生
で
総
合
化
学
院
修
士
２

年
の
高
橋
佑
輔
氏
か
ら
、「
研
究
と
陸
上

競
技
を
支
え
て
く
れ
た
北
大
理
学
」
と
題

し
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
２
０
２
３
年
７
月
の
バ
ン

コ
ク
２
０
２
３
ア
ジ
ア
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
、

９
月
30
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

参
加
者
38
名

理
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
現
役
大
学
院
生

で
す
。
な
お
、同
氏
は
当
日
、世
界
ロ
ー

ド
ラ
ン
ニ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
ラ
ト
ビ

ア
・
リ
ガ
）
男
子
１
マ
イ
ル
に
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
て
い
る
た
め
、
９
月

20
日
に
事
前
収
録
し
た
動

画
を
視
聴
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
学
部
時
代
の
思
い
出
、

文
武
両
道
の
た
め
に
努
力
し

て
き
た
こ
と
や
現
在
の
研
究

内
容
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

か
ら
の
目
標
と
し
て
、
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
の
意
気
込
み
も

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
役
教
職
員
や
学
生
の
ほ
か
、
卒

業
生
ら
38
名
が
参
加
し
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

講演する高橋氏

参加者による記念撮影

網塚学部長挨拶

理
学
研
究
院
・
理
学
院
・
理
学
部

員
に
採
用
が
決
定
し
て
い
る
在
学
生
が

紹
介
さ
れ
る
と
会
場
は
一
気
に
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
後
半
に
は
秋
元
市
長

が
在
学
生
会
員
等
の
皆
さ
ん
と
の
記
念

写
真
に
応
じ
る
な
ど
交
流
の
輪
が
一
層

広
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
老
若
男
女

の
参
加
者
全
員
が
肩
組
み
・
手
繋
ぎ
し

て
の
恒
例
の
「
都
ぞ
弥
生
」
の
蛮
声
放

歌
と
な
る
の
で
す
が
、
司
会
か
ら
「
そ

の
や
り
方
で
は
、
来
年
か
ら
若
い
会
員

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
な
く
な
る
の
で
止

め
て
、
普
通
の
締
め
の
乾
杯
に
し
ま

す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
爆
笑
と
と
も
に

合
意
得
ら
れ
ま
し
た
）。
町
田
隆
敏
札

幌
市
副
市
長
・
同
窓
会
副
会
長
か
ら
の

締
め
の
挨
拶
と
乾
杯
で
懇
親
会
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
。

来
年
も
こ
こ
で
ま
た
や
ろ
う
」
と
の
声

が
聞
こ
え
る
中
で
、
参
加
者
会
員
の
皆

さ
ん
が
帰
路
に
就
か
れ
ま
し
た
。

開会挨拶をする 
佐々木同窓会長

講演会の様子

挨拶される秋元札幌市長

懇親会の様子

秋元市長・佐々木同窓会長
と在学生会員

尾崎法学研究科長・
法学部長

秋元札幌市長

　

講
演
会
に
引
続
き
会
員
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
開
催
に

46
名
の
同
窓
会
員
が
参
加
・
過
去
最
多

の
集
い
と
な
り
、
会
場
は
会
員
同
士
の

会
話
で
大
い
に
賑
い
ま
し
た
。
講
師
を

務
め
ら
れ
た
秋
元
札
幌
市
長
の
挨
拶

後
、
改
め
て
佐
々
木
同
窓
会
長
及
び

尾
崎
法
学
研
究
科
長
・
法
学
部
長
か
ら

挨
拶
が
な
さ
れ
、
懇
談
が
始
ま
り
ま
し

た
。
法
学
部
１
年
の
在
学
生
会
員
か
ら

昭
和
32
年
卒
の
卒
業
生
会
員
ま
で
（
年

齢
差
70
歳
）
侃
々
諤
々
の
お
し
ゃ
べ
り

と
飲
食
が
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
途
中
司
会
進
行
役
の
髙

橋
了
副
会
長
か
ら
来
年
度
に
札
幌
市
職

９
月
30
日（
土
）18
時
30
分
～
20
時
20
分

北
大
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
エ
ル
ム
の
森
」内「
カ
フ
ェ
de
ご
は
ん
」 

参
加
者
46
名

法
学
部
同
窓
会
会
員
懇
親
会

９
月
30
日（
土
）13
時
～
16
時
40
分

医
学
部
学
友
会
館「
フ
ラ
テ
」ホ
ー
ル

参
加
者
40
名

医
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

フ
ラ
テ
祭
２
０
２
３

医
学
研
究
院
・
医
学
院
・
医
学
部

　

医
学
部
で
は
、
同
窓
生
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
の
皆
様
と
の
親
睦
を
さ
ら

に
深
め
る
目
的
で
「
フ
ラ
テ
祭
」
を
開

催
し
て
お
り
、
16
回
目
の
今
年
度
は
９

月
30
日（
土
）に
医
学
部
学
友
会
館「
フ

ラ
テ
」
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
４
年
ぶ
り
の
集
客
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

北海道大学 ホームカミングデー2023
創基150周年カウントダウンイベント

　

今
年
度
の
教
育
学
部
同
窓
会
総
会

は
、
来
賓
４
名
を
含
む
19
名
の
参
加
者

が
あ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、
参
加
者
数
や
同
窓
会
費
納
入

率
の
低
迷
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら

何
ら
か
の
対
応
や
工
夫
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
共
有
さ
れ
た
総
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。

同窓会総会の様子
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し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

大
変
好
評
で
し
た
。

　

講
演
後
は
、
令
和
５
年
９
月
に
完
成

し
た
「
資
源
工
学
研
究
棟
」
の
お
披
露

目
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
盛
況
の
内
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
学
部
正
面
玄
関
に
お
い

て
、
北
工
会
（
工
学
部
の
教
職
員
・
学

生
等
の
親
睦
団
体
）
の
公
認
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
作
品
（
書
道
及
び
写
真
）
の
展

示
が
行
わ
れ
、
講
演
会
及
び
資
源
工
学

研
究
棟
ツ
ア
ー
の
参
加
者
も
足
を
止
め

て
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

工
学
部
オ
ー
プ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
工
学
部
の
同
窓
生
を
対
象
に
し
た

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

幅
﨑
浩
樹
工
学
研
究
院
長
・
工
学
部

長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
恒
川

昌
美
名
誉
教
授
か
ら
「
黄
金
の
国
ジ
パ

ン
グ
を
夢
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
ス
テ
ー

ジ
へ 

︱
資
源
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︱
」
と
題

つ
い
て
、
山
口
泰
彦
教
授
か
ら
、
睡
眠

時
の
歯
ぎ
し
り
を
計
測
す
る
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
筋
電
計
の
開
発
・
上
市
・
保
険
収

載
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
に
つ
い
て
、

北
川
善
政
教
授
か
ら
、
北
海
道
大
学
病

院
・
歯
科
診
療
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ん

だ
軌
跡
に
つ
い
て
、
最
後
に
山
本
恒
之

教
授
か
ら
、
歯
の
内
部
構
造
の
模
型
作

生
、
教
員
等
89
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
北
海
道
大
学
病
院
消
化
器
内

科
助
教
の
原
田
一
顕
先
生
に
よ
る
「
最

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
み
る
消
化

管
が
ん
化
学
療
法
」
の
講
演
が
あ

り
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
剤
に
よ
る
治
療
や
免
疫
関
連
有

害
事
象
に
つ
い
て
、具
体
的
な
デ
ー

タ
に
触
れ
な
が
ら
大
変
分
か
り
や

す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
国
立
病
院
機
構
北
海
道
が
ん

　

薬
学
部
生
涯
教
育
特
別

講
座
は
、
北
大
薬
学
部
同

窓
生
を
含
む
医
療
関
係
及

び
関
連
領
域
の
仕
事
に
従

事
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

医
療
に
お
け
る
諸
問
題
に

つ
い
て
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
30
日
（
土
）、
薬
学
部
臨
床
薬
学

講
義
室
に
お
い
て
秋
季
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
薬
局
や
病
院
な
ど
の
薬
剤
師
の

方
々
を
は
じ
め
、
薬
学
部
学
生
や
同
窓

遠藤氏による特別講演

　

情
報
科
学
院
の
前
身
と
な
る
情
報
科

学
研
究
科
並
び
に
電
気
・
電
子
・
情
報
・

生
体
工
学
系
の
各
専
攻
・
学
科
の
同
窓

生
で
組
織
さ
れ
る
北
楡
会
と
、
情
報
科

学
院
の
学
生
・
教
員
と
の
交
流
会
を
、

本
年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
文
末
の
と
お
り
で
す
。
長

谷
山
美
紀
学
院
長
並
び
に
伊
藤
明
男
北

荒瀬氏による特別講演

９
月
30
日（
土
）14
時
～
16
時

薬
学
部
臨
床
薬
学
講
義
室

参
加
者
89
名

第
24
回
生
涯
教
育
特
別
講
座
秋
季
講
演
会

薬
学
部
・
薬
学
研
究
院

工
学
研
究
院
・
工
学
院
・
工
学
部

９
月
30
日（
土
）

講
演
会
：
14
時
30
分
～
15
時
30
分

工
学
部
オ
ー
プ
ン
ホ
ー
ル　

参
加
者
55
名

研
究
棟
ツ
ア
ー
：
15
時
30
分
～
16
時
30
分　

資
源
工
学
研
究
棟　

参
加
者
55
名

同
窓
生
向
け
講
演
会

及
び
資
源
工
学
研
究
棟
ツ
ア
ー

講師の原田先生

講師の朝比奈先生

会場の様子

　

医
学
部
公
認
団
体
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

フ
ラ
テ
に
よ
る
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
本

間
明
宏
フ
ラ
テ
祭
実
行
委
員
長
並
び
に

浅
香
正
博
医
学
部
同
窓
会
長
か
ら
の
挨

拶
に
続
き
、
畠
山
鎮
次
医
学
部
長
、
南

須
原
康
行
北
海
道
大
学
病
院
副
病
院
長

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
現
役
医

学
部
生
（
全
学
ラ
グ
ビ
ー
部
、
医
学
部

軽
音
楽
部
）
に
よ
る
活
動
発
表
が
行
わ

れ
、医
学
部
の
現
状
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
同
窓
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。Foundation Cardiology

／ Southern N
ew

 H
am

pshire 
M

edical Center

の
遠
藤
由
香
先
生

（
医
学
部
第
65
期
）
か
ら
「
日
米
の

医
療
を
経
験
し
て
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所

免
疫
化
学
分
野
の
荒
瀬
尚
教
授
（
医
学

部
第
66
期
）
か
ら
「
新
た
な
発
見
を
求

め
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
音
羽
博
次
奨
学
基
金
授

与
式
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
大
学
の
情
報
を
得

ら
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
」「
学
生
発

表
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
素
晴
ら
し

い
方
の
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
貴

重
な
時
間
だ
っ
た
」「
時
勢
に
あ
っ
た

話
題
で
興
味
深
く
拝
聴
し
た
」
な
ど
、

多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
30
日（
土
）13
時
30
分
～
16
時

対
面
・Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催　

参
加
者
28
名

大
学
院
保
健
科
学
研
究
院

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
３

保
健
科
学
研
究
院

　

続
い
て
、
林
泰
弘
氏
（
日
本
医
療
大

学
保
健
医
療
学
部
臨
床
検
査
学
科
・
講

師
）
に
、「
複
数
検
査
分
野
の
ハ
ザ
マ

で
苦
悩
す
る
中
年
男
性
技
師
」
と
題

し
、
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
勤
務
し
た

大
学
病
院
で
の
複
数
検
査
領
域
の
経

験
、
ま
た
現
在
の
大
学
職
員
と
し
て
の

経
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
感
じ
る
や
り
が

い
や
楽
し
さ
と
、
同
時
に
生
じ
た
苦
悩

や
葛
藤
、
こ
れ
か
ら
の
自
身
の
展
望
等

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
対
面
・
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
し
た

が
、
盛
況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
会
場
で
の
実
施
の
ほ
か
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
実
施
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を
行
い
、
総
勢
28

名
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

矢
野
理
香
研
究
院
長
か
ら
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
研
究
院
の
各
分
野
の
紹
介
、

卒
業
生
等
に
よ
る
講
演
会
、
医
学
部
保

健
学
科
・
医
療
技
術
短
期
大
学
部
同
窓

会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
本
家
寿
洋
氏
（
北
海

道
医
療
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

学
部
作
業
療
法
学
科
・
教
授
）
に
、

「
生
涯
人
生
を
楽
し
む
た
め
の
方
法
と

は
？
」
と
題
し
、
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ

と
な
っ
た
〝
余
暇
活
動
の
楽
し
さ
〟
に

関
す
る
お
話
に
つ
い
て
、
現
在
の
主
な

研
究
で
あ
る
認
知
症
の
方
に
向
け
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
至
っ
た
経
緯
を
、

そ
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
本
学
医
学
部
保

健
学
科
の
前
身
で
あ
る
医
療
技
術
短
期

大
学
部
の
頃
か
ら
の
経
験
を
含
め
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

横山教授による講演

９
月
30
日（
土
）15
時
～
18
時　

オ
ン
ラ
イ
ン　

参
加
者
55
名

オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
演

「
温
故
知
新
～
歯
学
部
が
歩
ん
で
き
た
道
～
」

歯
学
研
究
院
・
歯
学
院
・
歯
学
部

北川教授による講演

　

歯
学
研
究
院
・
歯
学
院
・
歯
学
部
で

は
、「
温
故
知
新
～
歯
学
部
が
歩
ん
で

き
た
道
～
」
と
題
し
、
教
育
・
研
究
・

臨
床
で
活
躍
し
て
き
た
５
名
の
教
員

に
、
こ
れ
ま
で
の
歯
学
部
が
歩
ん
だ
道

の
り
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、故（
ふ

る
）
き
を
温
（
た
ず
）
ね
て
新
し
き
を

知
る
講
演
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
網
塚
憲
生
研
究
院
長
・
学
院

長
・
学
部
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た

後
、
歯
学
研
究
院
等
の
現
況
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
横
山
敦
郎
教
授
か
ら
、

教
室
の
歴
史
や
歯
科
補
綴
学
に
関
す
る

教
育
・
実
習
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い

て
、
田
村
正
人
特
任
教
授
か
ら
、
ゼ
ブ

ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
用
い
た
こ
れ
ま
で
の

研
究
内
容
や
今
後
の
研
究
の
方
向
性
に

網塚研究院長による挨拶幅﨑研究院長

恒川名誉教授の講演

情
報
科
学
研
究
院
・
情
報
科
学
院

９
月
29（
金
）13
時
30
分
～
17
時
30
分　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

参
加
者
55
名

北
楡
会
・
北
海
道
大
学
情
報
系
交
流
会

北海道大学 ホームカミングデー2023
創基150周年カウントダウンイベント

林氏による
講演

矢野研究院長の
挨拶

本家氏による
講演

成
や
骨
の
微
細
構
造
を
研
究
す
る
面
白

さ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本
学
着
任
時

か
ら
の
活
動
を
振
り
返
り
、
各
教
室
の

歴
史
や
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
内

容
等
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
講
演
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労

や
、
直
面
し
た
困
難
を
ど
の
よ
う
に
乗

り
越
え
た
か
自
身
の
体
験
談
を
交
え
て

講
演
し
、
参
加
者
に
と
っ
て
、
北
海
道

大
学
歯
学
部
が
歩
ん
だ
道
の
り
に
お
い

て
、
当
時
の
工
夫
や
知
恵
が
今
で
も
形

や
方
法
を
変
え
て
通
用
す
る
こ
と
を
再

認
識
し
、
今
後
、
教
育
・
研
究
・
臨
床

を
行
っ
て
い
く
上
で
大
い
に
参
考
に
な

る
内
容
で
あ
り
、
講
演
者
の
話
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
呼
吸
器
内
科
医
長
の
朝
比
奈

肇
先
生
に「
最
新
の
肺
が
ん
薬
物
療
法
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
肺
が
ん
に
お
け

る
薬
物
療
法
に
つ
い
て
、
実
臨
床
か
ら

研
究
ま
で
、
最
新
の
報
告
を
交
え
な
が

ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
後

に
は
、
聴
講
者
か
ら
様
々
な
質
問
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
生
方
は
一
つ
一

つ
に
丁
寧
に
回
答
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
免
疫
関
連
有
害
事
象
の
管
理
の
重

要
性
を
知
り
ま
し
た
」「
複
雑
化
す
る
化

学
療
法
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
て
お
り
と

て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
」「
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
治
療
の
有

用
性
を
具
体
的
な
数
値
で
知
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

な
ど
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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交
を
温
め
、
あ
る
い
は
大

学
や
社
会
の
現
状
を
憂

え
鼓
舞
す
る
議
論
を
交

わ
し
て
慌
た
だ
し
く
時

が
過
ぎ
、
仲
秋
晩
夏
釣
瓶

落
と
し
の
日
は
暮
れ
て

名
残
の
な
か
閉
会
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
ふ

さ
わ
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
各
地
か
ら
出

席
し
て
く
れ
た
同
窓
諸

兄
、
会
の
準
備
を
担
っ
て
く
れ
た
学
生

会
諸
君
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

獣
医
学
部
同
窓
会
の
令
和
５
年
度
評

議
員
会
・
通
常
総
会
を
講
堂
で
開
催
、

総
会
は
40
名
の
出
席
を
得
て
発
言
が
相

次
ぎ
、
名
簿
や
会
費
納
入
の
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

10
年
ほ
ど
続
け
た
、
多
様
な
分
野
で
活

躍
す
る
同
窓
諸
兄
を
招
い
て
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
替
え
、
今
回
は
久
々
に
獣
医
学

部
ロ
ー
ン
に
て
懇
親
会
（
ジ
ン
パ
）
を

挙
行
し
ま
し
た
。
最
長
老
・
橋
本
信
夫

名
誉
教
授（
昭
30
卒
）の
発
声
で
乾
杯
、

滝
口
満
喜
会
長
（
昭
62
卒
）
の
挨
拶
に

続
き
、
円
山
動
物
園
園
長
・
柴
田
知
加

子
氏
（
昭
62
卒
）
と
栁
川
洋
二
郎
准
教

授
（
平
21
博
修
）
が
昨
今
話
題
の
ア
ジ

ア
象
誕
生
の
背
景
や
関
連
学
術
研
究
を

紹
介
す
る
か
た
わ
ら
、
各
自
冷
え
た

ビ
ー
ル
と
、ジ
ン
パ
と
い
う
よ
り〝
ギ
ュ

ウ
〟
パ
で
、
か
な
り
美
味
し
い
肉
に
賑

わ
い
ま
し
た
。前
出
吉
光
名
誉
教
授（
昭

42
卒
）
は
今
夏
手
稲
山
に
て
熊
に
遭
遇

し
た
体
験
か
ら
野
生
動
物
・
環
境
と
の

共
生
に
本
質
的
対
策
を
講
じ
る
重
要
性

を
力
説
さ
れ
、
次
い
で
坪
田
敏
男
教
授

（
昭
58
卒
）
も
野
生
動
物
の
専
門
家
の

立
場
か
ら
獣
医
師
の
役
割
と
責
任
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
、
道
内
各

所
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
会
員
や
ご

楡
会
会
長
か
ら
の

挨
拶
に
続
き
、
長

谷
山
学
院
長
及
び

北
海
道
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
執
行
役

員
総
合
企
画
本
部

副
本
部
長 

山
田

浩
司
様
よ
り
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
続
け
て
、
学
生
に

よ
る
ポ
ス
タ
ー
研
究
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
件
数
は
21
件

で
す
。
意
見
交
換
会
で
は
、
伊
藤
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
同
窓
生
の
皆
様
か
ら

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
学
生
へ
の
激

励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
開
会
挨
拶

　

情
報
科
学
院
長 

長
谷
山
美
紀

　

北
楡
会
会
長 

伊
藤
明
男
氏

・
講
演

　
「
令
和
５
年
度
大
学
・
高
専
機
能
強

化
支
援
事
業
と
本
学
情
報
科
学
院
」

（
情
報
科
学
院
長 

長
谷
山
美
紀
）

　
「
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
を
契
機

と
し
た
交
通
施
策
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
」（
山
田
浩
司
氏
）

・
研
究
発
表
会
（
学
生
に
よ
る
シ
ョ
ー

ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ポ
ス
タ
ー

発
表
）

・
意
見
交
換
会

北海道大学 ホームカミングデー2023
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ポスター展示の様子 長谷山学院長の講演

伊藤北楡会会長

　

本
講
演
会
は
、
明
治
31
年
発
足
の
札

幌
農
林
学
会
が
開
催
し
て
き
た
学
術
講

演
会
の
中
の
特
別
講
演
会
を
継
承
・
発

展
さ
せ
て
き
た
も
の
で
あ
り
１
２
２
年

の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
平
成
９
年
以

来
、
市
民
公
開
・
農
学
特
別
講
演
会
と

し
て
、
広
く
一
般
市
民
の
方
々
に
公
開

し
て
お
り
、
本
年
は
「
新
渡
戸
稲
造
記

念
講
演
会
」
と
題
し
、
農
学
研
究
院
・

農
学
院
・
農
学
部
及
び
一
般
社
団
法
人

札
幌
農
学
同
窓
会
に
よ
る
主
催
、
北
方

生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
及

び
一
般
社
団
法
人
新
渡
戸
稲
造
と
札
幌

遠
友
夜
学
校
を
考
え
る
会
に
よ
る
共

催
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構

に
よ
る
協
力
、
北
海
道
、
札
幌
市
等
51

団
体
の
後
援
を
い
た
だ
き
対
面
形
式
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

野
口
伸
研
究
院
長
に
よ
る
開
会
挨
拶

の
後
、「
内
村
鑑
三
・
新
渡
戸
稲
造
・

宮
部
金
吾
～
青
春
の
志
と
生
涯
～
」
と

題
し
て
元
北
星
学
園
理
事
長
・
元
恵
泉

女
学
園
短
期
大
学
学
長
の
大
山
綱
夫
氏

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
村
、

新
渡
戸
及
び
宮
部
の
３
人
の
札
幌
農
学

校
で
過
ご
し
た
当
時
の
様
子
や
思
想
が

紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
の
生
涯
に
つ
い
て

も
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
後
に
座
談
会
方
式
で
、

大
山
氏
と
昨
年
開
催
し
た
「
新
渡
戸
稲

造
生
誕
１
６
０
周
年
特
別
記
念
講
演

会
」
講
師
の
一
般
財
団
法
人
新
渡
戸
基

金
理
事
長
藤
井
茂
氏
か
ら
内
村
、
新
渡

戸
、
宮
部
ら
の
若
き
日
の
想
い
に
つ
い

て
さ
ら
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
同
窓
生
以
外
に
も
一
般

市
民
を
含
め
１
１
０
名
以
上
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
が
ほ
ぼ
満

席
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
質

問
が
出
る
等
、
大
変
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。

講演会の様子①

講演会の様子②

野口研究院長によるご挨拶

９
月
30
日（
土
）13
時
～
15
時

農
学
部
大
講
堂　

参
加
者
１
１
６
名

市
民
公
開「
新
渡
戸
稲
造
記
念
講
演
会
」

農
学
研
究
院
・
札
幌
農
学
同
窓
会

家
族
に
現
役
学
生
約
30
名
を
含
め
て
総

勢
１
２
０
余
名
が
近
況
を
伝
え
合
い
旧

獣
医
学
部

９
月
30
日（
土
）13
時
～
17
時

獣
医
学
研
究
院
講
堂
、講
義
棟
南
側
ロ
ー
ン

参
加
者
１
２
４
名

獣
医
学
部
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

通常総会の様子

懇親会風景

水
産
科
学
研
究
院
・
水
産
科
学
院
・

水
産
学
部
／
北
水
同
窓
会

９
月
30
日（
土
）

講
演
会
・
総
会 

14
時
～
17
時

学
術
交
流
会
館　

参
加
者
77
名

懇
親
会 

18
時
～
20
時

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

参
加
者
１
１
２
名

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
３

水
産
学
部
卒
業
生
・
在
校
生
の
つ
ど
い

　

冒
頭
、
都
木
靖
彰
学
部
長
に
よ
る
学

部
の
近
況
、
特
に
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
と

マ
コ
ン
ブ
の
完
全
養
殖
の
実
現
と
、
こ

れ
ら
を
通
じ
た
地
域
で
活
躍
す
る
人
材

の
養
成
を
目
指
す
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
人
材
育

成
事
業
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
へ
の
寄
附
の
お
願

い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
学
部
卒
業
生
の
横
田
哲
也

氏
に
「
海
洋
調
査
の
現
場
と
『
北
水

魂
』
～
深
海
か
ら
、
み
ら
い
ま
で
～
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
学
生
時
代
は
応
援
団
、

水
産
学
部
と
海
技
士
免
許
状
を
取
得
す

る
特
設
専
攻
科
に
進
学
し
て
現
在
の
仕

事
に
出
会
い
、
卒
業
後
航
海
士
と
し
て

調
査
船
業
務
に
従
事
、
そ
の
後
陸
上
で

海
務
監
督
業
務
を
経
て
、
海
洋
研
究
開

発
機
構
や
日
本
サ
バ
イ
バ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
、
日
本
初
の
総

合
洋
上
訓
練
施
設
の
設
立
に
奔
走
し
た

こ
と
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
有
人
潜
水
調
査
船
「
し
ん
か
い

６
５
０
０
」
を
安
全
に
運
航
す
る
上
で

の
難
し
さ
な
ど
、
現
場
な
ら
で
は
の
大

変
勉
強
に
な
る
講
演
で
し
た
。

　
「
北
水
同
窓
会
定
期
総
会
」
で
は
、

８
月
１
日
（
火
）
に
北
大
栄
誉
賞
を
受

賞
さ
れ
た
横
山
清
氏
（
北
水
同
窓
会
会

長
、
株
式
会
社
ア
ー
ク
ス
代
表
取
締
役

社
長
）
に
花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
は
こ
れ
ま
で
の

経
歴
と
、
生
涯
現
役
の
経
営
者
を
貫
く

強
い
意
志
を
披
瀝
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
同
窓
会
の
活
動
状
況
の
報

告
と
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夜
に
は
「
懇

親
会
」
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
懇

親
会
の
最
後
に
は
都
ぞ
弥
生
を
斉
唱
し

て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

講演をする横田氏

横山同窓会会長の講話

と
で
、
今
年
度
も
多
く
の
講
演
者
か
ら

「
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ
た
か
ら
こ
そ

講
演
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
今
回
も
日
本

各
地
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
者
そ
れ
ぞ
れ
の
、
紆
余
曲
折
し

な
が
ら
も
現
在
の
職
業
に
至
っ
た
背
景

や
経
緯
が
と
て
も
興

味
深
く
、
大
学
院
で

の
研
究
内
容
と
は
違

う
よ
う
に
見
え
る
職

業
で
も
、
実
は
そ
の

経
験
は
役
立
っ
て
お

り
、
学
生
に
は
現
時

点
で
は
ゴ
ー
ル
は
見

え
て
い
な
く
て
も
前

に
進
む
と
新
し
い
視

野
が
得
ら
れ
る
、
と

の
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
、
学
生
等
参
加

者
に
と
っ
て
は
非
常

に
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

環
境
科
学
院
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
は
、
本
学
院
修
了
生
よ
り
現
在

の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
学
生

時
代
の
経
験
や
就
職

活
動
を
ふ
ま
え
て
、

在
学
生
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
講
演
し

て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続

き
、
今
年
度
も
オ
ン

ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
の
利
点
の
一

つ
は
、
聴
講
者
も
講

演
者
も
移
動
せ
ず

に
参
加
が
可
能
な
こ

集合写真

９
月
29
日（
金
）15
時
～
17
時

Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

参
加
者
45
名

修
了
生
に
よ
る
講
演
会

環
境
科
学
院
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北大短角牛ステーキセット

生
懸
命
準
備
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
伝
わ
り
ま
し
た
」
と

い
う
声
の
ほ
か
、「
も
う
少
し

普
段
は
入
れ
な
い
場
所
に
入

れ
る
と
尚
よ
い
と
思
い
ま
し

た
」
な
ど
、
今
後
の
ツ
ア
ー

に
対
す
る
期
待
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ジ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、例
年
、年
に
数
回
、

一
般
市
民
や
受
験
生
向
け
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
お
伺
い

し
た
お
話
を
参
考
に
し
、
よ
り
良
い
企

画
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院
で

は
、「
修
了
生
、
活
躍
中
！
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
修
了
生
３
名
に
よ
る
講
演

会
を
対
面
で
開
催
し
ま
し
た
。
奥
聡
学

院
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
の
後
、
国
際

広
報
メ
デ
ィ
ア
２
期
生
の
中
村
智
美
氏

（
北
海
道
警
察
）
の
「
北
海
道
警
察
の

魅
力
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
警
察
の
業
務
を

ご
自
身
の
経
験
に
基
づ
く
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
普
段
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

興
味
深
い
お
話
に
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
11
期

生
の
チ
ョ
ウ 

テ
ン
テ
ン
氏
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
総
合
研
究
所 

事
業
環
境
リ
サ
ー
チ

グ
ル
ー
プ 

コ
ア
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
）
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
広
が
る
可
能
性
：

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
多
様
性
を
考
え
よ

う
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
研
究
ス
キ

ル
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
経
験
を
基
に
在
学
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
観
光
創
造
７
期
生
の
平
井

健
文
氏
（
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校 

講
師
）
の
「
学
術
的
な
つ
な
が
り
を
作

る
：
観
光
創
造
専
攻
の
頃
を
振
り
返
っ

て
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
様
々
な
場

所
で
多
く
の
人
と
積
極
的
に
交
流
し
、

研
究
を
行
う
姿
勢
に
聴
衆
は
大
い
に
刺

激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

　

講
演
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た

様
々
な
分
野
で
の
修
了
生
の
活
躍
を

知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
窓
会
総
会
に
続
い
て
懇
親
会

が
１
時
間
ほ
ど
開
催
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
教
員

や
修
了
生
を
囲
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
歓
談
し
、
再
会
を
期
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

中村氏による講演

チョウ氏による講演

平井氏による講演

９
月
30
日（
土
）14
時
～
18
時
35
分

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア・
観
光
学
院　

参
加
者
31
名

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
＠
Ｉ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｓ

修
了
生
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
在
学
生
２
０
２
３

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院

　

植
物
園
に
お
い

て
は
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
特
設

窓
口
を
設
置
し
、

卒
業
生
等
を
出
迎

え
ま
し
た
。
幅
広

い
年
代
に
わ
た
る

21
名
の
卒
業
生
等

が
道
内
外
か
ら
来
園
し
、庭
園
、温
室
・

博
物
館
・
宮
部
金
吾
記
念
館
な
ど
を
懐

か
し
そ
う
に
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
物
生
産
研
究
農
場
の
「
北
大
農

場
」
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
14
時
30
分
開
始

と
15
時
30
分
開
始
の
２
回
実
施
し
、
同

窓
生
の
方
々
、
合
計
12
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
天
候
は
曇
り
で
し
た
が
、

例
年
同
様
、
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
の
屋
上
に
ご
案

内
し
、
農
場
全
体
の
眺
望
を
楽
し
み
な

が
ら
、
生
物
生
産
研
究
農
場
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
農
場

内
に
設
置
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
説
明
も
行
い
ま
し

た
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
学
生
時
代
に

「
実
習
を
受
け
た
」
や
「
研
究
に
行
き

詰
っ
た
時
に
ふ
ら
っ
と
来
て
い
た
」
等

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
２
回
の
ツ

ア
ー
と
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・「
北
大
農
場
」ミ
ニ
ツ
ア
ー

①
14
時
30
分
～
15
時 

②
15
時
30
分
～
16
時

生
物
生
産
研
究
農
場　

参
加
者
12
名

・
植
物
園
の
縦
覧
見
学

９
月
30
日（
土
）９
時
～
16
時
30
分

植
物
園　

参
加
者
21
名

植
物
園
の
縦
覧
見
学
、

「
北
大
農
場
」
ミ
ニ
ツ
ア
ー

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

北海道大学 ホームカミングデー2023
創基150周年カウントダウンイベント

　

全
学
行
事
の
会
場
と
な
っ
た
学
術
交

流
会
館
を
出
発
後
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ハ
ブ
「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」
の
内
部

見
学
を
含
む
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
の

コ
ー
ス
を
順
次
巡
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
、
道
内
、
道
外
の
37
名
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
現
役

の
学
生
が
コ
ー
ス
内
の
学
部
や
施
設
の

現
在
の
様
子
な
ど
を
案
内
し
ま
し
た
。

ま
た
、
構
内
の
建
築
物
の
歴
史
や
、
最

近
で
き
た
施
設
に
つ
い
て
も
詳
し
く
紹
介

し
、
本
学
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
、
近

年
の
学
内
の
変
化
が
わ
か
る
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
当
時
の
構
内
や
学

生
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

現
在
の
様
子
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
答
え
な
が
ら
、
学
生
自
身
も
数
十

年
前
の
本
学
の
姿
や
歴
史
に
つ
い
て
参
加

者
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
共
に
新
た

な
本
学
の
一
面
を
知
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
新

し
く
で
き
た
施
設
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
」「
学
生
さ
ん
が
一

９
月
30
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス　

参
加
者
37
名

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

︱
現
役
北
大
生
と
巡
る
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
︱

オープンイノベーションハブ
「エンレイソウ」の内部

戦前の建築物である、農学部本館

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
校
友
会
エ
ル
ム
共
催
）

産
物
を
使
用
し
た
限
定
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
限
定
メ

ニ
ュ
ー
で
は
、
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
静
内
研
究
牧

場
の
北
大
短
角
牛
、
七
飯
淡
水
実

験
所
の
北
大
ト
ラ
ウ
ト
、
生
物
生

産
研
究
農
場
の
北
大
牛
乳
、
卵
や

野
菜
等
を
使
用
し
た
料
理
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。

　

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
は
北
大

ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
エ
ル
ム
の
森
に

て
、
認
定
商
品
を
取

り
扱
っ
て
い
る
店
舗

と
商
品
を
マ
ッ
プ
に

し
た
ポ
ス
タ
ー
の
展

示
、
及
び
学
内
飲
食

店
と
協
力
し
、
普
段

は
一
般
流
通
し
な
い

北
海
道
大
学
の
農

北大マインド食弁当

９
月
29
日（
金
）～
10
月
１
日（
日
）

８
時
30
分
～
20
時
30
分

参
加
者
：
北
大
関
係
者
、一
般
市
民
等

北
大
ブ
ラ
ン
ド
商
品
紹
介
︱
北
大
の
研

究
成
果
を
活
か
し
た
商
品
の
紹
介

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構

　

ま
た
、
北
海
道
大
学
病
院
栄
養
管
理

部
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

エ
ル
ム
の
森
内
の
カ
フ
ェ
de
ご
は
ん
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
北
大

マ
イ
ン
ド
食
弁
当
」（
※
）
を
販
売
し
ま

し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
卒
業
生
・

観
光
客
及
び
地
元
の
皆
様
に
は
、
実
際

に
農
場
生
産
物
を
食
べ
、
北
大
ブ
ラ
ン

ド
商
品
を
手
に
取
っ
て
頂
く
こ
と
を
通

じ
て
、
北
海
道
大
学
の
研
究
を
知
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
の
た
め
長
ら
く
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
対
面
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
が
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
、
校
友

会
エ
ル
ム
共
催
の
下
、

９
月
30
日
（
土
）
百
年

記
念
会
館
に
て
「
ほ
っ

か
い
ど
う
同
窓
会
ラ
ン

チ
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆

さ
ん
と
一
堂
に
会
し
て

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
同
窓
生
や
元
教
職
員

や
現
役
教
職
員
、
現
役

の
学
生
を
含
め
49
名
と

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の

危
険
性
が
払
拭
さ
れ
て

い
な
い
た
め
か
、
以
前
の
開
催
と
比
べ
少

な
い
の
は
少
々
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
ラ

ン
チ
パ
ー
テ
ィ
は
三
上
隆
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
寳
金
清
博
総
長
に
つ
づ
き

関
西
同
窓
会
の
役
員
を
さ
れ
て
い
る
松

下
秀
之
様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
懇
談
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
、
お
互
い
の
健
康
や
ご
友

人
の
動
向
に
話
が
咲
い
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
現
役
学
生
の

参
加
が
あ
り
、
い
つ
も
と
は
違
う
話
が

聞
け
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
締
め
の
挨
拶
を
校
友
会
エ
ル

ム
杉
江
和
男
会
長
に
し
て
頂
き
、
１
時

間
半
ほ
ど
の
懇
談
で
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

天
気
予
報
が
良
く
な
か
っ
た
た
め
か

今
回
は
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
食
事
も
余
っ
て
し
ま
う
残

念
な
結
果
で
し
た
。
来
年

は
感
染
の
心
配
も
薄
れ
、

再
び
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ん
が
集
う
ラ
ン
チ
パ
ー

テ
ィ
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

９
月
30
日（
土
）12
時
～
14
時

百
年
記
念
会
館
大
会
議
室　

参
加
者
：
49
名

ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ

ほ
っ
か
い
ど
う
同
窓
会（
校
友
会
エ
ル
ム
共
催
）

寳金清博総長 関西同窓会・松下様の挨拶

懇談の様子

植物園で記帳する同窓生

MIND：Mediterranean-DASH Intervention for Neurodegenerative Delay

※マインド食は、「地中海食」と高
血圧の予防を目的とした「ＤＡＳ
Ｈ食」を掛け合わせた食事法の
ことで、加齢による認知機能低
下を遅らせる食事パターンとし
て注目されています。
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同
窓
会
会
員
や
現
恵
迪
寮
生
か
ら
の
、

自
治
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
半
導
体
の

展
開
方
向
な
ど
の
質
問
に
も
ご
丁
寧
に

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
道
外
か
ら
の
同
窓
生
な

ど
多
彩
な
参
加
者
を
得
て
、「
大
寮
歌
祭

㏌
札
幌
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
久

し
ぶ
り
に
飲
食
を
伴
う
形
で
声
を
張
り

上
げ
て
寮
歌
を
歌
う
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
「
手
稲
山
を
歌
っ
た
寮

歌
」
の
特
集
、
第
二
部
は
小
樽
商
大
学

の
友
情
出
演
や
現
役
寮
生
に
よ
る
最
新

寮
歌
の
披
露
な
ど
、
第
三
部
は
良
く
歌

わ
れ
る
寮
歌
の
大
合
唱
で
し
た
。
最
後

は
皆
で
肩
を
組
ん
で
「
都
ぞ
弥
生
」
を

声
高
ら
か
に
歌
い
、
締

め
と
し
て
「
ス
ト
ー
ム

の
歌
」
を
乱
舞
（
？
）

し
ま
し
た
。

　

歌
っ
た
寮
歌
は
、
明

治
40
年
「
一
帯
ゆ
る

き
」か
ら
令
和
４
年「
星

よ
色
褪
せ
よ
」
ま
で
、

全
部
で
18
曲
で
す
。
中

で
も
、
昭
和
16
年
「
湖

に
星
の
散
る
な
り
」
の

作
曲
者
の
娘
さ
ん
が
大

阪
か
ら
こ
の
日
の
た
め

に
来
道
参
加
さ
れ
て
お

り
、
作
者
に
敬
意
を
表

し
つ
つ
し
み
じ
み
と

歌
っ
た
こ
と
は
今
年
の

収
穫
で
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
恵
迪
寮
同
窓
会
は
北

大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
２
０
１
３

年
よ
り
参
加
し
、
北
大
・
恵
迪
寮
の
精

神
と
寮
歌
の
継
承
を
目
的
に
「
文
化
講

演
と
寮
歌
の
集
い
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
同
窓
会
副
理
事
長
藤
田
正
一

（
元
副
学
長
）
か
ら
の
開
会
挨
拶
で

は
、
ご
講
演
を
い
た
だ
く
山
口
淳
二
理

事
・
副
学
長
の
ご
紹
介
に
続
き
同
窓
会

及
び
現
恵
迪
寮
へ
の
日
頃
の
ご
指
導
・

支
援
に
つ
い
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
文
化
講
演
」
で
は
、

山
口
理
事
・
副
学
長
に
よ

り
「
北
大
の
現
在
位
置
に

つ
い
て
、
と
私
の
研
究
を

少
し
︱
緑
の
革
命
を
め
ぐ

る
話
題
︱
」
と
題
し
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
与
の
価
値
を
持
つ
北

大
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
な
ど

４
つ
の
基
本
理
念
の
継

承
、
同
窓
会
と
の
連
携
に

向
け
て
な
ど
大
学
運
営
に

か
か
わ
る
課
題
・
方
向
は

恵
迪
寮
同
窓
会
の
関
心
事

で
も
あ
り
大
き
な
ご
示
唆

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
を
終
え
参
加
者
の

９
月
30
日（
土
）14
時
～
18
時

ク
ラ
ー
ク
会
館
大
集
会
室
２　
参
加
者
71
名

文
化
講
演
・
大
寮
歌
祭
㏌
札
幌

一
般
社
団
法
人 

恵
迪
寮
同
窓
会

　

昭
和
46
・
47
・
48
年
に
恵
迪
寮
へ
入

寮
し
た
50
周
年
同
期
会
が
令
和
５
年
10

月
１
日
（
日
）
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
昨
年
開
催
予

定
か
ら
の
延
期
を
経
て
、
元
寮
生
68
名

と
ご
同
伴
者
１
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

行
事
は
、
13
時
か
ら
ク
ラ
ー
ク
像
か

ら
現
恵
迪
寮
ま
で
北
大
構
内
を
散
策

し
、
16
時
半
か
ら
ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ

ズ
札
幌
ア
ス
ペ
ン
で
同
期
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

北
大
構
内
散
策
で
は
、
ク
ラ
ー
ク
像

前
に
集
合
。
50
年
ぶ
り
に
会
う
面
々
も

お
り
、
名
札
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
の
邂

逅
で
す
。
現
役
北
大
応
援
団
の
太
鼓
の

出
迎
え
に
よ
り
恵
迪
寮
へ
向
か
っ
て
寮

歌
を
高
吟
し
な
が
ら
の
行
進
・
逍
遥
で

す
。
途
中
、
北
大
総
合
博
物
館
で
は
北

大
精
神
を
振
り
返
り
、
寝
食
を
と
も
に

し
た
２
代
目
恵
迪
寮
の
跡
地
（
現
準
硬

式
野
球
部
球
場
）
で
は
当
時
の
寮
玄
関

位
置
の
特
定
な
ど
思
い
出
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。
現
恵
迪
寮
で
は
、

ホ
ー
ル
や
図
書
室
へ
の
訪
問
や
寮
長
か

ら
は
恵
迪
寮
の
現
状
の
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
で
の
同
期
会
で
は
、
ご
逝
去

さ
れ
た
寮
生
を
悼
み
黙
祷
を
さ
さ
げ
た

後
、
世
話
人
会
に
よ
る
挨
拶
に
つ
づ
き

乾
杯
、
ビ
デ
オ
上
映
、
全
員
１
分
間
ス

ピ
ー
チ
、
寮
歌
高
唱
と
続
き
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
上
映
で
は
部
屋
ア
ル
バ
ム
に
懐

か
し
み
、
無
声
８
ミ
リ
動
画
で
は
往
時

の
寮
で
の
生
活
実
態
に
驚
嘆
、
１
分
間

ス
ピ
ー
チ
で
は
寮
生
活
無
し
に
今
の
人

生
無
し
と
の
多
く
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
都
ぞ
弥
生
」
を
声
高
ら
か
に
５
番

ま
で
肩
組
み
歌
い
、
閉
会
の
挨
拶
、
３

年
後
の
北
大
創
基
１
５
０
年
に
次
回
同

期
会
の
開
催
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
直
後
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
「
醒
め

よ
迷
い
の
夢
さ
め
よ
・
・
・
」
と
「
ス

ト
ー
ム
の
歌
」
を
乱
舞
し
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

クラーク像前集合記念写真

寮歌を高吟し北大構内を逍遥

昭
和
46
・
47
・
48
年
恵
迪
寮
入
寮

50
周
年
同
期
会

10
月
１
日（
日
）13
時
～
20
時

北
大
構
内
、ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
札
幌
ア
ス
ペ
ン

参
加
者
69
名

掲載していない部局の様子は
北大時報11月号をご覧ください。
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●
波
乱
万
丈
の
北
大
時
代

　

そ
も
そ
も
私
は
国
定
忠
治
で
有
名
な

上
州
、
群
馬
の
片
田
舎
で
育
ち
ま
し

た
。
中
学
・
高
校
で
は
バ
ン
カ
ラ
と
骨

太
に
憧
れ
、
柔
道
部
で
体
を
鍛
え
ま
し

た
。
男
子
の
粋
を
集
め
た
る
前
橋
高
等

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
は
順
風
満
帆
で

し
た
が
、
赤
城
颪
に
送
ら
れ
て
郷
里
を

出
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
厳
し
い
現
実

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
全
国
的
に
学
生
運
動
が
激
し

で
も
北
大
で
過
ご
し
た
５
年
間
は
と
て

も
充
実
し
て
実
り
の
多
い
、
楽
し
い
時

間
で
し
た
。

　

●
憧
れ
の
事
務
所
に
入
社
、
独
立

　
　　
　

　

就
職
先
は
、
自
分
で
見
つ
け
て
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
た
建
築
事
務
所
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
の
１
年
間

は
早
稲
田
大
学
の
夜
学
に
通
い
な
が
ら

の
勤
務
で
し
た
が
、
そ
の
事

務
所
に
は
７
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら
す

ん
な
り
建
築
学
科
に
進
み
、

建
築
の
王
道
を
歩
む
は
ず
で

し
た
。
し
か
し
夢
は
ま
ぼ
ろ

し
の
如
く
消
え
去
り
、
王
道

か
ら
は
ど
ん
ど
ん
外
れ
た

挫
折
の
連
続
で
し
た
が
、

自
力
で
何
ん
と
か
這
い
上

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

建
築
界
の
第
１
人
者
で
あ

く
吹
き
荒
れ
、
一
浪
し
た
昭
和
44
年

（
１
９
６
９
年
）
に
は
東
大
入
試
が
中

止
に
な
る
な
ど
大
学
受
験
が
大
混
乱
、

何
と
か
北
海
道
大
学
に
た
ど
り
つ
き
ま

し
た
。
入
学
と
同
時
に
北
大
も
学
生
運

動
に
よ
っ
て
一
年
間
封
鎖
さ
れ
、
授
業

も
な
い
の
で
夜
間
の
美
術
学
校
で
油
絵

を
習
い
、
大
学
で
は
黒
百
合
会
（
美
術

部
）
に
入
部
し
ま
し
た
。
大
学
が
再
開

し
て
も
演
劇
な
ど
の
芸
術
や
学
生
運
動

に
熱
中
し
て
い
た
た
め
留
年
し
て
し
ま

い
、
お
ま
け
に
学
校
に
行
っ
て
な
か
っ

た
た
め
に
、
建
築
科
の
選
考
日
も
気
が

つ
い
た
ら
運
悪
く
一
日
違
い
で
、
す
で

に
終
了
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
目

指
し
て
い
た
建
築
科
で
は
な
く
、
１
人

空
き
が
あ
っ
た
土
木
工
学
科
に
進
級
し

ま
し
た
。
私
の
遠
回
り
人
生
の
始
ま
り

で
も
あ
り
ま
す
。

　

何
度
も
大
学
を
や
め
、
建
築
学
科
を

受
け
直
そ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
父

親
の
会
社
が
倒
産
し
て
大
変
だ
っ
た
の

で
、
一
刻
も
早
く
大
学
を
卒
業
し
な
け

れ
ば
と
思
い
、
踏
み
止
ま
り
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
建
築
学
科
の
先
生
方
の

計
ら
い
で
、
土
木
科
に
在
籍
し
な
が
ら

建
築
科
の
授
業
を
聴
講
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
通
信
教
育
で

も
建
築
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

　

土
木
と
建
築
の
先
生

方
か
ら
は
大
変
親
切
に

し
て
い
た
だ
き
、
２
つ

の
学
科
で
そ
れ
ぞ
れ
仲

間
が
で
き
て
、
今
で
も

皆
と
仲
良
く
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
の
年
代
は
団
塊
の
世

代
な
の
で
、
学
生
数
も

多
く
競
争
も
激
し
か
っ

た
の
で
仲
間
意
識
が
希

薄
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

る
吉
田
桂
二
の
率
い
る

連
合
設
計
社
市
谷
建
築

事
務
所
は
、
病
院
や
学

校
や
住
宅
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
設
計
を
手
掛
け
、

特
に
日
本
中
の
街
並
み

の
保
存
・
再
生
・
修
景

に
全
力
を
注
い
で
お
り

ま
し
た
。
そ
の
代
表
例

と
し
て
は
四
国
の
内
子

町
や
飛
騨
高
山
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
各
地
の
町
並
み
を
整
備

し
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
伝
統
文
化

を
支
え
て
き
た
わ
が
国
を
代
表
す
る
建

築
事
務
所
で
す
。
仕
事
を
通
し
て
生
き

方
ま
で
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
独
立
し
、
設
立
し
た
当
初
は

北
大
建
築
科
を
卒
業
し
た
菅
井
茂
さ
ん

と
共
同
で
事
務
所
を
借
り
て
い
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
ス
タ
ッ
フ
が
段
々
と
増

え
る
よ
う
に
な
り
、
菅
井
さ
ん
は
、
Ｊ

Ｒ
九
州
の
車
両
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、

今
で
は
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
水
戸

岡
鋭
治
氏
の
ビ
ル
を
設
計
し
て
、
彼
の

手
伝
い
も
多
く
な
っ
た
た
め
そ
の
ビ
ル

に
移
転
し
ま
し
た
。

　

私
の
作
品
は
『
新
し
い
住
ま
い
の
設

計
』『
週
刊
新
潮
』『
週
刊
ポ
ス
ト
』
等

の
雑
誌
に
昔
は
よ
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
し
、『
現
代
日
本
の
建
築
』
に
は

安
藤
忠
雄
、
黒
川
紀
章
、
隈
研
吾
、
妹

島
和
世
等
の
今
を
と
き
め
く
有
名
建
築

家
１
６
４
人
に
私
の
名
前
も
ま
ぎ
れ
込

ん
で
い
ま
し
た
。

　

杉
並
区
の
『
座
・
高

円
寺
』
と
い
う
劇
場
建

築
の
公
開
コ
ン
ペ
で

は
、
90
数
社
の
中
で
最

後
の
６
社
に
残
り
ま
し

た
。
最
終
審
査
で
伊
東

豊
雄
さ
ん
に
負
け
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
残
っ

た
６
社
の
作
品
は
杉
並

区
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
た
め

に
コ
ツ
コ
ツ
と
愚
直
に
、
世
の
た
め
人

の
た
め
に
尽
く
す
の
も
建
築
家
の
重
要

な
使
命
だ
と
信
じ
、
家
族
を
顧
み
ず
赤

貧
に
甘
ん
じ
、
好
き
な
道
を
究
め
た
い

一
念
で
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し

た
。
縁
故
地
縁
も
な
く
「
生
き
馬
の
目

を
抜
く
」
と
い
わ
れ
る
東
京
の
ど
真
ん

中
の
中
央
区
日
本
橋
で
事
務
所
を
構
え

て
40
数
年
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
実
に

不
思
議
な
綱
渡
り
の
よ
う
な
人
の
縁
に

恵
ま
れ
た
か
ら
だ
と
、
そ
の
縁
に
感
謝

す
る
次
第
で
す
。
幾
つ
か
の
思
い
出
に

残
る
出
会
い
、
そ
れ
か
ら
生
ま
れ
た
建

物
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

●
運
命
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い

〈
飲
み
屋
の
お
客
さ
ん
〉

　

最
初
の
仕
事
は
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
な

出
会
い
で
し
た
。
連
合
設
計
社
を
辞
め

る
半
年
前
に
飲
み
屋
で
偶
然
に
出
会
っ

た
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
の
話
で
す
。
私

の
隣
に
座
っ
て
飲
ん
で
い
た
お
客
さ
ん

と
、
た
ま
た
ま
建
築
の
話
で
盛
り
上
が

り
、
独
立
し
て
こ
れ
か
ら
建
築
の
設
計

事
務
所
を
開
設
す
る
の
だ
と
話
す
と
、

自
分
の
新
橋
の
本
社
が
手
狭
に
な
っ
た

の
で
新
し
い
ビ
ル
を
建
設
し
た
い
の
で

相
談
に
の
っ
て
欲
し
い
と
い
う
事
に
な

り
、
運
よ
く
８
階
建
て
の
ビ
ル
を
設
計

さ
せ
て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
方
に
は
日
立
と
勝
田
と
沼
津
の
営
業

所
を
始
め
と
し
て
、
足
立
区
の
機
械
製

作
工
場
、
実
家
の
建
替
え
、
兄
弟
達
の

家
、
軽
井
沢
の
別
荘
や
お
友
達
の
家
な

ど
、
本
当
に
色
々
な
建
物
を
手
掛
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
昔
の
現
場
の
所
長
さ
ん
〉

　

２
つ
目
の
話
は
、
連
合
設
計
社
で
働

い
て
い
た
時
、
群
馬
県
の
伊
勢
崎
女
子

高
等
学
校
の
同
窓
会
館
の
仕
事
が
縁
の

始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
仕
事
で
は
設
計

と
現
場
監
理
を
担
当
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
の
群
馬
の
建
設
会
社
の
所
長
さ

ん
が
私
の
独
立
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
、

東
京
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
尋
ね
て
き
ま
し

た
。
東
京
の
取
引
先
に
配
送
セ
ン
タ
ー

を
作
り
た
い
会
社
が
あ
る
の
で
是
非
紹

介
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ト
ン
ト

ン
拍
子
に
話
が
ま
と
ま
り
、
立
体
自
動

ラ
ッ
ク
倉
庫
を
兼
ね
備
え
た
大
き
な
配

送
セ
ン
タ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
に
は
、
千
葉
の
習
志
野
の
社

宅
、
新
木
場
配
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
、
そ
し
て
最
後
は
社
長
さ
ん
の
夢

だ
っ
た
本
社
の
建
て
替
え
の
仕
事
を
任

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
芸
術
作
品
の

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
に
造
り
上
げ

て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、
と
ん
で
も
な
い

喜
び
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

〈
東
京
黒
百
合
会
の
先
輩
と
遠
藤
周
作
先
生
〉

　

３
つ
目
の
話
は
、
私
の
所
属
す
る
絵

画
グ
ル
ー
プ
「
東
京
黒
百
合
会
」
の
先

昭和の北大 永遠の日々を懐う

学生時代の黒百合会展（本人：中段右端）

絵画「北の大地」
（北大工学部同窓会室へ寄贈）

昭和紙商事 千葉配送センター

新橋ビル
RC造 地下1F・地上8F

昭和紙商事
本社ビル

　
工
学
部
土
木
工
学
科
の
出
身
に
も
関

わ
ら
ず
、
一
級
建
築
士
と
し
て
建
築
設

計
事
務
所
を
営
ん
で
き
た
私
の
ユ
ニ
ー

ク
な
経
歴
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
壇
し
た
次
第

で
す
。
70
年
安
保
の
激
し
い
時
代
に
翻

弄
さ
れ
、
そ
の
流
れ
に
あ
ら
が
い
な
が

ら
、
な
ん
と
か
生
き
延
び
て
き
た
人
生

で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
学
で
は
北
大
美
術
部
黒
百
合
会
に

所
属
し
、
卒
業
後
は
東
京
黒
百
合
会
の

一
員
と
し
て
油
絵
の
制
作
を
今
日
で
も

続
け
て
い
ま
す
。
絵
の
世
界
で
生
き
る

の
は
大
変
厳
し
い
と
思
い
、
建
築
設
計

の
世
界
で
生
き
る
道
を
見
つ
け
ま
し
た

が
、
そ
の
世
界
で
生
き
る
の
も
楽
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
故
こ
れ
ま
で

生
き
て
こ
れ
た
か
？
そ
れ
は
、
す
べ
て

出
発
点
は
偶
然
な
人
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
偶
然
の

出
会
い
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

動
き
始
め
、
そ
の
人
に
夢
の
実
現
を
心

か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
た
時
、
わ
た
し
も

最
高
の
喜
び
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
感
動
を
味
わ
い
た
く
て
、
今
日
ま
で

色
々
な
苦
難
の
道
も
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の
経
歴
を

こ
れ
か
ら
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

細井　眞澄
（株）真澄建築設計社

（S49  工・土木工学科）

～
人
と
の
出
会
い
が

　
　
　

す
べ
て
の
出
発
点
～

夢
を
現
実
に
！ 
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に
実
践
し
、
疾
病
を
抱
え
た
人
を
ま
ご

こ
ろ
で
支
援
す
る
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
基
に
そ
れ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
新

渡
戸
の
提
唱
で
始
ま
っ
た
「
東
京
医
療

利
用
組
合
」
の
健
康
保
険
制
度
は
、
今

日
の
健
康
保
険
制
度
の
礎
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

お
金
で
は
な
く
、
真
心
を
込
め
医
療

に
尽
く
す
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
お
医

者
様
と
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
て
感
激
し
ま
し
た
し
、
そ
う
し

た
先
生
の
下
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
も
素
晴

ら
し
い
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
こ
の
病

院
に
は
新
渡
戸
稲
造
の
精
神
が
今
で
も

し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
病
院
長
か
ら

「
お
金
が
な
い
病
院
な
の
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
時
に
は
本

輩
か
ら
の
お
仕
事
で
す
。
こ
の
先
輩

は
、
歴
史
と
由
緒
の
あ
る
立
派
な
会
社

の
会
長
さ
ん
で
す
が
、
若
く
し
て
社
長

に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
心
の
中
に
温
め

て
き
た
夢
が
、
劇
場
を
造
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
お
金
儲
け
で
は
な
く
、
社

会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
信
念
の
も
と

に
、
役
者
や
文
化
を
育
て
少
し
で
も
日

本
文
化
や
芸
術
の
発
展
の
役
に
立
つ
劇

場
に
し
た
い
、
と
い
う
熱
い
思
い
を
伺

い
ま
し
た
。「
細
井
君
、
劇
場
を
一
緒

に
造
っ
て
も
ら
え
る
か
ね
」
と
い
わ
れ

た
時
に
は
天
に
も
昇
る
気
持
ち
で
、
今

で
も
そ
の
時
の
高
揚
感
を
忘
れ
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
、
大
学
の
時
に
演

劇
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
、
社
会
人

に
な
り
始
め
の
頃
、
勤
め
て
い
た
連
合

設
計
社
で
は
作
家
の
遠
藤
周
作
先
生
率

い
る
劇
団
「
樹
座
」
の
舞
台
装
置
の
設

計
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
役
を

３
年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
、
学
生
時
代
に
演
劇
に
携
わ
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
う
し
て
劇

場
設
計
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ

た
か
ら
で
す
。
学
生
時
代
の
演
劇
活
動

は
け
し
て
無
駄
飯
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
20
年
経
っ
て
大
き
く
実
が
結
ん
だ

こ
と
は
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
感
慨
深

く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
『
中
野
・
ザ
・
ポ
ケ
ッ

ト
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

大
成
功
し
、『
劇
場
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
』『
テ
ア

ト
ル
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
』『
劇
場
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
』
と
一
つ
ず
つ
増
え

て
４
つ
の
劇
場
を
設
計

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
４
つ
の
劇
場

が
完
成
す
る
ま
で
に
実

に
20
年
の
歳
月
が
か
か

り
ま
し
た
。
雑
誌
や
新

聞
に
も
色
々
と
取
り
上

げ
て
も
ら
い
、
人
気
も

評
判
も
良
く
、
最
近
で
は
小
劇
場
ブ
ー

ム
の
火
付
け
役
と
し
て
下
北
沢
に
負
け

な
い
く
ら
い
の
劇
場
エ
リ
ア
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
場
所
は
『
ポ
ケ
ッ
ト
・

ス
ク
エ
ア
』
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ま
で
閑

散
と
し
て
い
た
エ
リ
ア
は
発
展
し
、
今

や
日
々
２
千
人
ほ
ど
の
人
々
が
そ
の
界

隈
を
行
き
交
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

町
が
活
性
化
さ
れ
て
中
野
区
に
も
大
変

感
謝
さ
れ
、
そ
の
方
面
で
は
話
題
性
の

あ
る
劇
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

近
接
す
る
高
円
寺
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
等
も
設
計
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

〈
高
校
や
北
大
の
同
級
生
・
先
輩
〉

　

30
数
年
前
、
成
田
空
港
で
偶
然
会
っ

た
の
が
縁
で
、
群
馬
は
じ
め
各
地
に
大

き
な
製
粉
工
場
を
持
つ
高
校
の
同
級
生

か
ら
建
物
設
計
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
60
歳
の
時
、
自
分
の
理
想

と
す
る
日
本
一
の
う
ど
ん
・
蕎
麦
の
販

売
所
と
食
事
処
を
作
っ
て
欲
し
い
と
の

依
頼
で
、「
久
路
保
山
荘
」「
葛
葉
茶
寮
」

と
名
付
け
た
お
店
と
し
て
彼
の
夢
の
お

手
伝
い
が
で
き
ま
し
た
。

　

別
な
同
級
生
か
ら
は
、「
ネ
ッ
ツ
・

ト
ヨ
タ
高
崎
」
の
本
社
、
お
よ
び
「
高

崎
と
ん
や
ま
ち
店
」
と
「
前
橋
か
た
か

い
店
」
の
仕
事
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
は
全
国
「
ネ
ッ
ツ
・
ト
ヨ
タ
」

２
千
店
舗
の
模
範
店
の
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　

高
校
の
先
輩
方
か
ら
は
病
院
や
老
健

施
設
の
設
計
を
頼
ま
れ
、
プ
ロ
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
三
浦
雄
一
郎
氏
の
弟
さ
ん
の
ロ

グ
ハ
ウ
ス
の
設
計
サ
ポ
ー
ト
や
、
妹
さ

ん
の
自
宅
兼
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
（
介
護

兼
用
）
の
設
計
に
携
わ
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
北
大
建
築
卒
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
商
事

役
員
か
ら
は
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
か
ん
ぽ

の
宿
の
設
計
を
依
頼
さ
れ
た
り
、
大
学

仲
間
か
ら
は
熱
海
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
水
戸
岡
鋭
治
氏
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

　

前
述
し
た
水
戸
岡
鋭
治
氏
と
の
出
会

い
も
か
け
が
え
の
な
い
ご
縁
で
す
。
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ
星
」
な
ど

の
車
両
デ
ザ
イ
ン
の
第
一
人
者
に
な
っ

た
水
戸
岡
氏
は
、
今
で
は
子
ど
も
達
や

鉄
道
フ
ア
ン
に
と
っ
て
の
大
ス
タ
ー
で

す
が
、
昔
か
ら
駅
舎
設
計
な
ど
の
色
々

な
仕
事
で
助
け
合
い
な
が
ら
一
緒
に

や
っ
て
き
た
大
切
な
仲
間
で
す
。

　

そ
し
て
地
域
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま

す
。
町
お
こ
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
ワ
イ
ン
で
有
名
な
北
海
道
池

田
町
や
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
現
地
視

察
や
災
害
査
定
の
お
手
伝
い
、
ま
た
、

林
業
と
ジ
ャ
ン
プ
の
町
の
北
海
道
下
川

町
で
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
北
海

道
庁
と
連
携
し
、
日
本
の
林
業
活
性
化

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

〈
新
渡
戸
記
念
中
野
総
合
病
院
〉

　

劇
場
の
支
配
人
の
紹
介
で
、
中
野
に

あ
る
総
合
病
院
の
建
築
顧
問
の
話
が
舞

い
込
み
ま
し
た
。
新
渡
戸
稲
造
が
設
立

し
た
そ
の
病
院
に
新
渡
戸
の
名
前
を
入

れ
、『
新
渡
戸
記
念
中
野
総
合
病
院
』

と
し
て
新
し
い
気
持
ち
で
病
院
を
建
て

直
し
て
行
き
た
い
、
そ
の
手
助
け
を
し

て
く
れ
る
建
築
家
を
探
し
て
い
る
と
の

話
で
し
た
。
私
の
親
戚
・
友
達
に
は
ど

う
い
う
訳
か
医
者
が
多
く
、
こ
れ
ま
で

に
数
多
く
の
病
院
や
診
療
所
の
設
計
の

経
験
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
病
院

で
も
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
な
が
ら
、

初
め
て
入
江
病
院
長
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
話
を
お
伺
い
す
る
ほ
ど
に
、
入
江

病
院
長
の
病
院
に
対
す
る
情
熱
た
る
や

す
ご
い
も
の
を
感
じ
、
自
分
に
と
っ
て

の
集
大
成
と
し
て
こ
の
病
院
に
全
て

を
奉
げ
て
も
良
い
と
の
強
い
思
い
を

抱
き
ま
し
た
。

　

こ
の
病
院
は
１
９
３
２
年
（
昭
和
７

年
）
に
新
渡
戸
稲
造
が
、
病
気
の
治
療

は
貧
富
な
ど
地
位
に
関
係
な
く
平
等
に

皆
が
享
受
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
の
考
え
方
に
立
ち
、「
東
京
医
療
利

用
組
合
」
と
し
て
創
立
し
た
日
本
で
最

初
の
組
合
病
院
で
す
。
病
院
の
ロ
ビ
ー

に
は
、
新
渡
戸
の
精
神
「
誠
実
」
と
言

う
文
字
が
掲
げ
ら
れ
、
医
師
や
看
護

師
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
「
誠
意
と
思
い

や
り
の
心
を
基
に
し
た
医
療
を
、
誠
実

昭和の北大 永遠の日々を懐う

当
に
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
に
め
ぐ

り
合
え
た
と
感
じ
ま
し
た
。

〈「
平
成
遠
友
夜
学
校
」
講
演
、

　
　
　
　

映
画
「
新
渡
戸
の
夢
」〉

　

新
渡
戸
記
念
中
野
総
合
病
院
の
仕
事

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
新
渡
戸
稲
造
が

作
っ
た
「
遠
友
夜
学
校
」
を
受
け
継
い

で
北
大
構
内
で
行
っ
て
い
る
「
平
成
遠

友
夜
学
校
」
の
講
演
依
頼
の
話
が
入
っ

て
き
た
時
に
は
、
私
に
と
っ
て
は
ま
さ

に
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
依
頼
の
話
は
、
札
幌
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
家
内
と
の
絵
画
展
「
い
ん
で
な

い
か
い
二
人
展
」
を
開
催
し
て
い
た

時
で
、
平
成
遠
友
夜
学
校
の
講
演
を

や
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
私
の
義
兄
（
当

時
北
大
教
授
）
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

講
演
で
は
、
義
兄
か
ら
言
わ
れ
た
よ
う

に
私
の
今
ま
で
の
生
き
様
を
お

話
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
渡
戸
稲
造
に
つ
い
て

大
変
造
詣
が
深
い
松
沢
幸
一
先
輩

（
元
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
社
長
）
か
ら
声
を

掛
け
て
い
た
だ
き
、
目
下
、
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
映
画
「
新
渡
戸
の
夢
」
の
製
作
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。
映
画
に
も

少
し
出
演
し
て
お
り
ま
す
の
で
一
般

上
映
さ
れ
た
ら
是
非
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
●
最
後
に

　

私
は
今
日
ま
で
、
先
が
全
く
見
え
な

い
不
安
定
な
自
営
業
を
四
十
数
年
近
く

続
け
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今
思
え
ば

若
か
っ
た
か
ら
勢
い
で
や
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
学
生
時
代
に
北

大
で
培
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ

ツ
の
気
持
ち
と
ビ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
の

精
神
だ
と
思
い
ま
す
。
何
度
も
将
来
に

対
す
る
不
安
を
振
り
払
い
、
ま
た
辛
く

な
っ
た
時
は
広
大
な
北
海
道
の
大
地
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
人
と
人
の
繋
が

り
を
大
切
に
、
何
と
か
元
気
に
夢
と
ロ

マ
ン
を
追
い
続
け
な
が
ら
、
厳
し
く
と

も
楽
し
く
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
一
重

に
私
を
支
え
て
く
れ
た
方
々
の
お
陰
だ

と
深
く
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
誠

実
に
生
き
て
さ
え
行
け
ば
必
ず
素
晴
ら

し
い
人
た
ち
に
出
会
う
事
が
で
き
、
自

然
と
道
も
開
け
て
行
く
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
渡
戸
稲
造
の

精
神
を
誠
実
に
実
践
し
な
が
ら
生
き
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
若
い
人

た
ち
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ

て
、
自
分
の
納
得
の
行
く
人
生
を
切
り

開
い
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

中野・ポケット・スクエア（4劇場）

映画で紹介された絵画と撮影風景

ネッツ・トヨタ高崎（本社・店舗）

シーザーハウス（ゲストハウス）小川山荘（ログハウス）
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風
景
と
の
対
話

ベ
ル
ギ
ー「
ブ
ル
ー
ジ
ュ
」と
言
う
街

駐
車
券
が
必
要
で
、
う
っ
か
り
前
日
駐

車
券
を
車
中
に
置
い
た
ま
ま
出
て
き
て

し
ま
い
立
往
生
で
す
。
妻
の
不
安
げ
な

顔
を
今
で
も
思
い
出
し
て
笑
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
割
と
早
く
他
の
客
が
現
れ
、

説
明
し
て
一
緒
に
ゲ
ー
ト
を
潜
ら
せ
て

も
ら
い
、
事
無
き
を
え
ま
し
た
。
旅
行

に
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
付
き
物
で
す
。

　

ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
ル
ー
ジ
ュ
市
街
は
大

西
洋
（
北
海
）
か
ら
24
㎞
も
離
れ
た
内

陸
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
幾
つ
も
の

運
河
で
繋
が
っ
て
運
河
経
由
で
北
海
へ

通
行
で
き
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
ジ
ュ
と
は

オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
橋
」
と
言
う
言
葉
か

ら
来
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ジ
ュ
市
の
起

源
は
９
世
紀
に
遡
り
ま
す
。
13
～
14
世

紀
に
は
ハ
ン
ザ
同
盟
の
中
核
都
市
と
し

て
毛
織
物
の
交
易
で
隆
盛
を
極
め
ま
し

た
。
し
か
し
15
世
紀
に
入
る
と
肝
心
の

運
河
が
沈
泥
の
た
め
に
浅
く
な
り
、
荷

物
の
出
入
り
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
う
し
て
ブ
ル
ー
ジ
ュ
は
都

市
と
し
て
の
機
能
も
喪
失
し
、
や
が
て

街
は
寂
れ
、
中
世
の
景
観
を
缶
詰
に
し

た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
16
世
紀
に
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
が
、
17

世
紀
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
中
核
的

港
町
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、
北
進
し
な

が
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
全
体
の
隆
盛
の

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
と
な
っ
た
こ

と
に
は
面
白
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
ジ
ュ
市
の
中
心
に
は
キ
リ
ス

ト
教
の
大
き
な
教
会
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
が
聖
母
教
会
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教

会
：〈
油
絵
１
〉）で
す
。
こ
の
絵
は
そ

の
聖
母
教
会
の
塔
を
中
心
と
し
た
景
色

を
描
い
た
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
塔
自

体
は
レ
ン
ガ
造
り
で
高
さ
１
２
２
ｍ
も

あ
り
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と
し
て
は

世
界
で
２
番
目
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
視
点
と
な
っ
た
私
の
立
っ
た

場
所
は
聖
母
教
会
の
鐘
楼
で
す
。
こ
れ

も
高
さ
が
83
ｍ
も
あ
り
、
こ
こ
か
ら
の

眺
め
は
３
６
０
度
見
渡
せ
て
、
そ
れ
こ

そ
感
動
的
な
中
世
の
街
と
田
園
風
景
に

し
ば
し
動
け
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
こ

れ
は
是
非
絵
に
し
な
け
れ
ば
と
制
作
し

た
の
が
〈
油
絵
１
〉
で
す
。
〈
油
絵

２
〉
は
街
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
運
河

に
掛
か
る
レ
ン
ガ
造
り
の
橋
の
一
つ
で

す
。
何
百
年
も
経
て
古
び
て
は
い
る
も

の
の
、
ガ
ッ
シ
リ
と
力
強
く
踏
ん
張
っ

て
い
る
様
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
気
骨
を

象
徴
し
て
い
る
様
で
す
。
短
い
旅
で
し

た
が
風
景
と
の
対
話
を
楽
し
む
こ
と
が

出
来
た
良
い
旅
で
し
た
。

　

丁
度
10
年
前
、
２
０
１
３
年
８
月
の

夏
休
み
を
利
用
し
て
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル

ギ
ー
を
レ
ン
タ
カ
ー
で
廻
り
ま
し
た
。

初
日
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
空
港
か
ら

街
の
中
心
地
の
ホ
テ
ル
へ
ド
ラ
イ
ブ

し
、
車
を
置
い
て
早
速
街
を
散
策
し
は

じ
め
ま
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
東

京
と
同
じ
く
都
市
の
雑
然
さ
が
目
立
ち

ま
し
た
。
翌
日
は
オ
ラ
ン
ダ
の
南
西
部

ハ
ー
グ
を
目
指
し
て
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

と
こ
ろ
が
駐
車
場
の
入
口
ゲ
ー
ト
に
は

〈油絵2〉運河の橋

〈油絵1〉聖母教会のレンガの塔

初
谷 

長
治 

︵
Ｓ
45
理
・
物
理
︶　
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生
ま
れ
て
か
ら
大
学
４
年
ま
で
の
22

年
間
を
札
幌
で
育
ち
ま
し
た
。
実
家
は

父
と
伯
父
が
小
さ
な
鋳
物
工
場
を
営

ん
で
お
り
ま
し
た
。
小
学
校
の
頃
は
勉

強
嫌
い
で
し
た
が
、
中
学
／
高
校
と
上

が
る
に
従
い
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
天
文
学
に
魅
力
を

感
じ
て
東
北
大
や
京
都
大
へ
進
む
こ
と

を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
で

き
る
だ
け
親
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

に
、
ま
た
広
々
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
憧

れ
も
感
じ
て
い
た
の

で
、
自
宅
か
ら
通
え
る

北
大
理
類
へ
の
受
験
を

決
め
、
国
立
一
期
校
と

言
わ
れ
て
い
た
最
後
の

年
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
に
入
っ
た
ら
何

ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
入
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー

を
や
っ
て
み
た
い
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を

見
学
し
た
の
で
す
が
、

激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い

れ
ぞ
れ
２
年
ほ
ど
赴
任
し
、
フ
ィ
ー
ル

ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
現

場
作
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
北
海
道
し

か
知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
本
州
の
気
候

さ
え
暑
く
感
じ
ま
し
た
が
、
日
中
50
度

に
も
な
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
環
境
は

と
て
も
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
若
く
体

力
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、調
子
に
乗
っ

て
炎
天
下
テ
ニ
ス
に
夢
中
に
な
り
救
急

車
で
運
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）
の
製
油
所

の
既
設
改
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
稼
働
し

て
い
る
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
停
止
期
間
を

で
き
る
だ
け
短
く
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
労
働
時
間
が
長
く
体
力
的
に
は
堪

え
ま
し
た
。

　

20
代
最
後
の
年
に
韓
国
の
エ
チ
レ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
初
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｐ
Ｅ
）
と
し
て
Ｅ
Ｐ

Ｃ
〔
設
計
（Engineering

）、
調
達

（Procurem
ent

）、
建
設
・
試
運
転

（Construction & Com
m

issioning

）〕

全
体
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
流
れ
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
約
後
、
国
内
或
い
は
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
の
拠
点
で
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
設
計

や
、
機
械
・
設
備
・
人
（
労
働
力
）
の

調
達
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
現
地
に
入
り
ま
す
。
土

木
・
機
械
据
付
・
配
管
、
電
気
、
計
装

な
ど
の
工
事
会
社
と
連
携
し
て
建
物
や

設
備
を
完
成
さ
せ
、
試
運
転
後
に
発
注

者
に
引
き
渡
し
て
一
連
の
仕
事
が
完
了

し
ま
す
。
プ
ラ
ン
ト
建
設
中
は
現
地
の

宿
舎
で
生
活
し
ま
す
。
入
社
し
た
頃
は

半
年
ご
と
の
一
時
帰
国
で
し
た
が
、
今

は
２
︱
３
か
月
ご
と
に
帰
国
休
暇
が
と

れ
ま
す
。

が
、
仕
事
を
す
る
上
で
は
後
々
に
な
っ

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
し
、
学
科
の
先

生
た
ち
は
大
ら
か
で
魅
力
的
な
方
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

土
木
工
学
科
卒
業
後
の
進
路
は
、
半

数
の
学
生
が
上
級
国
家
公
務
員
と
し
て

建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
や
通
商

産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
な
ど
の
中

央
省
庁
、
道
庁
・
県
庁
な
ど
の
官
公
庁

に
入
り
、
４
分
の
１
の
学
生
は
ゼ
ネ
コ

ン
、
残
り
４
分
の
１
が
電
力
会
社
や
国

鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

コ
ン
サ
ル
企
業
で
し
た
。
現
代
の
就
活

シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
り
、
民
間
企
業
へ

は
教
授
の
推
薦
状
が
あ
れ
ば
ほ
ぼ
無
条

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｐ

Ｍ
）
が
率
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
）、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｐ

Ｃ
Ｍ
）、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｐ

Ｅ
）
な
ど
で
構
成
さ
れ
、「
設
計
」「
調

達
」「
建
設
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
を

担
当
す
る
各
本
部
と
連
携
し
、
契
約
し

た
仕
様
通
り
に
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
、

契
約
納
期
ま
で
に
発
注
者
に
引
き
渡
す

ま
で
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

30
代
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
１
千
億

円
を
超
え
る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
２
つ
経
験
し
ま
し
た
。
最
初
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
と
な
る

エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
建
設
で
、
私
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
フ
ィ
ー
ル

ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
担
当
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
エ
チ
レ
ン
は
石
油
化
学
の
基

礎
材
料
で
、
石
油
化
学
の
米
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
２
つ
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
と
し
て
初
め
て
の
大
型

石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
で
し
た
。
発

電
所
は
、
パ
ワ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
と
言
わ
れ

る
ボ
イ
ラ
ー
や
タ
ー
ビ
ン
の
設
備
の
ほ

か
に
、
発
電
機
、
電
気
集
塵
機
、
石
炭

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
装
置
、
用
役
設
備
な
ど

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に

お
い
て
は
、
当
初
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
、
そ
の
後
エ
リ
ア
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　

30
代
の
若
い
時
に
こ
う
し
た
２
つ
の

件
で
入
社
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
で

し
た
。

　

公
務
員
や
ゼ
ネ
コ
ン
へ
進
む
こ
と
に

何
と
な
く
躊
躇
し
て
い
た
時
に
、
テ

ニ
ス
部
の
同
期
か
ら
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
（
以
下
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
）
を
就
職
先

に
考
え
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

た
。
社
名
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
界

の
事
も
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

取
り
寄
せ
た
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
の
会
社
案
内
パ

ン
フ
は
、
海
外
で
の
大
き
な
仕
事
や
世

界
で
活
躍
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
魅
力
的

に
伝
え
る
内
容
で
、
視
覚
的
に
も
心

に
響
く
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
で
し

た
。
読
ん
で
直
ぐ
に
「
こ
れ
だ
！
こ
の

会
社
に
入
り
た
い
！
」
と
志
望
先
に
決

め
ま
し
た
。

　

海
外
で
の
仕
事
に
憧
れ
て
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

に
入
社
し
た
も
の
の
、
英
語
に
関
し
て

は
読
み
／
書
き
は
ま
だ
し
も
、
聞
く

／
話
す
は
ま
っ
た
く
ダ
メ
。
片
や
同
期

で
入
社
し
た
仲
間
の
ほ
と
ん
ど
は
海
外

旅
行
の
経
験
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
程
度

の
英
会
話
が
で
き
て
い
た
の
で
、
入
社

し
た
当
初
は
周
り
の
同
期
と
大
き
く

英
語
力
の
差
が
あ
る
こ
と
に
愕
然
と
し

ま
し
た
。

　

入
社
後
は
土
建
本
部
の
配
属
と
な

り
、
千
葉
の
製
油
所
プ
ラ
ン
ト
の
土
建

工
事
監
督
と
し
て
現
場
を
半
年
経
験
、

そ
の
後
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
タ
イ
に
そ

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
れ
た
こ

と
は
、
そ
の
後
ど
ん
な
に
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
任
さ
れ
て
も
ビ
ク
と
も
し

な
い
知
識
と
感
覚
を
養
え
た
と
い
う
点

で
も
大
き
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

40
歳
に
な
っ
て
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
総
責
任
者
（
Ｐ
Ｍ
）
と
し
て
、

イ
ン
ド
子
会
社
で
２
年
間
の
駐
在
と
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
精
油
所
改
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
に
携
わ
り
、
後
半
は
イ
ン
ド
の

大
型
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
型
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
仕

事
は
、
発
注
者
（
石
油
会
社
）
と
コ
ン

サ
ル
会
社
と
も
に
国
営
企
業
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
に
お
い
て
た
と
え
不

可
能
或
い
は
工
期
遅
れ
に
な
ろ
う
と
も

契
約
書
か
ら
の
逸
脱
は
一
切
認
め
ら
れ

ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
様
々
な
事

で
衝
突
は
日
常
茶
飯
事
。
そ
の
非
合

理
性
を
証
明
す
る
た
め
の
詳
細
か
つ
膨

大
な
説
明
書
類
を
何
度
も
提
出
さ
せ

ら
れ
、
激
し
い
交
渉
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
Ｐ
Ｍ
と
し
て
体
力
／
知
力
／
気
力

を
最
大
限
発
揮
し
た
仕
事
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
完
成
し
た

の
で
す
が
同
じ
プ
ラ
ン
ト
内
で
客
が
発

注
し
た
他
社
の
プ
ラ
ン
ト
の
遅
れ
に
よ

り
全
体
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
遅
れ
、

最
終
支
払
い
を
巡
っ
て
仲
裁
に
発
展
し

ま
し
た
。

活躍するリーダーに聞く

基
礎
工
学
を
学
ん
だ
北
大

Top Interview

東洋エンジニアリング株式会社
代表取締役社長

細井 栄治 さん 
（S57工・土木工学科）

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
到
底

自
分
の
身
体
が
持
た
な
い
と
断

念
、
考
慮
の
末
硬
式
テ
ニ
ス
部

に
入
部
し
て
、
４
年
間
打
ち
こ

み
ま
し
た
。

　

当
時
、
北
大
理
類
の
学
生

は
、
教
養
部
か
ら
理
系
の
ど
の

学
部
へ
も
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
成
績
上
位
者
の
移
行
先
は

農
学
部
が
多
か
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
が
、
私
は
迷
わ
ず
土
木
工
学

科
に
進
み
ま
し
た
。
実
家
の
工
場
で
上

下
水
道
施
設
な
ど
に
使
わ
れ
る
鋳
物
配

管
製
品
を
作
っ
て
い
た
の
で
土
木
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
の

と
、
ト
ン
ネ
ル
や
大

き
な
橋
梁
を
造
る
こ

と
に
仕
事
の
ロ
マ
ン

を
感
じ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

学
部
の
授
業
で

学
ん
だ
土
質
工
学
、

構
造
工
学
、
水
理
工

学
、
交
通
工
学
な
ど

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
の
ほ
ん
の
入

口
の
概
論
程
度
だ
っ

た
と
思
う
の
で
す

テニス部の仲間たち（真ん中の白い服が本人）

②建設現場

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

　
様
々
な
経
験
を
積
む

聞
い
た
こ
と
も
な
い

　
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
に
入
社

イ
ン
ド
で
最
大
の
ピ
ン
チ

　
つ
い
に
係
争
に
発
展

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
40
年

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
魅
力

①プロジェクトメンバー

［エチレンプラント（インド）］
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に
講
演
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

後
日
、
学
生
全
員
の
感
想
レ
ポ
ー
ト
を

読
ま
せ
て
も
ら
い
、
海
外
で
仕
事
を
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
学
生
が
あ
ま
り

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
、
講
演
の
中
で
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
話
を
し
た
の

で
す
が
、
授
業
で
は
あ
ま
り
教
わ
っ
て

い
な
い
ら
し
く
、
そ
の
点
に
も
大
き
な

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
学
で
学
ん
だ
基
礎
工
学
は
仕
事
に

大
変
役
に
立
ち
ま
す
。
一
方
、
現
代
に

お
い
て
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

温
室
効
果
ガ
ス
と
い
っ
た
こ
と
は
こ
れ

か
ら
社
会
に
出
て
ゆ
く
多
く
の
方
達
が

仕
事
で
関
わ
る
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
故
、
大
学
に
お
い
て
も
そ

う
い
っ
た
事
を
学
生
た
ち
に
し
っ
か
り

と
考
え
る
機
会
を
与
え
て
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
。
高
度
成
長
時
代
の
日
本
は

世
界
で
優
位
な
立
ち
位
置
で
し
た
が
、

今
は
状
況
が
異
な
り
、
世
界
中
の
学
生

レ
ベ
ル
は
非
常
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
も
知
ら
ず

に
仕
事
に
就
き
海
外
企
業
と
対
峙
し
て

い
く
の
で
は
、
出
遅
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
観
点
で
大
学
教
育
に

お
い
て
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
、
多
く
の
国
々
で
地
球
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
約
半

　

仲
裁
へ
の
万
全
の
準
備
を
し
た
甲
斐

も
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遅
れ
に
対

す
る
客
か
ら
の
契
約
金
額
の
減
額
は
不

当
で
あ
る
と
い
う
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
の
言
い
分

は
認
め
ら
れ
、
約
10
年
か
か
っ
た
仲
裁

で
し
た
が
勝
訴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
ト
建
設
は
契
約
金
額
が
大

き
く
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
も
複

雑
な
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
第
３
者
を

入
れ
て
係
争
事
項
を
解
決
す
る
事
も
増

え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
客

先
が
国
営
／
官
庁
系
企
業
の
場
合
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
観
点
か
ら
も
そ

う
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
は
１
９
７
０
年
代
よ
り
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
仕
事
を
し
て
き
た
の
で

す
が
、
同
国
に
お
け
る
現
地
企
業
保
護

政
策
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
10
年
ほ
ど

前
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
・
Ｉ
Ｋ

Ｐ
Ｔ
（Inti Karya Persada Tehnik

）

社
を
買
収
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｋ
Ｐ
Ｔ
社
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
油
・
ガ
ス
・
化
学

分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
豊
富
な
Ｅ
Ｐ

Ｃ
の
実
績
が
あ
る
１
２
０
０
名
ほ
ど
の

会
社
で
、
私
は
２
０
１
２
年
か
ら
同
社

へ
赴
任
し
、
２
０
１
４
～
２
０
１
８
年

ま
で
社
長
の
任
に
就
き
ま
し
た
。
ま

ず
、
最
初
に
Ｐ
Ｍ
Ｉ
（Post M

erger 
Integration 

︱
買
収
後
の
統
合
プ
ロ
セ

ス
）
の
一
環
と
し
て
、
経
営
管
理
シ
ス

テ
ム
を
移
管
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
のGlobal 

Standard

を
導
入
、
更
に
様
々
な
実
力

強
化
／
競
争
力
強
化
と
い
っ
た
施
策
を

矢
継
ぎ
早
に
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
政

府
肝
い
り
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
高
速
鉄
道
Ｍ
Ｒ
Ｔ

（M
ass Rapid Transit

）、　

地
熱
発

電
所
、
石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
能
力
増

強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
肥
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
数
々
の
案
件
を
受
注
し
、
そ
れ
ら

案
件
を
成
功
裏
に
終
わ
ら
せ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｋ
Ｐ
Ｔ
社
は
現
在
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
、
前
社
長
（
現
会
長
）

の
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
社
長
就
任
に
伴
い
日
本
へ

呼
び
戻
さ
れ
、
プ
ラ
ン
ト
事
業
本
部
長

と
し
て
、現
業
部
門
の
ト
ッ
プ
に
就
任
。

そ
の
後
、
前
社
長
か
ら
の
指
名
を
受
け

２
０
２
３
年
に
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
の
社
長
に
就

任
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
砂
漠

や
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
い
っ
た
何
に
も
な
い

と
こ
ろ
で
、
土
地
の
整
地
／
造
成
を
行

い
、
基
礎
或
い
は
架
構
／
建
物
を
作

り
、
調
達
し
た
機
械
／
材
料
を
取
り
付

け
、
そ
れ
が
日
々
形
に
な
っ
て
ゆ
き
、

試
運
転
で
プ
ラ
ン
ト
に
命
を
吹
き
込

み
、
最
終
的
に
は
プ
ラ
ン
ト
か
ら
製
品

が
生
産
さ
れ
、
産
業
が
形
成
さ
れ
、
地

域
を
潤
し
て
い
き
ま
す
。
プ
ラ
ン
ト
は

非
常
に
複
雑
で
規
模
的
に
は
東
京
ド
ー

ム
数
百
個
分
に
も
な
る
こ
と
も
あ
り
、

工
学
の
粋
を
集
め
た
巨
大
生
産
拠
点
を

作
り
上
げ
る
の
で
す
か
ら
、
と
て
も
や

り
が
い
が
あ
り
、
も
の
づ
く
り
を
体
感

し
、
作
り
上
げ
る
喜
び
を
味
わ
え
る
大

変
ヘ
ル
シ
ー
な
仕
事
と
思
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

会
社
は
、
国
内
の
専
業
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
企
業
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
、
日
揮
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｊ
Ｇ
Ｃ
）、
千
代
田

化
工
建
設
の
３
社
が

あ
り
、
ま
た
海
外
の
主

要
企
業
と
し
て
は
、
韓

国
の
三
星
エ
ン
ジ
や
大

林
、
現
代
建
設
、
米

国
の
ベ
ク
テ
ル
や
フ
ル

ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ウ
ォ
ー
リ
ー
、
イ
ン

ド
の
ラ
ー
セ
ン
＆
ト
ゥ

ブ
ロ
、
英
国
の
ウ
ッ

ド
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
ク

ニ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
企
業
と

は
し
の
ぎ
を
削
る
受
注

競
争
が
あ
る
一
方
で
、

昨
今
の
案
件
の
大
型
化
に
伴
い
、
規
模

が
５
０
０
０
億
～
１
兆
円
規
模
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
な
れ
ば
そ
れ
ら
の
会
社

と
協
業
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

私
が
イ
ン
ド
で
Ｐ
Ｍ
を
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
ラ
ー
セ
ン
＆
ト
ゥ
ブ
ロ
と
組

み
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
会
社
は
そ

れ
ぞ
れ
強
み
や
特
色
が
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
は
肥
料
／
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
、
Ｊ
Ｇ
Ｃ
・
千
代
田
化
工
建
設
・
ベ

ク
テ
ル
（
米
）
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
の

実
績
が
多
く
、
韓
国
の
会
社
は
工
事
に

強
い
と
い
っ
た
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
に
海
外

拠
点
を
持
ち
、
そ
れ
ら
がToyo-Japan

と
の
協
業
だ
け
で
な
く
、
独
自
で
営
業

活
動
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

世
界
は
今
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
の
実
現
に
向
け
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
世
界
中
の
政
府
／
団
体
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
、化
学
会
社
、商
社
等
が
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
連
し
た
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
し
て
お
り
、

今
後
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し

て
ゆ
き
ま
す
。そ
れ
を
支
え
る
の
が
我
々

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
の
使
命
と
責

任
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
今
の
世
界
的

な
機
材
費
、
工
事
費
な
ど
の
値
上
が
り

に
対
し
我
々
の
知
識
、
技
術
力
を
持
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現

に
力
を
発
揮
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

様
々
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て

お
り
、
我
々
は
リ
ス
ク
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
た
り
、

仕
事
の
進
捗
を
可
視
化
し

た
り
す
る
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
の

面
か
ら
も
そ
の
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
学
生
時
代

の
同
期
で
土
木
工
学
科
の

教
授
を
し
て
い
る
友
人
か

ら
の
依
頼
で
、
学
生
向
け

分
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
と
い
う

目
標
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

大
変Challenging
な
目
標
で
、
そ
の

実
現
に
は
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り

国
家
・
企
業
・
国
民
の
負
担
を
考
え
る

と
現
実
的
と
は
考
え
づ
ら
く
、
更
な
る

技
術
的
な
ジ
ャ
ン
プ
（
革
新
）
が
必
要

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
即
ち
、
こ

れ
か
ら
の
人
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
を
実
現
し
て
ゆ
く
事
に
な

り
ま
す
。
大
学
で
学
ん
だ
若
い
人
た
ち

に
は
、
自
分
た
ち
が
時
代
を
担
う
主
人

公
に
な
る
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
、
よ

り
良
い
社
会
作
り
に
向
け
て
真
剣
に

向
き
合
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
会
社
人
生
の

７
割
を
海
外
で
過
ご
し
た
先
輩
か
ら
の

エ
ー
ル
で
す
。
Ｐ
Ｍ
は
と
て
も
大
変
な

仕
事
で
し
た
け
ど
、
数
千
人
の
人
々
を

束
ね
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
自
分
の
考
え
る
方
向
に
進
め
、
世

界
中
の
人
々
と
切
磋
琢
磨
し
た
こ
と

で
、
自
分
も
成
長
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
元
に
帰
っ
て
仕
事
を
す
る
こ

と
や
両
親
と
の
関
係
も
大
切
だ
と
い
う

こ
と
は
理
解
し
ま
す
が
、
折
角
、
北
大

で
高
等
教
育
を
受
け
た
の
だ
か
ら
、
ぜ

ひ
若
い
時
に
世
界
に
出
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
に
は

活
躍
す
る
場
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

し
、み
な
さ
ん
の
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

Boys, be am
bitious!

活躍するリーダーに聞くTop Interview

変
わ
り
ゆ
く
業
界
と
仕
事

若
い
人
た
ち
へ
の

　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
学
の
講
演
で

　
感
じ
た
こ
と ②会社で参加したWalkイベント

国内外の主要なエンジニアリング会社

［IKPT社（インドネシア）］
子
会
社
社
長
、

そ
し
て
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
社
長
へ

①会社に作った保育所
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1. 私たちの働き方を革新し、日建設計の企業活動に起因する温室効果ガス排出を2050年に
ゼロとします。 

2. 2050年の都市・建築デザインと働き方のカーボンニュートラルモデルを目標として提起
し、2021 ～ 2050 年で必要となる対策を年次計画として提示します。 

3. これからの地域のあり方を展望し、インフラと建築の機能を融合した柔軟なシステムによ
る身近なカーボンニュートラルを提案します。 

4. 企業の環境配慮を評価するスクリーニングシステムの構築を支援し、ESG 不動産／都市
基盤投資の促進に貢献します。 

5. クライアントと緊急行動の必要性を共有して課題解決を支援します。さらには社会に向け
て発信して共感を呼びかけます。 

上席理事 久保田 克己（工・昭59・建）

北海道オフィス
札幌市中央区大通西8-2住友商事・フカミヤ大通ビル 
Tel. 011-241-9537  Fax.011-261-7673 
URL: https://www.nikken.co.jp 

日建設計「気候非常事態宣言」

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち

着
い
た
の
で
、
昨
年
は
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
主
催
を
東
京
同
窓
会
に
戻
し
て

10
月
８
日
に
執
り
行
い
、
18
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、
多
磨
霊
園

入
口
前
に
あ
る
松
野
家
石

材
店
に
午
前
10
時
30
分
に

集
合
し
ま
し
た
。
当
日
の

予
定
を
説
明
し
た
後
、
札

幌
か
ら
参
加
さ
れ
た
石
川

満
壽
夫
さ
ん
よ
り
最
近
の

北
大
の
様
子
を
話
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
初
参
加
の

並
木
秀
夫
さ
ん
か
ら
は
製

作
中
の
映
画
「
新
渡
戸
の

夢
」
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

　

み
ん
な
で
お
店
を
出
発

し
、
新
渡
戸
稲
造
氏
の
坐

像
に
移
動
し
ま
し
た
。
坐

像
を
洗
っ
た
り
落
ち
葉
拾

い
な
ど
を
し
て
い
る
と
遅

れ
て
到
着
し
た
２
名
が
合

流
し
、
清
掃
後
に
都
ぞ
弥

２
０
２
３
年
の
墓
参
を
終
え
て

　

毎
年
、
北
大
東
京
同
窓
会
で
は
新
渡

戸
稲
造
氏
の
命
日
に
あ
た
る
10
月
16
日

の
近
く
の
日
曜
日
に
、
多
磨
霊
園
の
墓

参
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の

コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
有
志
に
よ
る
墓
参
を

生
を
歌
い
、
集
合
写
真
を
撮

影
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
新
渡
戸
稲
造

氏
、
内
村
鑑
三
氏
、
有
島
武

郎
氏
、
そ
し
て
廣
井
勇
氏
の

４
つ
の
お
墓
を
順
番
に
清
掃

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
都
ぞ
弥

生
」
を
歌
い
、
集
合
写
真
を

撮
影
し
ま
し
た
。
た
だ
有
島

氏
の
お
墓
で
は
、
彼
が
在
学

中
の
１
９
０
０
年
に
作
詞
し

た
校
歌
「
永
久
の
幸
」
を
歌

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廣
井
氏
の
お
墓
で

は
、
石
川
さ
ん
と
坂
倉
さ
ん

か
ら
廣
井
氏
に
ま
つ
わ
る
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
昨

年
話
題
に
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
の
「
ら
ん
ま
ん
」
に
つ

い
て
で
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
長
田
育
恵

作
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
主
人
公
は
植

物
学
者
で
有
名
な
牧
野
富
太
郎
で
す
。

廣
井
勇
と
牧
野
富
太
郎
は
土
佐
藩
佐
川

（
高
知
県
高
岡
郡
佐
川
町
）
の
「
名
教

館
」
に
学
ん
だ
同
郷
・
同
い
年
の
友
人

で
、
廣
井
氏
は
広
瀬
佑
一
朗
の
名
前
で

ド
ラ
マ
に
登
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
私
が
挨
拶
を
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
も
参
加
し
た

方
々
の
北
大
に
対
す
る
熱
い
思
い
に
感

動
し
ま
し
た
。

新渡戸坐像の前での集合写真

ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
・
墓
参
委
員
会  

浅
田 

清 

︵
Ｈ
１
・
歯
︶

内村鑑三の墓新渡戸稲造の墓

廣井勇の墓有島武郎の墓

平 田 更 一
杉 山 和 彦
石川満壽夫
坂 倉 雅 夫
村 上 幸 夫
細 井 眞 澄
並 木 秀 夫
三 村 直 己
横 田 秀 一
島 田 　 久
萱 野 　 聡
松 浦 永 治
池 田 雄 二
宗 野 裕 治
松 田 直 輝
杉山ふみ子
坂 下 節 子
浅 田 　 清

写真撮影：松浦永治 氏

（敬称略）

◦参加された方々
（S44・理）
（S45・法）
（S46・工）
（S48・農）
（S48・理）
（S49・工）
（S57・水産）
（S57・理）
（S60・歯）
（S61・工）
（S62・法）
（H8・法）
（H18・法）
（H20・文）
（R3・農）
（和彦氏夫人）

（Ｈ１・歯）
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保
田
肇
経
済
学
研

究
院
長
に
よ
る
本

学
の
状
況
、
米
山

祐
司
経
済
学
部
同

窓
会
副
会
長
、
塚

田
久
美
子
事
務
局

長
に
よ
る
札
幌
同

窓
会
の
状
況
を
お

話
し
頂
き
、
ま
た
、
北
大
東
京
オ
フ
ィ

ス
の
脇
ゆ
う
り
か
さ
ん
か
ら
は
新
年
交

礼
会
の
紹
介
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
内
容

で
会
が
進
行
し
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
参
加
者
全
員
に
近
況
ご

報
告
を
お
願
い
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
時
間
の
限
り
が
あ
り
最
年
長
の

Ｓ
37
年
経
済
卒
玉
澤
武
之
さ
ん
、
最
年

少
の
Ｈ
30
年
経
済
卒
栗
原
貴
史
さ
ん
を

始
め
、
以
前
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
誌
に
登
場

さ
れ
た
法
学
部
柳
隆
夫
さ
ん
と
青
木
美

希
さ
ん
、
文
学
部
佐
藤
孝
信
さ
ん
、
教

日時：2023年11月11日（土）12：30〜
会場：新宿ライオン会館

か
ら
小
口
正
範
会
長
に
、
経
済
学
部
が

陣
谷
会
長
か
ら
永
松
昌
一
会
長
に
交
代

し
て
お
り
、
両
会
長
に
と
っ
て
初
め
て

の
共
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
両
会
長
と

も
多
忙
な
日
程
を
調
整
頂
き
、
ま
た
同

窓
生
の
参
加
し
や
す
い
日
程
を
考
慮
し

て
、
11
月
11
日
（
土
）
12
時
30
分
か
ら

の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

時
間
が
空
い
た
会
合
ゆ
え
集
ま
り
具
合

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
54
名
も
の
方

に
参
加
し
て
頂
き
ほ
っ
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

冒
頭
の
講
演
は
参
加
者
の
関
心
が
高

い
と
思
わ
れ
る
「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

２
０
１
８
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
実
施
で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
が
、
５

年
の
時
を
経
て
よ
う
や
く
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
系
学
部
の
東
京
同
窓
会
は
、
法
学

部
・
経
済
学
部
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
を

２
年
毎
に
法
経
合
同
で
の
共
同
開
催

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
８
年

に
法
学
部
奥
野
滋
会
長
、
経
済
学
部
陣

谷
義
直
会
長
の
強
い
意
向
に
よ
り
、
文

学
部
と
教
育
学
部
を
加
え
た
文
系
４
学

部
合
同
の
開
催
を
決
定
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
合
同
同
窓
会
が
そ
れ
ま
で

以
上
に
若
手
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
も
参
加
し

て
頂
き
、
賑
や
か
な
会
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
２
年
に
一
度
は
文
系
合
同
で
の

実
施
と
決
め
、
今
回
は
経
済
学
部
が

幹
事
と
な
り
開
催
を
企
画
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
期
間
中
に
法
学
部
が
奥
野
会
長

後
は
コ
ロ
ナ
感
染
で
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
23
年
１
月
に
は
吉
見
副
学
長

が
現
役
の
ま
ま
61
歳
の
若
さ
で
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
私
が
経
済
学
部
東
京
同
窓

会
会
長
の
時
、
東
京
の
同
窓
会
に
来
賓

と
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
き
誠
に
残
念

で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
19
年
の
同
窓
会
は
、83
年
経
済
卒・

大
石
さ
ん
が
経
営
す
る
老
舗
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
『
こ
け
し
』
で
開
催
す
る

予
定
で
し
た
。
今
回
、
隣
り
合
わ
せ
た

大
石
さ
ん
に
現
況
を
お
尋
ね
す
る
と
、

コ
ロ
ナ
で
レ
ス
ト
ラ
ン
は
休
業
に
追
い

陣谷 義直
（Ｓ51 経）

法学部同窓会  小口正範会長

「都ぞ弥生」熱唱

講演「日本のエネルギー政策」

司会・渡辺克己さん

最年長の玉澤武之先輩

経済学部同窓会  永松昌一会長

旧
交
を
温
め
る

文系4学部合同東京同窓会

　

５
年
振
り
の
同
窓
会
で
し
た
。
19
年

に
経
済
単
独
の
同
窓
会
を
予
定
し
ま
し

た
が
、
大
型
台
風
襲
来
で
中
止
、
そ
の

政
策
」
を
取
り
上
げ
、

日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
理
事
長
の
小
口
法

学
部
会
長
に
お
願
い
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
原
発
の
利
用
・
改

廃
に
は
様
々
な
意
見

が
あ
る
中
、
両
面
を
分

析
し
た
分
か
り
や
す
い
講
演
会
で
あ

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
司
会
の
プ
ロ
、
法
学
部
渡

辺
克
己
さ
ん
の
軽
妙
な
語
り
口
に
よ
り

楽
し
く
、
賑
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。

幹
事
学
部
永
松
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
、
並
び
に
横
田
浩
東
京
同
窓
会
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
、
奥
野
法
学
部
前
会

長
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
、
会
の
中
段
で

は
ゲ
ス
ト
で
ご
来
臨
賜
わ
り
ま
し
た
久

育
学
部
坂
口
惣
亮
さ
ん
な
ど
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
頂
き
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２

時
間
が
経
過
。
陣
谷
前
経
済
学
部
会
長

の
中
締
め
挨
拶
、
そ
し
て
参
加
者
全
員

が
肩
を
組
ん
で
「
都
ぞ
弥
生
」
を
熱
唱

し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

文
系
各
学
部
だ
け
で
は
多
人
数
が
集

ま
る
こ
と
が
難
し
い
現
状
な
の
で
、
来

年
以
降
も
４
学
部
の
合
同
開
催
に
よ

り
、
老
若
男
女
多
彩
な
皆
さ
ん
と
の

顔
合
わ
せ
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

― 

文
学
部・教
育
学
部・法
学
部・経
済
学
部 

― 

経済学部事務局
菅埜　誠

（S52 経）

込
ま
れ
、
今
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
取
り
壊

し
、
新
た
に
ビ
ル
を
建
て
規
模
は
縮
小

す
る
も
の
の
『
こ
け
し
』
を
２
年
後
に

再
開
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

感
染
に
直
面
し
た
経
営
者
の
ご
苦
労
が

偲
ば
れ
る
お
話
で
あ
り
ま
し
た
。
再
開

時
に
は
是
非
と
も
中
止
と
な
っ
た
経
済

同
窓
会
を
『
こ
け
し
』
で
開
催
し
応
援

し
た
い
と
の
思
い
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
久
し
振
り
の
『
都
ぞ
弥
生
』

を
歌
い
、
用
意
さ
れ
た
２
次
会
の
席
に

向
い
、
多
く
の
方
と
対
面
で
お
話
で
き

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

文系
４
学部文系合同東京同窓会　

　５年ぶりに開催される
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し
て
い
る
。
聞
く
側
に

と
っ
て
切
実
な
老
化
に

つ
い
て
の
お
話
は
、
非

常
に
メ
リ
ハ
リ
の
利
い

た
声
の
講
師
か
ら
老
化

現
象
の
研
究
の
最
前
線

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
奥
様
か
ら
連
絡

を
頂
い
た
が
、
多
分
最

後
ま
で
気
丈
に
「
生
き

る
」
と
戦
わ
れ
て
い
た

と
想
像
し
て
い
ま
す
。

当
然
の
ご
と
く
同
窓
生
の
奥
様
も
お
元

気
で
、
後
日
、
眼
の
不
自
由
な
方
々
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

●
外
へ
出
よ
う

　

談
話
室
の
場
所
は
、
北
大
東
京
オ

フ
ィ
ス
の
会
議
室
を
お
借
り
し
て
い
る

の
で
す
が
室
内
の
談
話
室
に
留
ま
ら

ず
、
ツ
テ
を
辿
っ
て
外
を
歩
き
ま
し

た
。
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
観
光

バ
ス
を
借
り
切
っ
て
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ウ

を
楽
し
み
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
ご
馳
走

に
な
り
ま
し
た
。
帰
り
の
海
ホ
タ
ル
か

ら
見
た
見
事
な
夕
焼
け
に
た
だ
感
激
し

ま
し
た
。

　

日
本
競
馬
会
で
は
貴
賓
席
を
予
約
し

て
も
ら
い
、
万
馬
券
の
飛
び
交
う
競
馬

を
楽
し
み
ま
し
た
。
初
め
て
競
馬
場
へ

入
場
し
た
方
が
多
か
っ
た
と
い
う
お
話

を
聞
き
ま
し
た
が
、
馬
券
が
的
中
し
た

　

●
エ
ル
ム
談
話
室
と
は
？

　

毎
月
第
一
金
曜
日
の
14
時
か
ら
開
催

す
る
『
エ
ル
ム
談
話
室
』
に
講
師
役
を

お
願
い
す
る
と
、
決
ま
っ
て
「
平
日
の

昼
過
ぎ
か
ら
開
始
す
る
談
話
室
は
ど

ん
な
内
容
？
ど
う
い
う
人
が
集
ま
る

の
？
」
と
い
う
質
問
が
返
っ
て
き
ま

す
。
一
言
で
は
説
明
が
付
か
な
い
が
、

す
で
に
企
業
で
の
最
前
線
を
離
れ
た
、

あ
る
い
は
第
２
の
職
場
で
淡
々
と
人
生

を
振
り
返
っ
て
い
る
人
な
ど
は
、
喜
ん

で
話
題
提
供
を
す
る
た
め
の
資
料
を
ま

と
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

談
話
室
と
言
う
名
称
の
よ
う
に
、
自

己
を
表
に
論
争
す
る
場
で
は
な
い
。
成

功
例
を
自
慢
げ
に
話
す
場
で
も
な
い
、

ま
し
て
、
自
己
の
意
見
に
賛
成
し
て
く

れ
る
多
数
派
工
作
す
る
場
で
も
な
い
。

私
は
、
単
純
に
「
旅
行
や
、
山
登
り
の

自
分
の
面
白
い
体
験
例
の
紹
介
」「
一

人
で
初
体
験
す
る
の
は
気
が
引
け
る

が
、多
数
な
ら
楽
し
ん
で
み
た
い
」「
最

近
本
を
出
版
し
た
が
宣
伝
し
た
い
」「
一

方
は
さ
ぞ
や
興
奮
し
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
湾
の
野
鳥
公
園
で

は
、
当
時
の
日
本
野
鳥
の
会

専
務
理
事
さ
ん
に
野
鳥
の
種

名
や
生
態
を
教
え
て
も
ら
う

と
い
う
贅
沢
な
趣
味
を
楽
し

み
ま
し
た
。
オ
オ
タ
カ
が
眼

の
前
で
、
野
鳥
を
し
っ
か
り

と
抑
え
て
、
こ
れ
か
ら
料
理

す
る
と
い
う
迫
力
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

遠
出
と
言
う
と
、
尾
瀬
の

長
蔵
小
屋
の
平
野
さ
ん
を
訪
ね
た
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
至
仏

山
の
山
並
み
と
草
紅
葉
を
楽
し
ん
で
一

泊
旅
行
を
満
喫
し
ま
し
た
。
山
用
の
靴

も
用
意
し
て
い
な
い
と
か
、
登
山
の
様

子
と
は
思
え
な
い
服
装
の
一
団
を
周
囲

の
人
達
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

　

●
非
会
員
で
も
楽
し
ん
で

　

エ
ル
ム
談
話
室
は
、
高
田
馬
場
に
同

窓
会
の
事
務
局
が
あ
っ
た
頃
か
ら
毎
月

開
催
し
、
事
務
局
に
甘
え
て
非
会
員
の

参
加
も
大
目
に
見
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
と
言
い
な
が
ら
も
、
圧
倒
的
に
多

い
の
は
同
窓
会
会
員
で
す
。

　

講
師
役
が
同
窓
会
会
員
だ
と
ど
う
し

て
も
、
お
話
の
内
容
が
狭
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
し
た

が
、
今
ま
で
非
会
員
の
講
師
は
官
庁
の

方
や
、
特
別
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

人
で
飲
む
こ
と
が
多
い
が
、
偶
に
は
同

じ
世
代
の
人
と
飲
み
た
い
」
な
ど
と
考

え
て
い
る
方
に
、
喜
ん
で
機
会
を
提
供

す
る
の
で
お
話
し
て
下
さ
い
と
返
答
し

て
い
ま
す
。

　

●
暖
か
い
空
気
が
流
れ
る『
場
』

　

い
つ
か
ら
開
始
し
た
の
か
正
確
な
年

次
は
不
明
で
す
が
、
私
が
前
任
者
か
ら

引
き
受
け
て
か
ら
早
く
も
10
年
を
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
。
前
の
代
表
者
は
、

官
庁
や
商
社
で
功
成
り
名
を
遂
げ
た
方

を
よ
く
ご
存
知
で
、
良
く
休
み
を
取
っ

て
来
ら
れ
た
と
思
う
く
ら
い
の
霞
が
関

の
要
職
に
あ
る
方
が
、
今
話
題
の
的
と

な
っ
て
い
る
テ
ー
マ
で
お
話
さ
れ
て
い

た
。
鳥
イ
ン
フ
ル
が
流
行
っ
た
時
は
全

く
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
専
門
家
が
お
話
を

さ
れ
た
。
ま
た
、
輸
入
過
剰
な
日
本
の

食
料
問
題
の
お
話
を
聞
い
て
か
ら
す
で

に
何
年
も
経
過
す
る
が
一
向
に
改
善
さ

れ
る
気
配
も
な
く
、
時
間
の
み
が
経
過

さ
れ
て
い
る
方
に
お
願
い
し
た
く
ら
い
で

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
形
態
が
続
く

と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
都
野
鳥
公
園
に

お
け
る
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
、

談
話
室
は
約
３
年
間
休
み
を
戴
い
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
５
類
指
定
に
な
っ

た
当
時
か
ら
、
談
話
室
を
再
開
し
て
ほ

し
い
と
の
連
絡
を
戴
い
て
き
ま
し
た

が
、
長
期
に
休
む
と
集
中
し
て
い
た
開

催
意
欲
が
萎
え
て
、
な
か
な
か
具
体
化

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
初
に
相
談
し
た
の
は
、
バ
ー
ド
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
の
次
に
予
定
し
て
い
た
、

佐
川
光
晴
さ
ん
で
し
た
。
あ
の
人
気
作

家
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
難
し
い
と
忠
告

し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
連
絡

す
る
と
何
と
２
つ
返
事
で
承
諾
を
戴
く

と
い
う
幸
運
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
再

開
２
人
目
は
、
一
昨
年
本
を
出
版
さ
れ

た
高
津
俊
司
さ
ん
と
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
も
快
諾
を
戴
く
と
い
う
経

過
で
、
年
内
は
予
定
が
埋
ま
り
ま
し

た
。
再
開
第
１
回
が
20
人
、
第
２
回
が

14
人
、
第
３
回
が
22
人
の
参
加
者
で
予

想
以
上
の
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
な
編
成
で
、
談

話
室
を
楽
し
み
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
芸
に
秀
で
た
方

を
ご
存
知
の
方
、
豊
富
な
人
生
経
験
を

お
持
ち
の
方
、
自
分
の
経
験
を
皆
さ
ん

と
共
有
し
た
い
と
い
う
方
が
居
ら
れ
ま

し
た
ら
、
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

11月の談話室

12月の談話室

1月の談話室

［要旨］北海道新聞などの夕刊紙に2019年2月から全370回連載された幕末歴史小
説を紹介。主人公の「花」は出島のオランダ人商館員と、長崎の遊女のあいだに生ま
れた青い目の少女。オランダ語と英語を解することから海舟勝の通訳となり激動の時
代で活躍する。花のみが架空の人物で物語はすべて史実に基づき展開、最後は榎本
武揚の艦隊と共に箱館に向かう。

［要旨］札幌農学校工学科にて廣井勇の門下生として学んだ鉄道技術者・大
村卓一の生涯を紹介しながら、北大の源流であるフロンティア精神について
の私見を述べる。大村卓一は北海道炭砿鉄道の技師として北海道開拓鉄道
に貢献し、大陸では朝鮮総督府鉄道局長、満鉄総裁となり、退任後も大陸で
逝去している。

［要旨］ドキュメンタリー映画『新渡戸の夢』について、野澤監督と並木プロ
デューサーから企画・製作までの経緯やドキュメンタリー映画製作の苦労な
どを紹介する。新渡戸は、日本人の精神を欧米に紹介した『BUSHIDO：The 
Soul of Japan』（邦題『武士道』）の著者であり、国際連盟事務次長を務めた
国際人であるが、この映画では貧しくて学校に通えない人々のために札幌に創
設した「遠友夜学校」をテーマにしている。

［プロフィール］大学時代は恵迪寮で自治会執行委員長を務める。屠畜場で働く自身をモデ
ルとした小説「生活の設計」で2000年の第２４回新潮新人賞を受賞。2021年度より北海道
新聞社主催の有島青少年文芸賞選考委員。日中文化交流協会評議員。

［プロフィール］1973年日本国有鉄道入社。1982-85外務省在イラク日本国大使館書記
官（バグダット在住）。1991-93国連アジア太平洋経済社会委員会、鉄道担当課長（タイ在
住）。現在は日本コンサルタンツ（株）でインド高速鉄道の調査、計画、設計などを担当。

［プロフィール］エーザイ(株)、ミノファーゲン製薬、ジェイファーマ(株)、映画企画・製作（個人事業）。

講師：佐川光晴 氏（H1 法）

講師：高津俊司 氏（S48 工）

講師：並木秀夫 氏（S57 水・院）

演題：『満天の花』 ～北海道誕生の前史

演題：鉄道技術者・大村卓一にみる北大の源流・フロンティア精神

演題：ドキュメンタリー映画「新渡戸の夢」の紹介

再
開
し
た
エ
ル
ム
談
話
室

平
田
更
一
︵
Ｓ
44
理
︶

活動報告

活動報告
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校友会エルム事務局からの挨拶

萱野講師による説明

り
、
業
界
の
実
情
を
知
る
卒
業
生
で
も

あ
る
、
髙
橋
寛
氏
（
農
・
Ｓ
62
年
卒
）

と
萱
野
聡
氏
（
法
・
Ｓ
62
年
卒
）
が
務

め
ま
し
た
。

　

最
初
に
萱
野
講
師
か
ら
、「
イ
マ
ド

キ
の
企
業
の
採
用
活
動
」「
イ
マ
ド
キ

の
学
生
」「
北
大
生
の
進
路
」
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
質
疑
応
答
に
移

り
、
髙
橋
講
師
か
ら
就
活
を
控
え
た
学

生
の
保
護
者
が
抱
え
る
不
安
や
疑
問
に

対
し
て
親
身
に
な
っ
て
助
言
等
が
あ
り

ま
し
た
。
会
場
に
は
北
大
ブ
ラ
ン
ド
の

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
や
飲
み
物
が
用
意
さ
れ

　

昨
年
11
月
20
日
（
月
）、
校
友
会
エ

ル
ム
主
催
・
北
海
道
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
共
催
に
よ
る
「
保
護
者
向
け

就
職
相
談
会
～
レ
イ
ワ
の
就
活
を
学

ぶ
～
」
が
北
海
道
大
学
東
京
オ
フ
ィ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
校
友
会
エ
ル
ム
会
員
（
特
に

学
部
２
～
３
年
生
）
の
保
護
者
を
主
な

対
象
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

前
倒
し
な
ど
、
令
和
の
就
活
事
情
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

る
な
ど
、
気
軽
な
雰
囲
気
の
中
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
回
答
の
あ
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
（
回
答
率
62
％
）
に
よ
る
と
、

「
97
％
の
参
加
者
が
満
足
し
た
」
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来

年
度
以
降
の
継
続
実
施
を
望
む
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
就
職
・
活

動
支
援
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
は
札

幌
と
東
京
の
２
拠
点
で
、
保
護
者
向
け

就
職
相
談
会
を
開
催
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

就
活
を
控
え
た
学
生
へ
の
支
援
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め

に
、
校
友
会
エ
ル
ム
の
就
職
・
活

動
支
援
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の

で
す
。
平
日
の
夕
方
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
学
生
会
員
の
保
護
者
55
名

（
対
面
20
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
35

名
）
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
講
師
は
、
就
職
・
活
動

支
援
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
、
大
手
企
業
の
採
用
に
関
わ

髙橋講師によるアドバイス

就職相談会の様子

校友会エルム
活動の様子

◆「校友会エルム」保護者向け就職相談会

 

保
護
者
向
け
就
職
相
談
会

〝
レ
イ
ワ
の
就
活
を
学
ぶ
〟開
催

校
友
会
エ
ル
ム
事
務
局

開催概要チラシ
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や
、
岡
田
先
生
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、

採
用
試
験
を
経
て
北
方
民
族
博
物
館
に

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
方
民
族
博
物
館
は
、
世
界
の
北
方

地
域
に
暮
ら
す
先
住
民
の
文
化
を
対

象
と
し
た
北
海
道
立
の
博
物
館
で
、

１
９
９
１
年
２
月
に
網
走
市
に
開
館
し

ま
し
た
。
一
般
の
道
職
員
は
道
内
各
地

に
異
動
し
ま
す
が
、
北
海
道
教
育
委
員

会
所
管
の
道
立
博
物
館
は
一
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
北
方
民
族
博
物

館
に
学
芸
員
と
し
て
就
職
し
た
場
合
、

退
職
ま
で
網
走
に
住
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
私
に
と
っ
て
網
走
は
生
ま
れ
て

初
め
て
暮
ら
す
場
所
で
、
職
場
に
研
究

室
の
先
輩
が
一
人
い
た
以
外
に
は
知
り

合
い
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
網
走

に
住
み
着
き
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
実
は
大
学
ま
で
部
活
で

や
っ
て
い
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
お
か
げ

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
私
は
体
育
会
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
に
所
属
し
、
日
々
の
練
習
や

大
会
、
そ
し
て
数
々
の
飲
み
会
も
含

め
、
ど
っ
ぷ
り
と
部
活
動
に
浸
っ
て
い

ま
し
た
。
卒
部
後
は
少
し
離
れ
て
い
ま

し
た
が
、
網
走
に
赴
任
し
て
す
ぐ
に
市

　

私
は
現
在
、
北
海
道
立
北
方
民
族
博

物
館
︵
以
下
、
北
方
民
族
博
物
館
︶
で

学
芸
員
を
し
て
い
ま
す
。「
学
芸
員
」
と

い
う
職
名
は
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
仕
事
の

内
容
を
知
っ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

私
が
北
方
民
族
博
物
館
で
携
わ
っ
て
き
た

仕
事
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
山
形
県
出
身
で
す
が
、
北
海
道

の
自
然
に
惹
か
れ
、
動
物
（
哺
乳
類
）

の
行
動
や
生
態
を
学
び
た
い
と
思
っ
て

北
大
理
Ⅲ
（
生
物
）
系
に
進
学
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
お
も
な
移
行
先
だ
っ
た

理
学
部
や
農
学
部
で
は
、
当
時
は
そ
う

し
た
研
究
は
お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、

唯
一
文
学
部
に「
動
物
行
動
学
」を
扱
っ

て
い
る
研
究
室
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
理
系
か
ら
少
し
だ
け
あ
っ
た
枠
を

利
用
し
、
文
学
部
の
行
動
科
学
科
に
移

行
し
ま
し
た
。

　

行
動
科
学
科
で
は
社
会
生
態
学
講
座

に
所
属
し
、
念
願
だ
っ
た
動
物
行
動
学

の
協
会
に
入
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
再

開
し
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
は
最

低
２
人
が
必
要
で
す
の
で
、
練
習
す
る

に
も
必
ず
誰
か
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
当
時
の
網
走
市
協
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
練
習
や
ゲ
ー
ム
で
汗
を
流
し
た

後
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
飲
み
会
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
移
住
後
の

割
と
早
い
段
階
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

通
じ
て
多
く
の
網
走
市
民
と
知
り
合
い

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
職
場
と
は

離
れ
た
人
間
関
係
が
、
初
め
て
の
土
地

に
溶
け
込
み
、
安
定
し
た
暮
ら
し
を
送

る
た
め
の
拠
り
所
に
な
っ
て
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

博
物
館
の
役
割
は
、
一
般
に
資
料
の

収
集
・
保
管
、
展
示
・
教
育
普
及
、
調

査
研
究
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
扱
う
テ
ー
マ
や
規
模
な
ど
に
応

じ
、
博
物
館
に
よ
っ
て
実
際
の
業
務
内

の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
講
座
の

構
成
は
変
わ
っ
て
い
て
、
主
任
の
岡
田

教
授
は
文
化
人
類
学
、
私
の
指
導
教

官
・
鈴
木
助
教
授
が
動
物
行
動
学
を
専

門
と
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
文
学
部

で
の
動
物
研
究
は
、
自
然
の
な
か
で

純
粋
に
動
物
の
行
動
や
生
態
を
扱
う
と

い
う
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
院
ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
展
望
が
描
け
ず
に
煮
詰
ま
っ
て

い
た
こ
ろ
に
、
北
方
民
族
博
物
館
の
学

芸
員
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま

学
芸
員
の
資
格
を
取
っ
て
い
た
こ
と

容
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
北
方
民
族
博
物

館
の
場
合
、
学
芸
員
の
仕
事
は
、
展
示

室
や
収
蔵
庫
の
保
守
管
理
、
一
般
市
民

や
子
ど
も
向
け
の
講
座
・
講
習
会
、
特

別
展
な
ど
の
企
画
・
実
施
、
一
般
の
方

や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
へ
の

対
応
、
民
族
資
料
や
本
の
収
集
・
整
理
・

保
管
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
報
告
書
に

掲
載
す
る
記
事
の
執
筆
、
編
集
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

最
初
の
数
年
は
こ
れ
ら
の
仕
事
を
覚

え
る
の
に
手
一
杯
で
し
た
が
、
せ
っ
か

く
学
芸
員
（
＝
研
究
職
）
と
し
て
採
用

さ
れ
た
の
で
、
北
方
民
族
博
物
館
の
守

備
範
囲
の
な
か
で
自
分
の
興
味
や
大
学

院
で
の
専
門
が
活
か
せ
る
研
究
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
終

的
に
ト
ナ
カ
イ
牧
畜
を
研
究
テ
ー
マ
に

据
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
で
は
、
お
も

に
先
住
民
の
生
業
活
動
と
し
て
広
く
家

畜
ト
ナ
カ
イ
の
牧
畜
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
ト
ナ
カ
イ
を
放
牧
し
、
そ
の

肉
や
乳
を
食
物
と
す
る
ほ
か
、
ト
ナ
カ

イ
に
騎
乗
し
た
り
、
ト
ナ
カ
イ
に
引
か

せ
た
そ
り
を
移
動
・
輸
送
手
段
と
し
て

活
用
し
て
き
た
の
で
す
。
北

方
先
住
民
が
家
畜
ト
ナ
カ
イ

と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築

き
、
原
野
に
放
牧
さ
れ
る
ト

ナ
カ
イ
た
ち
を
ど
の
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の

か
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル

北
部
で
ト
ナ
カ
イ
を
飼
っ
て

い
る
人
た
ち
の
元
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し

た
。
博
物
館
の
日
常
業
務
も

あ
る
の
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
年
に
１
～
２
回
、

そ
れ
ぞ
れ
２
～
３
週
間
ほ
ど

が
限
度
で
す
。
最
初
は
自
費

で
有
給
休
暇
を
利
用
し
て
出

か
け
、
そ
の
後
は
民
間
の
研

究
補
助
金
や
科
研
費
を
使
っ

て
現
地
を
訪
れ
、
地
域
の
人

の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し

な
が
ら
、
ト
ナ
カ
イ
を
ど

の
よ
う
に
放
牧
し
、
利
用

し
て
い
る
の
か
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
モ
ン
ゴ

ル
で
の
調
査
が
き
っ
か
け

で
、
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
温
暖
化
す
る
シ
ベ
リ

ア
の
自
然
と
人
︱
水
循
環

を
は
じ
め
と
す
る
陸
域
生

態
系
変
化
へ
の
社
会
の
適
応
」（
シ
ベ

リ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
誘
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
お
も
に
ロ
シ
ア
の
サ
ハ
共
和
国
を

調
査
地
と
し
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
自

然
環
境
の
変
化
と
そ
れ
が
地
域
住
民
の

社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
研
究
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
も
そ
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
環
境
変
化
と
ト
ナ
カ

イ
牧
畜
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
数
年
に

わ
た
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

後
、
北
極
域
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ａ
ｒ
Ｃ
Ｓ
）（
２
０
１
５
～
２
０
２
０

年
）
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
文
科
省
主
導
の
さ
ら
に
大

規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
北
極
域
の

気
候
変
動
の
解
明
と
環
境
変
化
、
社
会

へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
盤
に
は
、
北
方
民
族
博
物
館
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
共

催
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
研
究
成
果
と
サ
ハ

共
和
国
の
民
族
文
化
を

紹
介
す
る
企
画
展
「
融

け
る
大
地
︱
温
暖
化
す

る
シ
ベ
リ
ア
・
中
央
ヤ

ク
ー
チ
ア
︱
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
企
画

展
は
、
北
方
民
族
博
物

館
の
ほ
か
、
移
動
展
と

し
て
北
大
総
合
博
物
館

の
企
画
展
示
室
で
も
実
施
し
ま
し
た
。

◇
◆
◇

　

現
在
、
Ａ
ｒ
Ｃ
Ｓ
の
後
継
で
あ
る
北

極
域
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ａ
ｒ

Ｃ
Ｓ
Ⅱ
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
私
も
メ
ン

バ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
そ
の
後
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影

響
で
、
こ
こ
数
年
は
シ
ベ
リ
ア
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
で
き
な

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
私

の
任
期
も
長
く
は
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ま
た
学
芸
員
と
し

て
シ
ベ
リ
ア
の
知
人
や
ト
ナ
カ

イ
に
会
え
る
日
が
来
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
語
の
勉

強
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

網
走
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
北

方
民
族
博
物
館
に
も
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

北海道立北方民族博物館 
主任学芸員

中田 篤 （H8 文学・院）

●
北
大
理
Ⅲ
系
か
ら
文
学
部
へ

北大バドミントン部の仲間たちと

モンゴルでのフィールドワーク

北大総合博物館で開催した企画展

●
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
る

●
北
方
民
族
博
物
館
で
の

　
仕
事
と
研
究

北海道立北方民族博物館
https://hoppohm.org/index2.htm

北
方
民
族
博
物
館
か
ら

北
の
世
界
へ

●
網
走
で
暮
ら
す
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た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
仕

事
で
英
語
を
使
う
よ
う
に
な
る
の
で
す

が
、
今
現
在
で
も
英
語
の
苦
手
意
識
は

残
っ
た
ま
ま
で
す
。

　
●
仕
事
と
中
国
語

　

２
０
０
４
年
に
会
社
か
ら
「
今
後
中

国
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
化
す
る
に
あ
た
っ

て
、
中
国
語
の
習
得
に
ど
の
く
ら
い
の

期
間
・
費
用
が
掛
か
る
か
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
っ
て
欲
し
い
」

と
私
を
含
め
研
究
所
か
ら
６

名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
週
２
回
２
時
間
、
１
年
間

２
０
０
時
間
の
中
国
語
グ

ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
が
ス
タ
ー

ト
し
、
期
間
終
了
後
、
中
国

語
検
定
４
級
合
格
が
結
果
と

し
て
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
国
語
レ
ッ
ス
ン
は
ま
ず

　

仕
事
上
、
否
応
な
し
に
外
国
語
を
学

ぶ
こ
と
と
な
り
、赴
任
先
で
は
ネ
イ
テ
ィ

ブ
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
堪
能
と
は
い

え
な
い
も
の
の
英
語
と
中
国
語
が
身
に

つ
き
、
異
国
の
文
化
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
●
北
大
時
代

　

１
９
８
９
年
、
昭
和
が
終
わ
り
平
成

が
始
ま
る
そ
の
年
、
北
大
理
Ⅱ
系
に
入

学
し
ま
し
た
。「
将
来
は
海
外
へ
行
く
」

と
い
う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
は

持
っ
て
い
て
、
札
幌
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ス
キ
ー
が
好
き
な
高
校
時
代

の
友
人
と
「
大
学
に
入
っ
た
ら
カ
ナ
ダ

に
ス
キ
ー
を
し
に
行
こ
う
！
」
そ
れ
を

「
ウ
ィ
ス
ラ
ー
計
画
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
が
、
私
は
英
語
が
大
の
苦

手
で
大
学
受
験
は
ギ
リ
ギ
リ
、
大
学
教

養
１
年
の
必
修
英
語
は
不
可
で
、
次
年

に
下
の
学
年
と
一
緒
に
再
履
修
す
る
な

ど
酷
い
も
の
で
し
た
。
結
局
、
勉
強
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
カ
ナ
ダ
に
行
く
た
め

の
資
金
調
達
は
ク
リ
ア
で
き
ず
、
ウ
ィ

ス
ラ
ー
計
画
は
実
行
さ
れ
な
い
ま
ま
大

学
生
活
は
終
わ
り
を
迎
え
た
の
で
し
た
。

　
●
仕
事
と
英
語

　

仕
事
は
縁
あ
っ
て
香
料
会
社
に
就
職

し
、
食
品
用
香
料
の
開
発
に
従
事
し
ま

発
音
か
ら
始
め
ま
す
。例
え
ば
日
本
語
で

「
案
外
」の「
あ
ん
」の
発
音
と「
案
内
」の

「
あ
ん
」と
い
う
発
音
は
、中
国
語
で
は

全
く
別
の
音
と
し
て
認
識
さ
れ
、
こ
の

違
い
を
聞
き
取
る
の
に
難
儀
し
ま
し

た
。
苦
労
の
甲
斐
あ
り
１
年
後
に
無

事
、
中
国
語
検
定
４
級
に
合
格
し
、
さ

ら
に
中
国
語
が
面
白
く
な
っ
て
し
ま
い

自
分
で
学
習
を
続
け
て
３
級
合
格
に
至

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
中
国
語
の
上
達

と
共
に
上
海
赴
任
へ
の
道
が
少
し
ず
つ

近
づ
い
て
い
る
こ
と
に
そ
の
時
は
気
づ

き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
結
局
６
名
の
う

ち
中
国
赴
任
と
な
っ
た
の
は
私
だ
け
な

の
で
し
た
。

　
●
上
海
赴
任

　

２
０
０
７
年
秋
か
ら
上
海
赴
任
と
な

り
ま
し
た
。
中
国
語
を
学
習
し
た
と
は

言
え
仕
事
で
使
う
に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
態
で
し
た
。
数
年
後
、
新
し
い
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
、
研
究
員
の
代

表
と
し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
担
当
者
（
中

国
人
）
と
折
衝
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
英
語
が
堪
能
な
開

発
担
当
者
と
は
会
議
で

は
英
語
で
の
や
り
取
り

な
の
で
す
が
、
議
論
が

白
熱
し
て
く
る
と
い
つ

も
相
手
は
中
国
語
で
話

し
始
め
ま
す
。
そ
の
頃

は
私
も
中
国
語
の
聞
き

取
り
が
あ
る
程
度
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

し
た
。
社
会
人
に
な
り
英
語
学

習
を
意
識
は
し
つ
つ
も
、
英
語

を
使
う
機
会
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
無
く
な
か
な
か
進
歩
し
な

い
日
々
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
一
大
転
機
が
訪
れ
、
当

時
ま
だ
若
手
で
し
た
が
中
国
広

州
に
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
会
社
へ

の
技
術
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
英
語
ス
キ
ル
に
乏
し
く
資

料
作
り
も
難
航
し
、
協
力
を
仰
い
だ
米

国
帰
り
の
先
輩
に
呆
れ
ら
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。
口
頭
用
の
原
稿
は
そ
の
後
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
再
会
す
る
こ
と
に
な
る
、

英
語
が
堪
能
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
な
ん
と
か
作
り
上

げ
、
中
国
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
終
え
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
時
に
英
語
学
習
の
必
要
性
を
強

く
実
感
し
、
の
ち
に
一
念
発
起
し
某
Ｂ

英
会
話
教
室
の
短
期
集
中
レ
ッ
ス
ン
に

自
腹
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
某
Ｂ

の
レ
ッ
ス
ン
費
は
お
高
い
で
す
が
、
通

常
よ
り
３
割
ほ
ど
安
い
平
日
昼
間
の
短

期
集
中
コ
ー
ス
を
見
つ
け
、
夏
休
み
を

利
用
し
通
い
ま
し
た
。
連
続
７
～
８
コ

マ
の
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
英
会
話
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
た
の
で
、
一
日
の
レ
ッ
ス

ン
の
終
わ
り
に
は
眩
暈
が
す
る
程
だ
っ

の
で
拙
い
中
国
語
で
応
戦
し
ま

し
た
。
そ
う
し
て
シ
ス
テ
ム
が

完
成
す
る
頃
に
は
、
い
つ
の
間

に
か
会
議
の
最
初
か
ら
最
後
ま

で
全
部
中
国
語
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
中
国
語
は
堪
能
と
言
う

ほ
ど
の
レ
ベ
ル
で
は
決
し
て
な

い
の
で
す
が
、
英
語
と
違
い
た

め
ら
い
な
く
話
せ
る
の
は
こ
の

時
の
経
験
が
あ
る
か
ら
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
●
ジ
ャ
カ
ル
タ
赴
任

　

２
０
１
４
年
に
上
海
か
ら
帰
国
後
、

し
ば
ら
く
日
本
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
研
究
室
の
立

ち
上
げ
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
短
期
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赴
任
を
経
て
２
０
１
９

年
よ
り
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
赴
任
し
ま
し

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
中
華
系
が
人

口
の
２
割
を
占
め
ま
す
が
中
国
語
は
殆

ど
通
じ
な
い
の
で
、
再
び
英
語
と
格
闘

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幸
か
不
幸
か

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
社
の
ス
タ
ッ
フ
は

英
語
が
堪
能
な
人
ば
か
り
で
仕
事
は

１
０
０
％
英
語
環
境
で
し
た
。
一
方
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
関
し
て
は
、
習
得

す
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
ず
（
本
当
は
勉

強
す
る
気
が
な
か
っ
た
だ
け
で
す
が

…
）、
ほ
ん
の
片
言
程
度
し
か
話
せ
な

い
ま
ま
２
０
２
３
年
に
赴
任
は
終
了
し

ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
社
で
は
若

手
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
が
私
の
上
司
と
な
り
、
そ
の
上

司
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
こ
と
に
、自
分
の
成
長（
単

に
歳
を
取
っ
た
だ
け
？
）
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
●
海
外
旅
行

　

若
い
こ
ろ
か
ら「
海
外
へ
」の
イ
メ
ー

ジ
を
描
い
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
か
独
身
時
代
に
は
結
局
一
度
も
海
外

旅
行
を
せ
ず
、
初
め
て
の
海
外
旅
行
は

新
婚
旅
行
で
イ
タ
リ
ア
で
し
た
。
そ
の

後
の
上
海
赴
任
時
代
は
、
春
節
（
旧
正

月
）
に
暖
か
い
東
南
ア
ジ
ア

の
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
旅
行
が

定
番
と
な
り
マ
レ
ー
シ
ア
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
へ

行
き
ま
し
た
。
春
節
は
、
多

く
の
中
国
人
に
と
っ
て
家
族

と
ゆ
っ
く
り
家
で
過
ご
す
時

期
と
な
る
た
め
、
中
国
か
ら

国
外
に
出
る
チ
ケ
ッ
ト
が
安

く
、
日
本
発
よ
り
も
か
な
り

お
得
に
海
外
旅
行
が
楽
し
め

ま
し
た
（
現
在
は
状
況
が
変

わ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）。
上

海
で
の
仕
事
は
何
か
と
せ
か
せ
か
し
た

感
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
南
国
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
家
族
と
過
ご
せ
た
の

は
と
て
も
良
い
気
分
転
換
と
な
り
ま
し

た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
赴
任
時
代
は
最
初
の

１
年
目
か
ら
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
旅
行
す

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

後
述
す
る
私
の
趣
味
の
た
め
に
充
実
し

て
い
ま
し
た
。

　
●
海
外
赴
任
生
活

　

海
外
赴
任
で
は
休
日
に
何
を
す
る
の

か
？
と
い
う
の
は
精
神
安
定
上
、
非
常

に
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
上
海

赴
任
時
代
で
は
、
数
多
い
上
海
日
本
人

サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
自
転
車
の
サ
ー
ク

ル
に
入
会
、
そ
の
後
自
転
車
レ
ー
ス
に

参
加
す
る
ほ
ど
ま
で
に
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

に
傾
倒
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
は

今
で
も
続
い
て
い
る
趣
味
で
あ
り
、
上

海
で
仲
間
と
一
緒
に
あ
ち
こ
ち
走
っ
た

の
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
経
験
で

し
た
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
赴
任
時
代
に
住
ん
で
い

た
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
プ
ー
ル
付
き

で
、
し
か
も
部
屋
か
ら
プ
ー
ル
が
す
ぐ

下
に
見
え
る
環
境
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
も

あ
っ
て
人
は
殆
ど
い
な
い
で
す
し
、
泳

が
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
水
泳
を

始
め
、
自
転
車
も
継
続
し
て
い
た
の

で
、
さ
ら
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
加
え
る
と

そ
れ
は
も
う
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
す
。

３
種
目
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
す
る

も
、
コ
ロ
ナ
で
開
催
す
る
大
会
も
な
く

実
力
を
発
揮
す
る
機
会
に
な
か
な
か
恵

ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
２
２
年

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ロ
ン
ボ
ッ
ク
島
で

開
催
さ
れ
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

（
水
泳
１
・９
ｋ
ｍ
、自
転
車
90
ｋ
ｍ
、

マ
ラ
ソ
ン
21
ｋ
ｍ
）
に
挑
戦
し
、
な
ん

と
か
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
●
最
後
に

　

グ
ロ
ー
バ
ル
同
窓
生
と
い
う

ほ
ど
海
外
で
大
き
な
成
果
は
無

い
の
で
す
が
、
海
外
経
験
を
通

じ
必
要
最
小
限
の
語
学
ス
キ
ル

と
、
海
外
へ
出
か
け
る
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
さ
は
身
に
つ
き
ま

し
た
。
少
し
で
も
私
の
経
験
が

参
考
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
綴

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
活
躍
と
ご
健
康
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

武田 寿弘 
（H7 工院・合成化学）

トライアスロン大会にて

上海での自転車レース

南国のリゾートにて

開発が活発な上海

ジャカルタの部屋からの眺め

海
外
赴
任
と
語
学
と
私
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に
や
ら
れ
、
農
家
は
そ
の

対
策
に
人
力
で
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
な

労
力
を
費
や
し
、モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
の
は

至
難
の
業
で
す
。

　

そ
こ
で
水
素
で
す
。
水

素
は
、
活
性
酸
素
と
い
う

細
胞
を
傷
つ
け
る
物
質
を

無
毒
化
す
る
作
用
が
有
名

で
す
。
人
体
へ
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
医
学
的
に
エ
ビ
デ
ン
ス
が

取
れ
つ
つ
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院

で
は
２
０
１
６
年
に
は
水
素
ガ
ス
治
療

開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
水
素
ガ
ス

吸
引
の
臨
床
応
用
に
向
け
て
研
究
を
始

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
３
月

に
、
院
外
で
の
心
肺
停
止
後
蘇
生
患
者

に
対
す
る
２
％
水
素
ガ
ス
吸
入
療
法
の

有
効
性
と
安
全
性
が
証
明
さ
れ
た
と
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
と
東
京
歯
科
大

学
の
連
名
で
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
が
着
目
し
て
い
る
「
農
業
利
用
」

へ
の
効
果
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
作

用
し
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

生
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
の

細
胞
自
体
を
強
く
す
る
点
で
す
。
育
成

も
良
く
な
り
、
実
も
大
き
く
美
味
し
く

育
つ
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
植

物
に
も
、
光
合
成
で
の
葉
緑
体
だ
け
で

な
く
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
よ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ

産
生
が
必
要
で
す
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

の
膜
に
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
合
成
酵
素
は
細
胞

内
外
で
の
水
素
イ
オ
ン

の
濃
度
勾
配
に
よ
り
生

成
さ
れ
て
お
り
、
水
素

イ
オ
ン
が
い
わ
ば
水
力

発
電
の
ダ
ム
の
水
の
よ

う
に
働
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

水
素
水
を
撒
く
だ
け

で
、
農
薬
や
化
学
肥
料

を
使
わ
ず
に
生
産
量
と

質
を
維
持
し
、
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か

と
思
い
、
昨
年
、
飛
騨
高
山
の
田
ん
ぼ

に
水
素
水
を
散
布
し
て
お
米
を
作
り
ま

し
た
。
結
果
は
「
第
25
回
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
で
、

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
約
４
５
０
０
米
の
中

で
金
賞
受
賞
15
米
の
１
つ
に
な
り
ま
し

た
。
と
て
も
嬉
し
く
可
能
性
を
感
じ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
素
が
麹
菌
に
ど
の
よ
う
に

作
用
し
醗
酵
過
程
が
変
化
す
る
か
、

試
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
真

菌
の
細
胞
内
に
も
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が

存
在
す
る
の
で
、
何
か
し
ら
良
い
作
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
結
果
を
、
私
が
最
も

身
体
に
良
い
お
酒
と
考
え
て
い
る
「
生

の
ど
ぶ
ろ
く
」
作
り
に
活
か
せ
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

◆
人
を
元
気
に
す
る
ド
ブ
ロ
ク

　

ド
ブ
ロ
ク
は
製
造
工
程
で
一
度
も
濾

し
ま
せ
ん
。
溶
け
た
お
米
も
栄
養
素
も

そ
の
ま
ま
で
、
か
つ
「
生
」
と
な
る
と

菌
も
生
き
た
状
態
で
瓶
の
中
に
居
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
開
け
る
と
天
井
ま
で

吹
き
上
が
る
も
の
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

酒
粕
が
そ
の
ま
ま
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
お
酒
の
代
謝
に
必
要
不
可
欠
な
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
美
肌
効
果
の
あ
る
ア
ミ

ノ
酸
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
吸
着
し
て

排
泄
し
た
り
便
通
を
良
く
す
る
レ
ジ
ス

タ
ン
ト
プ
ロ
テ
イ
ン
等
の
成
分
が
豊
富

で
、
生
の
状
態
で
菌
活
し
な
が
ら
飲
ん

で
楽
し
く
な
れ
ま
す
。
水
素
を
使
っ
て

育
て
た
お
米
で
、
人
を
元
気
に
す
る
ド

ブ
ロ
ク
を
作
る
こ
と
が
２
０
２
４
年
の

事
業
計
画
の
１
つ
で
す
。

　

昨
年
、
飛
騨
高
山
の
酒
蔵
に
作
っ
て

も
ら
い
『
麹
煙 

ｋ
ｉ
ｋ
ｕ
ｅ
ｎ 

～
プ

ロ
ロ
ー
グ
～
』
と
い
う
濁
り
酒
を
リ
リ
ー

ス
し
ま
し
た
。
麹
菌
が
お
米
を
溶
か

し
、
そ
の
ブ
ド
ウ
糖
を
イ
ー
ス
ト
菌
が

ア
ル
コ
ー
ル
へ
変
換
す
る
。
そ
の
過
程
で

ド
ブ
ロ
ク
や
濁
り
酒
に
生
じ
る
煙
の
よ

う
な
モ
ヤ
モ
ヤ
は
、
栄
養
そ
の
も
の
で

あ
り
菌
た
ち
の
働
き
の
証
で
す
。
菌
の

恩
恵
を
受
け
私
達
は
生
き
て
い
る
、
良

い
菌
と
共
生
し
よ
う
、
そ
ん
な
思
い
か

ら
「
麹
煙
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。　
　

　

古
く
か
ら
日
本
人
に
馴
染
み
の
あ
る

お
酒
・
濁
酒
は
、
各
地
の
新
し
い
若

手
生
産
者
に
よ
っ
て
ク
ラ
フ
ト
酒
と
し

て
続
々
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。
清

酒
は
新
し
く
免
許
が
交
付
さ
れ
な
い
の

で
、
日
本
酒
作
り
を
目
指
し
て
い
た
若

者
が
ド
ブ
ロ
ク
作
り
に
回
っ
て
い
ま
す
。

ド
ブ
ロ
ク
は
そ
の
他
醸
造
酒
と
い
う
分

類
で
、
製
造
工
程
の
自
由
度
が
格
段
に

高
く
、
独
自
の
面
白
い
も
の
が
作
れ
ま

す
。
色
々
と
混
ぜ
ら
れ
る
の
で
、
季
節

の
フ
ル
ー
ツ
を
混
ぜ
た
り
、
ハ
ー
ブ
や

お
茶
を
混
ぜ
た
ド
ブ
ロ
ク
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
ド
ブ
ロ
ク
を

検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。
甘
い
だ
け
で

は
な
い
、
苦
味
や
酸
味
の
あ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
に
入
り
の
ド
ブ

ロ
ク
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

態
の
改
善
を
も
た
ら
し
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）
ゆ
え
に
座
っ

て
授
業
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
が
最

後
ま
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
治
療
に
取
り
入
れ
て
い
る
精

神
科
ド
ク
タ
ー
も
い
ま
す
。
ま
た
地
の

物
・
時
の
物
で
冬
は
体
を
温
め
夏
は
体

を
冷
ま
す
物
を
摂
る
陰
陽
五
行
を
勉
強

し
、
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
と
陰
陽
五

行
、
西
洋
と
東
洋
を
合
わ
せ
、
独
自
の

視
点
で
身
体
に
良
い
食
事
を
考
え
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
水
素
の
力　

　
「
食
」を
考
え
る
時
、そ
も
そ
も「
農
」

を
見
直
す
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分

が
食
べ
た
い
物
が
ス
ー
パ
ー
に
無
く
、

信
頼
し
て
口
に
入
れ
ら
れ
る
物
が
と
て

も
少
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
一
方
、

自
然
農
法
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
農
薬

や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
農
法
で
は
、

生
産
性
は
確
実
に
落
ち
ま
す
。
草
や
虫

　

◆
看
護
婦
を
経
験
し
て
思
う
こ
と

　

私
は
看
護
学
科
を
卒
業
し
た
正
看
護

師
で
す
。
学
生
時
代
は
ボ
ー
ト
部
に
所

属
し
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
朝
４
時

に
起
き
て
茨
戸
の
艇
庫
へ
行
き
、
30
～

40
人
分
の
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
艇
の
伴

走
ボ
ー
ト
に
乗
込
み
ビ
デ
オ
撮
影
を
し

て
い
ま
し
た
。
共
に
勝
利
を
目
指
し
た

仲
間
と
の
時
間
は
、
何
物
に
も
変
え
ら

れ
な
い
貴
重
な
思
い
出
で
す
。

　

卒
業
後
、
東
京
で
看
護
師
と
し
て
20

年
以
上
様
々
な
現
場
で
働
い
て
き
ま
し

た
。
内
科
、
外
科
、
救
急
、
精
神
、
小

児
、
美
容
、
先
端
医
療
な
ど
を
経
験
し

て
い
く
中
で
、
保
険
診
療
の
医
療
で
は

急
性
期
は
離
脱
さ
せ
ら
れ
て
も
、
慢
性

化
し
て
か
ら
の
根
本
治
癒
は
厳
し
い
と

感
じ
る
日
々
で
し
た
。

　

私
が
看
護
師
と
し
て
働
き
始
め
た
20

年
以
上
前
、
入
院
さ
れ
て
い
た
明
治
生

ま
れ
の
方
々
は
、
厳
し
い
病
と
治
療
の

中
で
も
他
人
を
労
わ
る
心
遣
い
の
で
き

る
礼
儀
正
し
い
方
が
多
く
、
今
と
は
明

ら
か
に
違
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て

現
代
人
は
心
も
身
体
も
弱
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？ 

戦

後
、
教
育
や
習
慣
や
食
事
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
の
代
償
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
の
若
い
子
た
ち
は
覇
気
が
な

く
、
海
外
に
飛
び
出
し
た
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
な
い
大
人
し
い
若
者
ば

か
り
、
と
い
う
年
配
の
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
一
言
で
若
い
世
代
の
せ
い
に
す
る

の
は
あ
ま
り
に
酷
だ
と
感
じ
ま
す
。
し

か
し
、
心
と
身
体
は
リ
ン
ク
し
身
体
が

弱
い
と
心
も
弱
く
な
る
の
で
、
大
き
な

要
因
の
１
つ
に
は
食
事
の
変
化
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

◆
現
代
の
「
食
」
に
つ
い
て

　

現
代
の
一
般
的
な
食
事
は
、
沢
山
の

添
加
物
、
農
薬
＆
化
学
肥
料
を
使
用

し
た
野
菜
、
抗
生
剤
＆
ホ
ル
モ
ン
剤
使

用
の
畜
産
、
そ
し
て
野
菜
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
自
体
が
半
分
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
欧
米
化
し
た
食
事
で
は
、

醗
酵
食
品
や
繊
維
質
を
摂

れ
ず
良
い
菌
と
共
生
で
き

ま
せ
ん
。
噛
ま
な
い
の
で

脳
へ
の
刺
激
も
少
な
く
唾

液
と
混
ざ
ら
な
い
で
す
。

糖
分
の
摂
取
が
多
く
血
糖

値
が
急
上
昇
し
イ
ン
ス
リ

ン
が
急
激
に
放
出
さ
れ
血

糖
値
を
下
げ
に
か
か
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
血
糖
値

の
乱
高
下
が
１
日
に
頻
繁

に
起
こ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
食
事
を
摂
っ

て
い
る
と
栄
養
素
は
不
足
し
、
精
神
的

に
不
安
定
な
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。
健
康
に
は
「
食
」
を
中
心

に
、
ま
ず
未
病
の
促
進
と
健
康
寿
命
を

少
し
で
も
長
く
す
る
。
こ
れ
が
弊
社
の

理
念
で
す
。

　

今
の
会
社
は
、
医
療
従
事
者
が
逼

迫
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
時
に
医
療
の
現
場

管
理
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
で
起
業

し
、
そ
の
後
、
人
々
の
健
康
に
寄
与
す

る
事
業
に
梶
の
向
き
を
変
え
て
、
今
は

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
『
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ

ラ
ー
栄
養
医
学
』
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
を
取
得

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
栄
養
素
と
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
で
精
神
状

◎職場奮戦記
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の
企
業
法
務
と
言
わ
れ
る
事
案
か
ら
、

交
通
事
故
や
相
続
と
い
う
よ
う
な
一
般

民
事
事
件
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
を

担
当
し
、
多
く
の
経
験
を
積
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
専
門
と
す
る
の
が
保
険
関
係
の

分
野
で
す
。
こ
の
分
野
は
保
険
法
や
保

険
の
仕
組
み
な
ど
の
専
門
知
識
が
必
要

に
な
る
こ
と
に
加
え
、
依
頼
者
と
相
手

方
、
及
び
関
係
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
全
員
が
納
得
で

き
る
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け
、
相
手

方
に
提
案
す
る
と
い
っ
た
交
渉
力
が
試

さ
れ
る
分
野
で
す
。
私
は
保
険
分
野
の

仕
事
に
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

弁
護
士
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

法
律
知
識
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
弁
護
士
は
対
話
力
が
大

変
重
要
に
な
る
職
業
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
相
談
者
は
何
か
し
ら
の
不
安

を
感
じ
て
い
る
は
ず
で

す
か
ら
、
そ
の
不
安
を

受
け
止
め
、
相
談
者
が

納
得
で
き
る
不
安
の
解

消
方
法
を
提
案
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
で
対
話
力

が
な
け
れ
ば
、
相
談
者

の
必
要
な
こ
と
が
分
か

ら
な
い
の
で
相
談
者
の

不
安
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ

ま
だ
法
律
知
識
も
対
話

力
も
未
熟
な
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す

の
で
研
鑽
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

◆
慶
應
義
塾
大
学

　
　

大
学
院
で
の
教
員
生
活

　

弁
護
士
生
活
も
２
年
目
を
迎
え
よ
う

と
し
た
こ
ろ
、
母
校
の
慶
應
義
塾
か
ら

実
務
家
教
員
と
し
て
授
業
を
担
当
し
て

ほ
し
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
弁
護

士
１
年
程
度
の
若
手
に
学
生
を
指
導
す

る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
新
し
い
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
も

う
と
思
い
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
担
当
は
憲
法
と
そ
れ
に
関
す
る
法

律
文
章
作
成
と
い
う
、
実
務
で
あ
ま
り

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
分
野
で
あ
る
た

め
、
授
業
開
始
ま
で
様
々
な
文
献
を
参

照
し
な
が
ら
必
死
で
資
料
を
作
成
し
て

講
義
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
学
院
で
の
授
業
は
訴
訟
の

中
で
憲
法
論
を
ど
う
活
か
す
か
を
主
眼

に
置
き
な
が
ら
、
訴

訟
に
用
い
ら
れ
る
起
案

（
訴
状
、
答
弁
書
、

準
備
書
面
と
い
っ
た
も

の
で
す
）
の
基
礎
知
識

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

授
業
に
あ
た
っ
て
は
、

学
生
の
得
意
・
不
得
意

を
見
分
け
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば

理
解
し
て
く
れ
る
か
を

意
識
し
て
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
も
北
海
道

大
学
と
同
様
、
自
主
性

を
発
揮
し
な
が
ら
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
と

い
う
校
風
の
大
学
な
の

で
、
意
欲
的
な
学
生
も

多
く
、
教
員
と
し
て
も

毎
回
の
授
業
が
楽
し
い

で
す
。
ま
た
、
慶
應
義

塾
に
は
「
社
中
協
力
」
と
い
う
慶
應
義

塾
に
関
わ
る
人
々
が
互
い
に
協
力
し
合

う
価
値
観
が
あ
る
の
で
、
講
義
に
あ

た
っ
て
も
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

◆
家
族
と
仕
事

　

私
が
今
こ
の
よ
う
に
仕
事
が
で
き
て

い
る
の
も
、
周
囲
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
生
活
で
は
妻
と

協
力
し
な
が
ら
家
事
と
仕
事
を
両
立
し

て
い
ま
す
。
妻
も
弁
護
士
と
し
て
活
動

し
て
お
り
キ
ャ
リ
ア
に
対

す
る
考
え
も
あ
る
た
め
、

お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し

て
、
家
事
の
分
担
割
合
は

対
等
に
し
て
い
ま
す
。（
と

り
わ
け
私
が
食
事
の
準
備

を
し
て
い
る
こ
と
は
密
か

な
自
慢
で
、
妻
か
ら
も
概

ね
高
評
価
で
す
）

　

家
族
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
自
分
の

仕
事
を
全
力
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
家
族
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
同
じ
専
門
職
で
あ
る
妻

が
自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
歩
め
る
よ

う
に
日
々
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
家
庭
も
仕
事
も
」
と
両
立
す
る

の
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
お
互

い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
な
ん
と

か
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

◆
最
後
に

　

北
大
と
慶
應
義
塾
、
両
校
の
自
主
性

を
育
て
る
空
気
の
中
で
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
周
り
の
人
に
も
恵
ま
れ
て
、
自

身
の
専
門
性
を
活
か
し
た
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
こ
の
紙
面
で
私
の
仕
事
な

ど
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機

会
を
頂
戴
し
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
同
窓
会

な
ど
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
の
時
は
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
部
の
卒
業
論
文
の
作
成
時
期
と
も
重

な
る
た
め
、
卒
論
作
成
と
法
科
大
学
院

入
試
へ
の
学
習
を
並
行
し
て
行
う
と
い

う
大
変
つ
ら
い
時
期
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
数
校
の
法
科
大
学
院
受
験

を
経
て
、
２
０
１
７
年
９
月
に
慶
應
義

塾
法
科
大
学
院
に
合
格
し
、
北
大
を
卒

業
し
た
２
０
１
８
年
の
４
月
に
入
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
で

は
北
海
道
大
学
と
は
異
な
る
環
境
の

中
、
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

◆
大
学
院
修
了
か
ら
弁
護
士
へ

　

大
学
院
を
２
０
２
０
年
に
修
了
し
て

同
年
に
受
験
し
た
司
法
試
験
に
合
格
、

そ
の
後
司
法
修
習
を
経
て
弁
護
士
に
な

り
ま
し
た
。
司
法
修
習
後
は
地
元
千
葉

県
の
佐
野
総
合
法
律
事
務
所
と
い
う
事

務
所
に
籍
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
佐
野
総
合
法
律
事
務
所
は
千
葉
県

最
大
級
の
法
律
事
務
所
で
、
顧
問
先
が

多
種
多
様
な
業
種
に
及
ぶ
た
め
に
扱
う

案
件
も
幅
広
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ

れ
ま
で
金
融
機
関
の
債
権
回
収
や
損
害

保
険
会
社
の
保
険
金
不
正
請
求
対
応
等

　

◆
北
海
道
大
学
で
の
日
々

　

一
年
間
の
浪
人
の
後
、
２
０
１
４
年

に
北
海
道
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
大

学
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、
こ
の

学
校
な
ら
自
由
に
大
学
生
活
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
直
感
で
き
た
の
が
志

望
し
た
理
由
で
す
。

　

北
大
に
は
総
合
入
試
文
系
方
式
で
受

験
し
た
の
で
、
入
学
後
に
ど
の
学
部
に

進
学
す
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
学
部
選
択
に
は
大
変

悩
み
ま
し
た
が
、
社
会
の
根
幹
で
あ
る

経
済
を
学
ぶ
た
め
に
経
済
学
部
に
進
学

し
ま
し
た
。
学
部
で
は
岡
部
洋
實
先

生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
資
本
論
や
貨
幣

論
と
い
っ
た
分
野
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
済
学
以
外
で

は
、
お
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
北
海
道
産
の
ワ
イ
ン
や
ウ
イ
ス

キ
ー
と
い
っ
た
お
酒
に
つ
い
て
、
道
内

を
巡
り
な
が
ら
先
輩
た
ち
か

ら
学
ば
せ
て
（
？
）
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
池
田
町
の

ワ
イ
ン
城
で
飲
ん
だ
ワ
イ
ン

は
格
別
で
し
た
。

　

ま
た
、
札
幌
で
の
生
活
は

非
常
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
し

た
。
大
学
が
終
わ
っ
て
か
ら

友
人
と
一
緒
に
札
幌
市
内
の

温
泉
に
出
か
け
て
、
そ
の
ま

ま
友
人
宅
で
食
事
を
す
る
と

い
う
こ
と
も
多
か
っ
た
で

す
。
さ
ら
に
は
大
学
周
辺
に

は
北
大
生
に
優
し
い
飲
食
店

も
多
く
、
地
域
に
支
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
今
で
も
札
幌
旅
行
の
際

に
は
懐
か
し
の
お
店
は
必
ず
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
贅
沢
で
楽
し
い
生
活
と

勉
学
が
で
き
る
大
学
生
活
を
謳
歌
し
て

い
ま
し
た
が
、
大
学
３
年
次
の
半
ば
に

な
る
と
、
同
級
生
が
就
職
活
動
を
開
始

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
私
も
周
り

に
合
わ
せ
る
形
で
多
少
の
就
職
活
動
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え

就
職
活
動
に
身
が
入
ら
ず
、
就
職
活
動

を
し
た
と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

就
職
先
も
定
ま
ら
な
い
微
妙
な
立
場

に
置
か
れ
た
私
は
、
専
門
性
を
身
に
着

け
て
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
、
自
身
の
所
属
学
部
と
は
分
野

の
異
な
る
最
難
関
の
国
家
資
格
で
あ
る

司
法
試
験
を
受
け
よ
う
と
明
確
に
決
意

し
ま
し
た
（
経
済
学
部
か
ら
司
法
試
験

に
受
か
れ
ば
か
っ
こ
い
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
）。
司
法
試
験
を
本

気
で
受
験
し
よ
う
と
決
心
し
た
後
は
、

ひ
た
す
ら
法
科
大
学
院
入
試
に
向
け
て

法
律
を
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
法
律
学
と
経
済
学
で
は
思
考
方
法

が
異
な
る
う
え
に
、
こ
の
時
期
は
経
済

◎職場奮戦記

経済学部の仲間たち（本人は右端）

妻と旅行に行った上諏訪駅にある足湯

お寿司にもチャレンジ

弁護士事務所の入口

佐野総合法律事務所（弁護士）
慶應義塾大学大学院（助教）

栗 原　貴 史
（Ｈ30・経）

︱
弁
護
士
＆
教
員
＆
兼
業
主
夫
︱

仕
事
も
家
庭
も
日
々
奮
戦
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も
ら
い
、
勝
っ
て
良
い
未
来
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
ま
だ

何
も
成
し
遂
げ
て
い
な
い
で
す
が
、
も

し
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
方
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
将
来
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、

何
も
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
と
落
胆
し

て
い
る
な
ら
ば
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
抽
象
的
な
未
来
像
し
か

な
く
て
も
、
こ
れ
が
格
好
良
い
と
い
う

自
分
の
も
の
さ
し
を
も
っ
て
、
何
を
選

ぶ
の
か
で
は
な
く
何
を
選
ば
な
い
の
か

を
考
え
る
。
強
い
意
思
を
持
ち
決
断
し

続
け
て
い
け
ば
、
き
っ
と
良
い
未
来
を

創
っ
て
い
け
る
と
信
じ
て
ま
す
。

　

◆
総
合
格
闘
家
の
カ
ネ
と

　
　

暮
ら
し
に
つ
い
て

　
「
そ
も
そ
も
格
闘
家
っ
て
ど
う
や
っ
て

飯
を
食
っ
て
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て

い
る
方
の
た
め
に
格
闘
家
の
カ
ネ
と
暮
ら

し
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

格
闘
家
と
し
て
の
収
入
は
大
き
く
分

け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
フ
ァ
イ

ト
マ
ネ
ー
で
、
も
う
１
つ
は
ス
ポ
ン

サ
ー
収
入
で
す
。
フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー
の

金
額
等
は
団
体
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で

す
が
、
多
く
の
選
手
は
、
後
者
の
ス
ポ

ン
サ
ー
収
入
の
ほ
う
が
割
合
と
し
て
は

多
い
印
象
で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
と

は
、
例
え
ば
試
合
を
す
る
際
に
着
用
す

る
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
、
企
業
の
ロ
ゴ
や

社
名
を
掲
載
し
、
企
業
が
掲
載
料
を
選

手
に
支
払
う
と
い
う
も
の
に
な
り
ま

す
。
そ
の
相
場
は
選
手
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
若
手
選
手
だ
と
１
万
円
程

の
場
合
も
あ
れ
ば
、
メ
ジ
ャ
ー
選
手

だ
と
１
枠
数
百
万
円
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
に
な
る
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
心
を
共
に
し
て
戦

え
る
こ
と
や
宣
伝
効
果
を
期
待
で
き
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
も
う
１

つ
は
、
広
告
宣
伝
費
と
し
て
計
上
す
る

場
合
、
す
べ
て
損
金
扱
い
な
の
で
税
金

対
策
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
格
闘
技
の
試
合
は
選
手
に

と
っ
て
心
身
共
に
大
き
な
負
担
と
な
る

た
め
、
年
間
に
で
き
る
試
合
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。
怪
我
が
な
く
良
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
選
手
で
も
、
年
間

４
試
合
ほ
ど
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
試
合

が
決
ま
っ
て
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
試

合
ま
で
の
フ
ァ
イ
ト
キ
ャ

ン
プ
（
追
い
込
み
練
習
）

を
６
～
８
週
間
で
行
い
、

試
合
後
に
１
～
２
週
間
体

を
休
め
て
練
習
を
再
開
す

る
と
い
う
流
れ
で
す
。

　

練
習
内
容
は
曜
日
に

よ
っ
て
異
な
り
、
１
日
１

～
３
部
練
習
（
１
部
は
１

～
２
時
間
程
度
）
を
こ
な

し
て
い
き
ま
す
。
心
身
共

に
厳
し
い
練
習
を
行
う
の

で
す
が
、
そ
の
中
で
、
将

棋
を
打
つ
よ
う
に
、
様
々

な
状
況
下
で
次
な
る
最
善

の
手
を
ど
う
打
て
ば
い
い

の
か
、
頭
と
体
の
ど
ち
ら
も
使
う
練
習

も
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
格
闘
技

で
は
１
つ
の
判
断
ミ
ス
が
、
言
葉
通
り

命
と
り
に
な
る
た
め
、
指
１
本
の
誤
差

も
な
い
よ
う
正
し
い
習
慣
を
身
に
つ
け

る
べ
く
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

◆
自
分
に
と
っ
て
の
格
闘
技

　

な
ぜ
格
闘
技
を
や
る
の
か
、
自
分
に

と
っ
て
の
格
闘
技
は
何
か
。
自
分
に

と
っ
て
、格
闘
技
は
「
問
い
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

試
合
を
行
う
前
日
の
夜
。
翌
日
は
会

場
の
数
千
人
と
い
う
客
が
見
つ
め
る
中

で
、
相
手
は
全
力
で
自
分
を
殴
り
、
蹴

り
、
極
め
に
く
る
こ
と
を
考
え
る
。
そ

う
し
た
、
死
が
迫
る
よ
う
な
極
限
の
状

態
の
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
精
神
で
立

ち
向
か
え
ば
よ
い
の
か
。
実
力
が
伴
わ

ず
知
名
度
を
得
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
も

の
な
の
か
。
強
く
な
り
た
い
と
皆
が
思

う
が
、
そ
の
強
さ
と
何
か
。

　

そ
う
し
た
、
生
き
て
い
く
上
で
大
切

な
問
い
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
が
格
闘

技
で
す
。
そ
れ
に
答
え
る
、
答
え
続
け

る
こ
と
こ
そ
、
私
が
生
き
て
い
く
上
で

最
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
ま
だ
ま
だ
前

に
進
み
続
け
ま
す
。
ま
ず

は
、
今
出
場
し
て
い
る
Ｒ

Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
で
、
上
で
の
ん

び
り
し
て
い
る
上
位
陣
を

片
っ
端
か
ら
介
錯
し
て
い

き
ま
す
。
格
闘
家
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
何
か
と
戦
う

す
べ
て
の
人
た
ち
を
リ
ス

ペ
ク
ト
し
、
心
を
共
に

突
っ
走
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
共
に
、

北
か
ら
陽
を
昇
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

　

試
合
の
情
報
や
近
況
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
チ
ェ
ッ
ク
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ン
サ
ー

契
約
に
つ
い
て
の
ご
相
談

や
仕
事
の
ご
依
頼

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
頂
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

大
学
４
年
の
３
月
、
卒
業
式
を
終
え
て

東
京
へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
上
京
を
す

る
と
き
に
１
つ
決
意
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
就
職
活
動
で
は
よ
く
「
何
を

成
し
た
い
か
」「
将
来
ど
う
な
り
た
い

か
」
を
定
め
る
よ
う
言
わ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
た
だ
「
強
く
な
り
、
自

分
が
そ
の
時
に
格
好
良
い
と
思
え
る
道

を
選
び
続
け
る
」
と
い
う
、
抽
象
的
だ

け
ど
強
い
意
志
に
従
っ
て
、
今
の
キ
ャ

リ
ア
を
選
択
し
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
論

の
中
に
「
キ
ャ
リ
ア
の
多
く
は
偶
然
訪

れ
る
か
ら
、
そ
の
偶
然
を
計
画
的
に
起

こ
せ
る
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
を
大
事
に
し

よ
う
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
計

画
性
偶
発
性
理
論
）
※
１

　

私
の
キ
ャ
リ
ア
も
例
に

漏
れ
ず
、
強
い
意
志
を
持

ち
前
に
進
み
続
け
、
急
に

訪
れ
た
チ
ャ
ン
ス
に
食
ら

い
つ
き
、
も
の
に
し
て
き

ま
し
た
。
今
出
場
し
て
い

る
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
で
の
試
合

も
、
予
期
せ
ぬ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
北
海
道
大
会
の
開
催

が
決
ま
り
、
声
を
か
け
て

　

北
大
経
済
学
部
を
２
０
１
９
年
に
卒

業
し
た
後
藤
丈
治
と
申
し
ま
す
。
大
学

卒
業
後
は
、
プ
ロ
の
総
合
格
闘
技
選
手

と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
上
京
し
、
現

在
は
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
と
い
う
団
体
で
戦
っ

て
ま
す
。

　

総
合
格
闘
技
と
い
う
競
技
で
は
、
打

撃
と
寝
技
な
ど
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
（
反
則

は
除
く
）
が
許
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
も
と

で
戦
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
殴
り
合
わ
な

く
て
も
生
き
て
い
け
る
時
代
に
、
な
ぜ

私
は
こ
の
競
技
に
魅
了
さ
れ
、
熱
中
し

て
い
る
の
か
。

　

◆
気
づ
い
た
ら
金
網
の
中
で

　
　

戦
っ
て
い
た
高
校
時
代

　

札
幌
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
生
活
は

札
幌
市
立
清
田
高
校
で
過
ご
し
ま
し

た
。
ご
く
普
通
に
高
校
生
活
を
送
っ
て

い
た
１
年
生
の
頃
、
地
元
の
体
育
館
へ

ス
ト
レ
ス
発
散
の
た
め
運
動
し
に
行
っ

た
際
に
、
大
人
た
ち
が
ど
う
や
ら
格
闘

技
ら
し
い
練
習
を
し
て
い
る
の
が
目
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
興
味
を
も
っ
た
私

は
、
そ
の
方
々
に
声
を
か
け
て
練
習
に

入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

総
合
格
闘
技
と
の
出
会
い
に
な
り
ま

す
。
当
時
は「
地
下
格
闘
技
」と
い
う
、

プ
ロ
で
は
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
々
が

ク
ラ
ブ
な
ど
で
試
合
を
す
る
と
い
う
の

が
流
行
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
こ
に
出

場
し
て
い
る
方
々
と
の
出
会
い
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
紆
余
曲
折
を
経
て
、
高
校

２
年
生
ま
だ
16
歳
の
冬
に
、
気
づ
い
た

ら
地
下
の
ク
ラ
ブ
で
試
合
を
し
て
い
ま

し
た
。
詳
細
は
寄
稿
文
と
し
て
は
相
応

し
く
な
さ
そ
う
な
の
で
、
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
か
ら
読

め
ま
す
の
で
お
時
間

あ
る
方
は
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。）

　

◆
プ
ロ
選
手
を
目
指
し

        

始
め
た
大
学
時
代　

　

１
年
間
の
浪
人
を
経
て
、
北
大
経
済

学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
は

学
年
で
下
か
ら
10
番
以
内
の
成
績
だ
っ

た
た
め
、
友
人
か
ら
合
格
を
疑
わ
れ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
大
学
構
内
を
歩

く
と
、
楽
器
の
練
習
を
す
る
学
生
た
ち

の
い
る
広
場
や
、
遠
く
ま
で
広
が
る
並

木
道
。
私
は
あ
の
空
間
が
大
好
き
で
し

た
。
学
校
祭
の
準
備
を
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
で
行
な
っ
た
日
々
は
、
夢
を
見
て
い

る
よ
う
な
暖
か
い
時
間
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
日
々
を
送
る
一
方
で
、
格

闘
技
の
研
鑽
も
続
け
て
い
ま
し
た
。
地

下
格
闘
技
の
試
合
で
は
ほ

と
ん
ど
負
け
て
お
ら
ず
、

お
山
の
大
将
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
プ
ロ
が
い
る
ジ

ム
で
練
習
し
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
、

大
学
１
年
の
冬
、
プ
ロ
格
闘
技
選
手

を
目
指
す
べ
く
本
格
的
な
練
習
を
開

始
。
初
日
の
練
習
日
、
あ
れ
は
水
曜
日

の
21
時
頃
で
し
た
。
天
狗
の
よ
う
に
伸

び
き
っ
て
い
た
私
の
鼻
は
、
プ
ロ
と
の

練
習
に
よ
り
一
瞬
で
へ
し
折
ら
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
て
地
獄
の
日
々
が
始
ま

り
ま
す
。

　

◆
第
二
章
、上
京
編
ス
タ
ー
ト

　

そ
こ
で
の
修
行
を
続
け
て
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
を
し
た
後
、
さ
ら
に
負
荷
を
か

け
て
前
進
す
る
た
め
上
京
を
決
意
し

ま
し
た
。
選
ん
だ

の
は
、
練
馬
区
に

あ
る
「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｂ

Ｅ 
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｍ

Ｍ
Ａ
」
と
い
う
、
日

本
で
１
番
き
つ
い
練

習
と
い
う
噂
の
ジ
ム

で
し
た
。
後
に
そ
の

噂
が
真
実
だ
っ
た
こ

と
を
知
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
し
て

◎職場奮戦記

ＲＩＺＩＮ北海道大会出場（２０２３年６月２４日）

TRIBE TOKYO MMA所属

後 藤　丈 治
（H31・経）

インスタ

X

note

北
か
ら
陽
が
昇
る
こ
と
の
証
明

※1 計画性偶発性理論（英語：Planned Happenstance Theory）
スタンフォード大学のジョン・D・クランボルツ教授らが提案したキャリア論に関する
考え方。個人のキャリアの8割は予想しない偶発的なことによって決定される。そ
の偶然を計画的に設計し、自分のキャリアを良いものにしていこうという考え方。
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や
定
期
的
な
懇
親
会
な
ど
を
行
う
予
定

で
す
。

　

引
退
後
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け

て
い
る
Ｏ
Ｂ
は
多
い
で
す
。
札
幌
で
活

動
す
る
「
エ
ル
ム
ク
ラ
ブ
」
は
、
幾
多

の
全
国
大
会
や
国
体
出
場
を
果
た
し

て
い
る
北
海
道
有
数
の
社
会
人
チ
ー

ム
で
、
１
９
７
１
年
に
浅
井
正
大
氏

（
１
９
６
４
年
卒
、
３
期
）
が
監

督
、
梅
田
会
長
が
初
代
メ
ン
バ
ー
と
し

て
結
成
さ
れ
た
北
大
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
で
し

た
。
現
在
は
他
大
学
の
Ｏ
Ｂ
が
中
心
で

す
が
、
最
近
再
び
北
大
Ｏ
Ｂ
が
加
入
し

始
め
て
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
在
住
の

Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム
が

「
東
京
エ
ル
ム
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
東
京

都
社
会
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
中

で
も
最
も
歴
史
の
あ
る
チ
ー
ム
の
ひ
と

つ
で
、戸
島
峰
光
氏
（
１
９
７
４
年
卒
、

13
期
）、
矢
橋
東
人
氏
（
１
９
７
５
年

卒
、
14
期
）
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
は
40
～
50
代
の
メ
ン
バ
ー

中
心
に
都
リ
ー
グ
の
若
い
チ
ー
ム
相
手

に
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
新
卒

の
Ｏ
Ｂ
が
相
次
い
で
加
入
し
た
こ
と
で

チ
ー
ム
が
活
気
を
取
り
戻
し
、
今
季
は

上
位
リ
ー
グ
へ
の
入
れ
替
え
戦
に
臨
み

ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
総
会
・
懇
親
会
の
翌
日

に
、
35
歳
以
上
の
選
手
の
大
会
で
あ
る

「
北
海
道
マ
ス
タ
ー
ズ
」
が
開
催
さ

れ
、
北
大
Ｏ
Ｂ
有
志
で
参
加
し
ま
し

た
。
往
年
の
名
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
集
う
大

会
に
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
臨
ん
だ
北
大
Ｏ

Ｂ
で
し
た
が
、な
ん
と
全
勝
し
、ブ
ロ
ッ

が
会
場
で
高
ら
か
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
そ
の
１
年
生
曰
く
、
ど
う
し
て
も

前
口
上
を
や
り
た
く
て
前
日
に
記
録

映
像
を
み
て
練
習
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
歌
詞
を
ま
っ
た
く
覚

え
て
な
く
て
ず
っ
と
ハ
ミ
ン
グ
し
て

い
た
現
役
生
も
い
ま
し
た
が
、
次
の

総
会
ま
で
に
は
歌
詞
を
覚
え
て
き
て

く
だ
さ
い
ね
。

　

Ｏ
Ｂ
会
発
足
以
前
か
ら
、
近
い
世

代
間
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
交
流
や
現
役
へ
の

支
援
は
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
７
帝
戦
観
戦
の
後
に
Ｏ
Ｂ
会
結
成
に

む
け
た
懇
親
会
が
開
か
れ
、こ
れ
が
き
っ

か
け
で
正
式
な
Ｏ
Ｂ
会
発
足
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
新
た
な
体
制
で
こ
れ
ま

で
以
上
の
手
厚
い
現
役
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

梅
田
耕
一
会
長
（
１
９
７
２
卒
、

11
期
）
の
挨
拶
で
総
会
は
始
ま
り
、

部
の
黎
明
期
の
こ
と
や
当
時
の
Ｏ
Ｂ

活
動
な
ど
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
西
野
泰
史
理
事
長

（
１
９
７
７
卒
、
16
期
）
よ
り
総
会

議
題
の
説
明
が
あ
り
、
全
て
の
議
案
は

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
総

会
で
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
次
年
度
よ

り
新
会
長
と
し
て
西
野
氏
、副
会
長
（
兼

理
事
長
）と
し
て
岡
秀
彌
氏（
１
９
８
８

卒
、
27
期
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し

た
。
ま
た
、
複
数
の
理
事
職
（
会
計
、

名
簿
、
総
会
、
現
役
担
当
）
を
今
回
新

設
し
て
会
務
を
分
担
し
ま
し
た
。
特
に

現
役
担
当
理
事
に
は
卒
業
し
た
ば
か
り

の
Ｏ
Ｂ
を
充
て
る
体
制
と
し
、
現
役
の

役
は
、
歴
代
の
大
先
輩
の
中
で
当
初
は

や
や
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、親
（
祖

父
母
？
）
世
代
の
Ｏ
Ｂ
が
縦
横
無
尽
に

話
し
か
け
て
気
持
ち
も
ほ
ぐ
れ
、
世
代

を
超
え
た
ハ
ン
ド
談
義
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大
企
業
や
組
織
の
一

線
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
周
囲
に
は
就
活
す

る
学
生
や
院
生
Ｏ
Ｂ
が
リ
ク
ル
ー
ト
目

的
で
集
ま
っ
た
り
、
偶
然
学
部
の
研
究

室
で
も
先
輩
後
輩
の
面
々
で
意
気
投
合

し
た
り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
同
士
で
交
流

し
た
り
、
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
会

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

北
大
生
の
宴
会
の
締
め
は
当
然
「
都

ぞ
弥
生
」
の
合
唱
と
な
り
ま
す
が
、

こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
現
役
や
若

い
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
は
歌
う
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
役
１
年
生
が
見
事
な
前
口
上
を
披

露
し
、
大
き
な
輪
の
「
都
ぞ
弥
生
」

ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
る
橋
渡
し
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

総
会
後
に
同
会
場
で
開
催
し
た
懇
親

会
は
、佐
々
布
昭
義
副
会
長（
１
９
７
３

年
卒
・
12
期
）
の
乾
杯
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
久
し
ぶ
り
に
集
っ
た
面
々
が
昔
年

の
思
い
出
を
語
り
合
う
和
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。勝
木
皓
大
主
将（
４
年
、

63
期
）
か
ら
は
現
役
を
代
表
し
て
挨
拶

が
あ
り
、
翌
月
（
２
０
２
３
年
11
月
）

に
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
す
る
全
日

本
イ
ン
カ
レ
へ
の
熱
い
意
気
込
み
と
、

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
支
援
に

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
近
年
の
現
役
の

目
覚
ま
し
い
活
躍
に
感
極
ま
っ
た
年
配

Ｏ
Ｂ
の
掛
け
声
で
台
本
に
な
い
カ
ン
パ

が
始
ま
り
、
中
で
も
有
り
金
全
部
財
布

ご
と
カ
ン
パ
し
た
Ｏ
Ｂ
に
会
場
は
大
い

に
沸
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由
登
壇
で

往
年
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
北
海
道
の
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
史
と
も
い
え
る
貴
重
な
思
い
出

（
11
人
制
か
ら
７
人
制
へ
の
移
行
、
北

海
道
学
生
連
盟
の
創
設
な
ど
）
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
現

HOKKAIDO UNIVERSITY HANDBALL CLUB

　

２
０
２
３
年
10
月
28
日
︵
土
︶、
札

幌
市
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
に

て
北
海
道
大
学
体
育
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
大
ハ
ン
ド
部
は
長
い
歴

史
が
あ
る
も
の
の
、
Ｏ
Ｂ
会
が
正
式
に

発
足
し
た
の
は
２
０
１
９
年
。
直
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
４
年
ぶ
り
の

活
動
再
開
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

総
勢
74
名
︵
現
役
含
む
︶
で
、
後
期
高

齢
者
の
１
９
７
１
年
卒
︵
10
期
︶
か
ら

Ｚ
世
代
の
大
学
１
年
ま
で
、
実
に
３
世

代
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ラ
ー
が
道
内
外
よ
り

集
い
ま
し
た
。

ハンドボール部ＯＢ会
理事

矢 崎　健 一
（Ｈ8 農） 「北海道マスターズ」大会でブロック優勝したOBチーム

Ｏ
Ｂ
会
・
エ
ル
ム
ク
ラ
ブ

2

総
会
・
懇
親
会

1

北大ハンドボール部
OB会総会を開催
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ク
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

創
部
以
来
、
常
に
北
海
道
の
大
学
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
け
ん
引
し
て
い
る
北
大

は
、
２
０
１
５
年
秋
に
道
内
２
８
７

連
勝
（
当
時
）
の
記
録
を
誇
っ
た
函
館

大
学
を
撃
破
、
28
年
ぶ
り
に
全
道
優
勝

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
に

春
秋
連
覇
を
達
成
、
２
０
２
３
年
に
は

北
海
道
開
催
の
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に
出

場
、と
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
３
年
生
８
名
、
２
年
生
３
名
、

１
年
生
７
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
の

計
20
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
新
チ
ー

ム
に
は
昨
年
の
主
力
メ
ン
バ
ー
が
多
く

残
り
、
ま
た
新
メ
ン
バ
ー
の
台
頭
も
あ

り
、
次
シ
ー
ズ
ン
も
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
は

体
育
館
が
使
え
ず
、部
員
で
数
人
の
チ
ー

ム
を
作
っ
て
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
プ
レ

イ
の
質
を
な
ん
と
か
維
持
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
週
３
～
４
回
北
大
第
２
体

育
館
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
学
生

自
身
で
毎
回
テ
ー
マ
を
設
け
て
単
調
な

メ
ニ
ュ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
物
品
管
理

や
事
務
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
動
画
で

練
習
の
様
子
を
撮
影
し
た
り
Ｐ
Ｃ
で
試

合
を
分
析
す
る
な
ど
、
部
員
一
丸
と
な
っ

て
チ
ー
ム
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

昨
年
春
に
は
新
歓
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
体
験
会
を
行
い
ま
し

た
。
経
験
者
・
未
経
験
者
合
わ
せ
て

50
名
ほ
ど
の
新
１
年
生
が
参
加
し
、
体

育
館
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。
昨
年
末
に

は
札
幌
の
中
高
生
対
象
に
講
習
会
を
行

い
、
大
変
好
評
で
し
た
。
参
加
し
た
生

徒
た
ち
の
多
く
が
「
い
つ
か
北
大
で
プ
レ

イ
し
た
い
」
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。

HOKKAIDO UNIVERSITY HANDBALL CLUB

高校生への講習会

〜
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
の
歴
史
を
創
る
〜

　

北
大
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
昭
和
33

年
の
創
部
で
昨
年
65
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
部
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
た
諸
先

輩
、
そ
し
て
、
連
綿
た
る
活
動
を
積
み

重
ね
て
き
た
仲
間
た
ち
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　
一
方
、
Ｏ
Ｂ
会
は
令
和
元
年
に
設
立

し
た
ば
か
り
で
、
そ
の
後
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
の
秋
、
４
年

ぶ
り
に
第
２
回
の
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
席
上
、
私
が
今
年
度
の
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
役
員
、
会
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
の
地

歩
を
固
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
に
は
、

会
員
の
親
睦
交
流
は
も
と
よ
り
、
現
役

チ
ー
ム
を
支
え
る
重
要
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
彼
ら
が
思
う
存
分
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
、技
量
を
高
め
る
こ
と
が
、

我
々
の
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
Ｏ
Ｂ
会
が
安
定

的
に
財
源
を
確
保
し
、
現
役
チ
ー
ム
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
国
立
大
学
の
宿
命
で
は
あ
り
ま

す
が
、
活
動
資
金
と
指
導
者
の
確
保

が
課
題
で
あ
り
、
七
帝
戦
や
イ
ン
カ
レ

遠
征
に
伴
う
負
担
が
学
生
の
重
荷
と

な
り
、
監
督
や
コ
ー
チ
を
引
き
受
け
た

Ｏ
Ｂ
も
自
腹
を
切
っ
て
帯
同
遠
征
す
る

現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し

で
も
改
善
し
、
他
の
大
学
か
ら
、「
北

大
は
Ｏ
Ｂ
会
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か

ら
、
活
動
環
境
が
整
っ
て
い
る
。」
と
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
本
望
で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
い
ま
だ

マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
域
を
脱
し
ま
せ

ん
。
本
年
開
催
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
ア
ジ
ア
予
選
で
は
、
日
本
男

子
（
彗
星
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
は
１
位
通
過

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定
、女
子
（
お

り
ひ
め
ジ
ャ
パ
ン
）
は
２
位
通
過
で
４

月
の
世
界
選
手
権
に
出
場
を
賭
け
る
状

況
で
す
が
、
如
何
せ
ん
報
道
の
少
な
さ

ハンドボール部ＯＢ会
会長 西野泰史

（S52理）

に
寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
個
々

の
会
員
が
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
通
し
て
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
へ
の
愛
着
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
微
力
な
が
ら
も
普
及

拡
大
に
貢
献
す
る
と
の
思
い
か
ら
、
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
大

会
へ
の
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
の
積
極
的
な
参
加

な
ど
も
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
大
東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
も
、
今

後
と
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
ま
た
、
末
筆
に
な
り
大
変
恐
縮

で
す
が
、
誌
面
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
ご
配
慮
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最新の活動状況は
北大ハンド部Ｉｎｓｔａｇｒａｍで発信中！
https://www.instagram.com/hokudaihand/

現
役
チ
ー
ム
の
活
躍

３
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20242024

新社会人歓迎

令和6年5月19日（日）

昭和記念公園
バーベキューガーデン

東京都立川市

検索
詳しくはホームページで
北大東京ジンパ

日時（予定）

場所（予定）

お問合せ：北大東京同窓会事務局
TEL：03-3211-9211www.hokudai-tokyo.org

5年ぶりの本格開催！
いよいよギネスに挑戦！！

［専用サイト］https://peatix.com/event/3798262/view

新社会人は参加費1,000円飲み放題!!
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昨
今
、大
学
に
は
「
教
育
」「
研
究
」

に
加
え
て
「
社
会
貢
献
」
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
産
学
・
地
域
協
働
推

進
機
構
は
本
学
の
研
究
成
果
を
社
会
に

還
元
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
技
術
革
新
、
社

会
課
題
解
決
な
ど
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
で
推
進
し
て
い
る
北
大
認
定

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
取
り
組
み
と
は
、
企

業
様
が
本
学
の
研
究
成
果
や
農
場
生
産

物
等
を
活
用
し
て
作
ら
れ
た
北
大
独
自

の
商
品
に
対
し
て
、「
北
大
認
定
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
お
墨
付
き
を
与
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を

作
っ
て
頂
き
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部

を
大
学
に
還
元
し
て
頂
く
取
り
組
み
で

す
。
北
海
道
の
お
土
産
と
し
て
も
人
気

の
「
札
幌
農
学
校
ク
ッ
キ
ー
」
（
株
式

会
社
き
の
と
や
様
）
も
北
大
認
定
ブ
ラ

ン
ド
商
品
で
あ
り
、
本
学
に
還
元
頂
い

た
寄
付
金
は
現
役
の
学
生
さ
ん
の
奨
学

金
や
大
学
の
環
境
整
備
の
た
め
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
は
、
約

90
％
が
北
海
道
内
の
企
業
様
と
の
協
業

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
大
ガ

ゴ
メ
、
北
大
短
角
牛
、
北
大
ト
ラ
ウ

ト
、
北
大
ラ
ズ
ベ
リ
ー
な
ど
は
、
道
内

の
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
で
も
採
用
さ
れ
た

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
大
学
お

よ
び
北
海
道
の
魅
力
を
一
般
の
方
に
伝

え
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
で
は
以
下
の
北
大
ブ
ラ
ン
ド

ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、「
北
大
ブ
ラ
ン
ド
は

先
人
か
ら
の
預
か
り
物
」と
い
う
意
識
の

下
、ポ
リ
シ
ー
に
賛
同
頂
け
る
企
業
様
に

の
み
北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
作
っ

て
頂
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。例

え
ば
、商
品
を
作
る
過
程
で
は
、商
品
内

容
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
表
現
な
ど
も
確

認
し
、北
大
商
品
に
ふ
さ
わ
し
い
表
記
と

な
っ
て
い
る
か
な
ど
研
究
者
に
も
確
認

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
通
じ

て
、
北
海
道
大
学
を
身
近
に
感
じ
て
頂

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
商
品
も
続
々
と

登
場
致
し
ま
す
の
で
、
応
援
し
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。

　　

■
北
大
短
角
牛

　

新
ひ
だ
か
町
に
あ
る
静
内
研
究
牧
場

は
、
昭
和
25
年
、
農
林
省
新
冠
種
畜
牧

場
よ
り
所
管
換
え
さ
れ
北
大
農
学
部
日

高
実
験
農
場
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
肉
用
牛
約
１
５
０
頭
（
日
本
短

角
種
）、
馬
約
１
０
０
頭
（
北
海
道
和

種
馬
、
乗
用
馬
）
を
飼
養
し
、
国
立
大

学
の
牧
場
と
し
て
は
最
大
規
模
で
す
。

北
大
短
角
牛
は
こ
の
静
内
研
究
牧
場
で

育
て
ら
れ
た
牛
で
す
。

　

和
牛
と
は
、
黒
毛
和
種
、
褐
毛
和

種
、
無
角
和
種
、
日
本
短
角
種
の
４
品

種
と
、
そ
れ
ら
の
交
雑
種
の
こ
と
を
指

し
、
現
在
国
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
和

牛
の
98
％
以
上
は
黒
毛
和
種
で
す
。
日

本
短
角
種
の
最
大
の
特
徴
は
粗
飼
料
の

利
用
性
に
富
み
、
粗
放
な
放
牧
で
も
野

草
を
採
食
す
る
能
力
が
優
れ
て
い
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
粗
飼
料
と
は
、

草
類
・
青
刈
り
飼
料
作
物
・
わ
ら
類
な

ど
の
繊
維
成
分
が
多
い
飼
料
の
こ
と
で

す
。
我
が
国
の
肉
用
牛
に
は
通
常
、
濃

厚
飼
料
（
穀
実
類
・
油
粕
類
・
ぬ
か
類

な
ど
）
を
与
え
ま
す
が
、
日
本
短
角
種

に
与
え
る
濃
厚
飼
料
は
一
般
的
な
量
の

１
／
４
～
１
／
３
程
度
で
す
。

　

静
内
研
究
牧
場
で
は
、
夏
季
は
牧
草

地
に
肉
牛
を
終
日
放
牧
し
て
牧
草
の
み

を
食
べ
さ
せ
、
冬
季
は
舎
飼
い
し
ま
す

が
そ
の
糞
尿
は
採
草
地
や
飼
料
畑
に
還

元
し
、
化
学
肥
料
や
購
入
飼
料
を
極
力

少
な
く
し
た
物
質
循
環
を
第
一
に
考

え
、
牛
の
健
康
に
も
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
家
畜
生
産
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ヒ
ト
が
摂
取
で
き
る
穀
物
は

ヒ
ト
が
食
べ
、
ヒ
ト
が
食
べ
て
も
養
分

に
は
な
ら
な
い
草
を
ウ
シ
に
与
え
て
肉

や
乳
に
変
え
て
も
ら
う
、
そ
う
し
た
ウ

シ
本
来
の
あ
り
方
に
よ
る
飼
育
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

北
大
短
角
牛
の
肉
は
、
穀
物
飼
料
を

与
え
ら
れ
た
霜
降
り
肉
と
は
異
な
り
ま

す
が
、
赤
身
で
し
っ
か
り
と
し
た
歯
ご

た
え
が
あ
り
、
噛
む
ほ
ど
に
濃
厚
な
う

ま
味
が
口
に
広
が
り
ま
す
。

　

■
北
大
ト
ラ
ウ
ト

　

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン

タ
ー
・
七
飯
淡
水
実
験
所
で
は
、
サ
ケ

マ
ス
類
12
種
18
系
統
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
科

魚
類
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
「
北
大
ト

ラ
ウ
ト
」
と
は
、
こ
こ
で
生
産
さ
れ
る

HOKUDAI BRAND 《北大認定ブランド商品の取り組み》

北
海
道
大
学
の
研
究
成
果
を『
商
品
』を
通
じ
て
伝
え
る  

産
学・地
域
協
働
推
進
機
構
　
戦
略
企
画
部
門 

産
学
協
働
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

城
野
理
佳
子

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
取
り
組
み

HOKUDAI BRAND

サ
ケ
マ
ス
類
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
す
。

　

サ
ケ
マ
ス
類
の
中
に
は
サ
ケ
や
サ
ク
ラ

マ
ス
、ニ
ジ
マ
ス
、イ
ト
ウ
、イ
ワ
ナ
な
ど

様
々
な
種
が
あ
り
、生
活
の
ス
タ
イ
ル
に

よ
っ
て
途
中
で
名
称
が
変
わ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。例
え
ば
、サ
ク
ラ
マ
ス
は
海
に

下
る
降
海
型
の
名
称
で
、川
で
一
生
を
過

ご
す
河
川
型
は
ヤ
マ
メ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
総
称
す
る
ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て

「
北
大
ト
ラ
ウ
ト
」と
し
て
い
ま
す
。

　

北
大
ブ
ラ
ン
に
認
定
し
た
『
北
大
ト

ラ
ウ
ト
』
は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
と
ヤ
マ
メ

の
２
種
で
、『
北
大
ト
ラ
ウ
ト‒

燻
製
サ

ク
ラ
マ
ス‒

』『
北
大
ト
ラ
ウ
ト‒

燻
製

ヤ
マ
メ‒

』と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

   

七
飯
淡
水
実
験
所
で
は
、
常
に
清
潔

な
環
境
で
飼
育
さ
れ
、
淡
水
魚
特
有
の

臭
み
が
少
な
く
、
サ
ケ
マ
ス
類
が
本
来

持
つ
〝
身
や
脂
の
旨
み
〟
を
楽
し
め

る
ト
ラ
ウ
ト
に
育
ち
ま
す
。
そ
し
て

「
活
締
め
」
と
い
う
手
法
に
よ
っ

て
、
鮮
度
の
良
い
状
態
を
保
っ
た
ま

ま
出
荷
さ
れ
、
手
作
業
で
丁
寧
に
内

臓
洗
浄
な
ど
の
下
処
理
を
行
う
こ
と

で
、
保
存
料
・
防
腐
剤
・
発
色
剤
を

使
用
す
る
必
要
が
な
い
、
塩
の
み
で

加
工
す
る
「
無
添
加
製
法
」
が
実
現

し
ま
し
た
。
ま
た
、
燻
製
工
程
で
使

用
す
る
チ
ッ
プ
に
は
、北
海
道
大
学
内

で
伐
採
さ
れ
た
ハ
ル
ニ
レ
か
ら
つ
く
っ

た
チ
ッ
プ
を
使
用
し
、燻
液
等
を
使
用

し
な
い
燻
製
技
法
に
よ
り
、燻
煙
が
も

つ
殺
菌
効
果
・
防
腐
効
果
を
活
か
し

て
い
ま
す
。

「わっかテーブル」や「新ひだ
か町ふるさと納税」などで取
り扱っています。

■ 北大短角牛

■ 北大トラウト

◇
創
基
以
来
１
４
８
年
に
亘
る

   

先
人
の
歴
史
に
よ
り

   

蓄
積
さ
れ
た
無
形
財
産

◇
国
内
・
海
外
に
対
す
る
北
大
の

　

責
任
の
象
徴

◇
学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
の
誇
り

〈
北
大
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
リ
シ
ー
〉

北
大
ブ
ラ
ン
ド
は
北
大
の
か
け
が
え
の

な
い
資
産
で
あ
る
。

わっかテーブル
↓

おしま産直
マルシェ

↓

「おしま産直マルシェ」などで
取り扱っています。

燻製サクラマス / 燻製ヤマメ
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森　
　

和
弘

︵
歯
・Ｈ
1
︶

横
田　

秀  

一

支
部
長

︵
歯
・
60
︶

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

山
田　

尚
大

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
23
・
応
物
・
修
︶

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

小
山　
　

裕

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
４
・
金
属
︶

十
条
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

北
海
道
三
笠
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使  

︵
薬
・
39
︶

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
︶

︵
獣
・
31
︶

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使︵2011-2013

︶

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

井
上　

修
平

支
部
長

︵
工・
50
・
資
源
開
発
︶

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

︵
工・
39
・
冶
金
︶

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
︵
工・
42
・
冶
金
︶

2024年（令和6年）

寒中お見舞い

申し上げます。

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

事務局　　廣重　晃以　（法・55）

杉
江　

和
男︵

工・
45
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム 

会
長

（
公
財
）産
業
教
育
振
興
中
央
会 

理
事
長

松
谷　
　

寛
︵
工・
52
・
電
子
︶

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

岩
﨑　

哲
也

技
監

︵
工・
59
・
機
︶

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
事
業
領
域

境　
　

政
人

支
部
長

︵
獣
・
53
︶

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
3
・
衛
生
︶

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

︵
工・
61
・
金
属
︶

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

近
藤　

伸  

一

会
長

︵
工・
58
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
工
学
部

化
学
系
東
京
同
窓
会（
北
鐘
）

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

︵
工・
56
・
応
化
︶

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

大
野　

隆
明

P
resident and C

EO

︵
水
・Ｈ
６・
食
・
修
︶

Earthrise N
utritionals LLC

(a M
em

ber of the D
IC

 group)

常
務
理
事石

堂　

正
信

行
政
改
革
推
進
会
議

　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ・歳
出
改
革
等
有
識
者
グ
ル
ー
プ
構
成
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

︵
法
・
44
︶

北大スキー部OB会
東京支部

事務局長

理事

幹事

中村　秀治
髙橋　　寛
依田　智子

（工・58／環科・60・修）

（農・62・農工）

（工・H4・合化・修）

杉
山　

和
彦

常
勤
監
査
役

︵
法
・
45
︶

株
式
会
社B

lueM
em

e

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

樋口　達夫
黒田　哲弘

（水・50・食品・修）

（水・59・食品）
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櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

︵
農
・
58
・
農
経
︶

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
理
事 

小
坂　

達
朗

︵
農
・
51
・
農
化
︶

中
外
製
薬
株
式
会
社 

特
別
顧
問

（
一
社
） 

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

審
議
員
会
副
議
長

三
菱
電
機
株
式
会
社 

社
外
取
締
役

株
式
会
社
小
松
製
作
所 

社
外
監
査
役

オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社 

社
外
取
締
役

松
沢　

幸  

一

︵
農
・
46
・
農
化
／
48
・
修
︶

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
監
事

冨
田　
　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士︵

農
・
36
・
畜
産
︶

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

坂
倉　

雅
夫

技
術
士(

建
設
部
門)

︵
農
・
48
・
農
工
︶

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

︵
農
・
50
・
林
学
︶

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  

一

代
表

︵
農
・Ｈ
１
・
農
学
︶

三
晃
堂
三
井
印
店

瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

︵
農
・Ｈ
12
・
農
工
︶

C
row

e G
TA

 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

野
口　

晋  

一

編
集
部 

記
者

︵
文
・Ｈ
8
︶

財
界
さ
っ
ぽ
ろ

常
松　

尚
史

︵
経
・Ｈ
20
︶

常
松
公
認
会
計
士
事
務
所

横
田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

︵
経
・
60
︶

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

尾
崎　
一  

郎

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

堀
江　

亮
介

代
表
取
締
役
副
社
長

︵
法
・
61
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
株
式
会
社

髙
橋　
　

了

副
会
長 

兼 

事
務
局
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

橋
本　
　

修

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

三
井
化
学
株
式
会
社

︵
法
・
47
︶

佐
々
木　

亮
子

会
長

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長 小口　正範 （法・53）

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

︵
法
・
54
︶

株
式
会
社
ぷ
ら
う

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

︵
法
・
45
︶

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長 

兼 

常
務
理
事

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

副理事長　 

櫻田　　巧
別所　智博
高木　　忍

（農・58・農経）　

（農・56・農化）

（農・58・農化）

副
所
長

廣
重　

勝
彦

︵
法
・
57
︶

北
海
道
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス

︵
農
・
35
・
林
学
︶

佐
々
木　

豊
実

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

︵
法
・
60
︶

株
式
会
社
町
村
農
場

小
野　

桂
子

代
表
取
締
役

︵
農
・
62
・
農
化
︶

ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス

　

＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

（
令
和
５
年
７
月
～
、
敬
称
略
）

荒
井
豪
一（
法
Ｈ
６
）、長
田
和
久
（
農
・

林
産
Ｓ
54
）、
山
田
浩
之
（
水
・
海
洋

資
源
Ｈ
27
）、上
原
正
人
（
獣
医
Ｓ
48
）、

田
中
龍
之
介
（
農
・
農
経
Ｒ
４
）、
菊

池
加
奈
子
（
薬
・
薬
Ｓ
60
）、
玉
井
浩

之
（
法
Ｓ
63
）、
杉
野
尭
子
（
工
・
環

境
社
会
Ｈ
29
）、
宮
崎
幹
ミ
ヒ
ャ
エ
ル

（
工
・
環
境
工
Ｈ
13
）、
千
葉
優
作
（
工
・

資
源
Ｒ
３
）

富
田
初（
経
・
経
済
Ｓ
27
）、山
西
貞

（
農
・
水
Ｓ
21
）、桜
庭
慎
吾（
農
・
農

化
Ｓ
35
）、森
本
賢
幸（
農
・
林
産
Ｓ

37
）、三
枝
昭
三（
農
・
農
物
Ｓ
29
）

令
和
５
年
７
月
以
降
に
ご
逝
去
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。

敬
称
略
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北海道大学の近況

　

４
月
19
日
（
水
）
～
21
日
（
金
）、

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
ア
マ
ー

ス
ト
校
（UM

ass Am
herst

）
を
総
長

一
行
が
訪
問
し
ま
し
た
。
同
学
は
、
札

幌
農
学
校
初
代
教
頭
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
学
長
を
務

め
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
を

ル
ー
ツ
と
し
、
互
い
に
最
も
古
く
か
ら

大
学
間
で
交
流
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

寳
金
清
博
総
長
、
髙
橋
彩
理
事
・
副

学
長
、
既
存
研
究
連
携
の
あ
る
情
報
科

学
研
究
院
／
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点

（ICReDD

）
の
吉
岡
真
治
教
授
、
北

方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

の
星
野
洋
一
郎
教
授
、
農
学
研
究
院
の

愛
甲
哲
也
准
教
授
、
国
際
企
画
課
の
佐

藤
哲
也
課
長
、
国
際
連
携
機
構
の
植
村

妙
菜
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
７
名
が
訪
問
し
、
先
方

執
行
部
と
既
存
連
携
を
鑑
み
更
な
る
全

学
的
な
連
携
拡
大
に
つ
い
て
同
学
執
行

部
と
意
識
を
共
有
し
た
ほ
か
、
ア
マ
ー

ス
ト
郊
外
共
同
墓
地
に
あ
る
ク
ラ
ー
ク

博
士
の
墓
前
に
供
花
し
、
19
世
紀
当
時

に
遙
々
北
海
道
ま
で
渡
っ
た
苦
難
と
、

今
日
の
両
大
学
の
連
携
に
至
る
博
士
の

功
績
に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

札
幌
農
学
校
に
縁
の
あ
る
品
々
を
保

管
す
る
図
書
館
だ
け
で
は
な
く
、
ク

ラ
ー
ク
博
士
以
降
札
幌
農
学
校
黎
明
期

の
教
育
を
担
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ

ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
博
士
が
本
学
か
ら
持

ち
帰
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
は
米
国
の

同
種
で
は
最
大
規
模
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
登
録
さ
れ
て
い

る
楡
の
巨
木
や
、
芸
術
学
部
の
ス
タ
ジ

オ
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
名

を
冠
し
た
ホ
ー
ル
な
ど
、
大
学
の
歴

史
に
触
れ
る
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
土
作
り
か
ら
市
場
へ
の

卸
し
ま
で
を
行
う
学
生
農
場
、
果
樹

園
、
個
人
私
有
林
の
調
査
を
行
う
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
と
い
っ
た
農
学
関
連
施
設
か
ら
、

２
０
１
８
年
に
建
設
さ
れ
た
学
内
外
に

オ
ー
プ
ン
な
共
同
研
究
施
設
で
、
29
学

部
２
０
０
名
以
上
の
研
究
者
と
１
０
０

名
の
外
部
研
究
者
が
活
動
す
る
異
分
野

融
合
研
究
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出

拠
点
で
あ
る
応
用
生
命
科
学
研
究
所
、

高
分
子
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研

究
施
設
や
、
別
経

営
で
あ
るUM

ass

チ
ャ
ン
・
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
ク
ー
ル
と
連
携

す
る
医
理
工
学
科
を

訪
問
し
、
研
究
者
や

大
学
院
生
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

研
究
担
当
の
ロ
ー

ラ
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン

バ
ー
グ
副
理
事
、
自

然
科
学
部
の
ナ
サ
ニ

エ
ル
・
ウ
ィ
ト
カ
ー

暫
定
学
部
長
、
応
用

生
命
科
学
研
究
所
の

ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ン

ハ
ー
ト
所
長
と
の
夕

食
会
で
は
、
近
年
強

化
さ
れ
て
き
た
情

報
・
計
算
科
学
、
農

学
、
高
分
子
分
野
に

お
け
る
研
究
交
流
と

博
士
学
生
共
同
指
導

を
振
り
返
り
ま
し

た
。
カ
ン
ブ
ル
・
ス
バ
ス
ワ
ミ
ー
学
長

主
催
の
昼
食
会
で
は
、
プ
ロ
ボ
ス
ト

の
ト
リ
シ
ア
・
セ
リ
オ
博
士
、
カ
ル

ペ
ン
・
ト
リ
ヴ
ェ
デ
ィ
国
際
担
当
副

学
長
、
マ
ニ
ン
グ
情
報
・
計
算
科
学

部
の
ロ
ー
ラ
・
ハ
ー
ス
学
部
長
、
本

学
と
の
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

に
あ
る
シ
ュ
ロ
モ
・
ジ
ル
バ
ー
ス
タ

イ
ン
副
学
部
長
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア

ラ
ン
教
授
、
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
農

学
校
の
バ
オ
シ
ャ
ン
・
シ
ン
学
校
長
、

ナ
ン
デ
ィ
ー
タ
・
マ
ニ
図
書
館
長
、

日
本
語
・
日
本
学
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

フ
ォ
レ
ス
ト
上
級
講
師
が
同
席
し
、

今
後
、
戦
略
的
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
大
学
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
図
書

館
員
や
事
務
職
員
の
研
修
、
研
究
人

材
の
相
互
雇
用
の
実
績
や
、
北
海
道

と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
姉
妹
提

携
関
係
も
踏
ま
え
、
２
０
２
６
年
に

迎
え
る
本
学
創
基
１
５
０
周
年
か
ら

次
の
１
５
０
年
に
む
け
た
連
携
拡
大

へ
の
期
待
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

（
国
際
連
携
機
構
）

北海道大学の近況
（2023年 夏・秋）

　

令
和
５
年
５
月
16
日
（
火
）、
北
海

道
大
学
が
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
２
２
︱

２
３
」
で
北
海
道
地
区
総

合
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
を
獲
得
し
た
こ
と

を
記
念
し
、
一
般
社
団
法
人
大
学
ス

ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下
、「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｓ
」）
の
池
田
敦
司
専
務
理
事
か
ら
、

寳
金
清
博
総
長
に
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
は
平
成
31
年
に
創
設

さ
れ
、
以
後
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
参
画
人
口
拡
大
に
向
け
て
活
動
し
て

お
り
、
運
動
部
学
生
の
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
大
学

ス
ポ
ー
ツ
の
安
全
安
心
な
環
境
確
立
事

業
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
及
び
Ｄ
Ｘ
推

進
等
、
数
多
く
の
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
か
ら
、
寳
金
総
長

は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
の
理
事
に
も
名
を
連

ね
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
で
は
大
学
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
平
成
31
年
か

ら
競
技
横
断
型
大
学
対
抗
戦
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｖ
Ａ
Ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
を
開
催
し
、
加
盟

２
１
７
大
学
で
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
を

競
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
地
区
か
ら
も
多
く
の
大
学
が

加
盟
す
る
中
、
北
海
道
大
学
は
平
成
31

年
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
開
催
以

降
、
４
年
連
続
で
北
海
道
地
区
総
合
ラ

ン
キ
ン
グ
１
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

池
田
専
務
理
事
か
ら
の
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
獲
得
に
関
す
る
説
明
を
受

け
、
寳
金
総
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
課
外
活

動
団
体
の
部
員
数
は
減
少
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
も
終
焉
を
迎
え
、
課
外
活
動
が

再
興
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
旨
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
２
２
︱

２
３
」
の
賞
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
は
体
育
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
飾

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の

際
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
学
務
部
学
生
支
援
課
）

北海道大学社会共創部広報課

池田専務理事から寳金総長が 
トロフィーを受け取る様子

総
長
一
行
が
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
ア
マ
ー
ス
ト
校
を
訪
問

「
北
海
道
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」を
設
置

「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ 

２
０
２
２
︱

２
３
」

 　
　
　
　

北
海
道
地
区
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
を
獲
得

　

北
海
道
に
所
在
す
る
大
学
及
び
大

学
を
設
置
す
る
法
人
（
以
下
「
大
学

等
」
と
い
う
。）
が
、
各
大
学
等
の
特

色
及
び
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
教

育
、
研
究
、
社
会
連
携
、
産
学
連
携

等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
共
有
及
び

解
析
並
び
に
具
体
的
事
業
の
検
討
及

び
実
施
を
連
携
し
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
し
、
も
っ

て
北
海
道
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解

決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
「
北

海
道
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
」
を
６
月
19
日
（
月
）
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
設
置
当
初

は
以
下
の
８
大
学
等
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、
今
後
、
設
置
目
的
に

賛
同
す
る
大
学
等
に
順
次
参
画
い
た

だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

・
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学

・
国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学

・
国
立
大
学
法
人
室
蘭
工
業
大
学

・
国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機

構・
国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機

構 

小
樽
商
科
大
学

・
国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機

構 

帯
広
畜
産
大
学

・
国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機

構 

北
見
工
業
大
学

・
国
立
大
学
法
人
旭
川
医
科
大
学

　

な
お
、
本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
お
い

て
は
、
北
海
道
の
大
学
全
体
の
研
究

振
興
に
向
け
た
連
携
を
は
じ
め
と
し

て
、
教
育
、
社
会
連
携
、
産
学
連
携

等
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

クラーク博士の墓参り寳金総長とスバスワミー学長

果樹園 ジョン・W・オルバーデザイン棟
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北海道大学の近況

　

６
月
14
日
（
水
）、

イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教

育
専
門
誌
「Tim

es 
H

igher Education

（
Ｔ
Ｈ
Ｅ
：
テ
ィ
ー
・

エ
イ
チ
・
イ
ー
）」

が
主
催
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「THE 

M
asterclass Japan

」

が
早
稲
田
大
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ

イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
に
お
い
て
、
本
学
が

２
０
２
０
年
か
ら
４
年

連
続
で
国
内
１
位
を
獲

得
し
た
こ
と
を
称
え
る

楯
が
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
社
の
シ

モ
ー
ヌ
・
デ
ィ
レ
ー
ナ 

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
代

表
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
先
立
ち
、
本
学
の
出
村
誠
総
長
補

佐
が
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
持
続
可

能
な
開
発
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

は
、
気
候
変
動
に
対
す

る
活
動
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

平
等
、
健
康
と
福
祉
な

ど
、
大
学
の
社
会
貢
献
の

取
り
組
み
を
国
連
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
を
使
っ
て

評
価
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
６
月
１
日
（
木
）
に

発
表
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ

ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
３
」
に
お
い
て
、

本
学
は
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

で
対
象
と
な
っ
た
世
界
１
５
９
１
大
学

中
、
世
界
22
位
、
国
内
で
は
１
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
、

統
合
Ｕ
Ｒ
Ａ
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）

　

８
月
１
日
（
火
）、

工
学
研
究
院
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
応
用
科
学
研
究

棟
に
お
い
て
、
株
式
会

社
ア
ー
ク
ス
代
表
取
締

役
社
長
で
あ
る
横
山
清

氏
に
対
す
る
北
海
道
大

学
栄
誉
賞
授
与
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
大
学
栄
誉

賞
は
、
本
学
を
卒
業
し
、
若
し
く
は
修

了
し
た
者
又
は
本
学
の
職
員
で
あ
っ
た

者
の
う
ち
、
学
術
、
文
化
若
し
く
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
又
は
社
会
活
動
に
お

い
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
を
表
彰

す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者

は
、
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
三
浦
雄

一
郎
氏
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
名
誉
顧
問
で
あ
る
數
土
文
夫

氏
の
２
名
の
み
で
あ
り
、
横
山
氏
は
３

人
目
の
受
賞
者
と
な
り
ま
す
。

　

横
山
氏
は
、
昭
和
35
年
に
水
産
学

部
を
卒
業
し
、
長
年
に
わ
た
り
食
品
流

通
業
に
携
わ
り
、
地
域
の
食
文
化
を
守

り
、
食
料
品
等
の
安
定
供
給
確
保
と
生

活
向
上
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
北
海

道
経
済
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
に
お
い
て
も
、

長
き
に
わ
た
り
経
営
協
議
会
委
員
、
北

水
同
窓
会
の
会
長
及
び
一
般
社
団
法
人

恵
迪
寮
同
窓
会
理
事
長
等
を
務
め
ら

れ
、
本
学
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

授
与
式
で
は
、
寳
金
清
博
総
長
か
ら

横
山
氏
に
栄
誉
賞
（
楯
）

の
授
与
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、
引
き
続
き
、
横
山

氏
に
よ
る
「
流
通
革
命
と

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
、
１
０
０
名
を
超
え
る

出
席
者
は
熱
心
に
聴
講
し

ま
し
た
。

（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

　

農
学
研
究
院
と
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
教
育
・
研
究
を
通
し
て
持
続
的
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
８
月

31
日
（
木
）
に
開
所
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化
や
高
品

質
生
産
を
実
現
す
る
新
し
い
農
業
技
術

で
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に
は
労
働
力

不
足
の
解
消
、
デ
ー
タ
に
よ
る
農
作
業

技
術
の
継
承
、
農
産
物
の
品
質
向
上
・

収
量
増
な
ど
数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
さ
ら
に
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
面

で
の
持
続
性
確
保
に
お
い
て
も
貢
献
で

き
る
た
め
、
世
界
的

に
研
究
開
発
が
加
速

し
て
い
ま
す
。
農
学

研
究
院
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
研
究
を
30
年

以
上
に
わ
た
っ
て
行

い
、
そ
の
成
果
は
国

内
外
に
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
２
年
度
か
ら

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
が
農
林
水
産
省
ス

マ
ー
ト
農
業
教
育
推
進
事
業
を
受
託

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
社
会
実
装
に
向

け
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
学
生
教
育
」、「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
研

究
開
発
）」、「
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
（
技

術
実
証
）」、「
実
演
展
示（
社
会
啓
発
）」

で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
研
究
開
発

や
技
術
実
証
を
通
じ
、
将
来
の
ス
マ
ー

ト
農
業
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
を
育

て
る
こ
と
も
大
き
な
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
広
島
市
に
あ
る
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
新
球
場
「
北
海
道

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
」
に
本
年

６
月
に
開
設
し
た
株
式
会
社
ク
ボ
タ
の

農
業
学
習
施
設
「
ク
ボ
タ
ア
グ
リ
フ
ロ

ン
ト
」
と
連
携
し
て
、
青
少
年
・
子
供

た
ち
へ
の
農
業
問
題
と
未
来
の
農
業
に

関
す
る
教
育
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

開
所
式
に
は
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知

事
の
ほ
か
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
の
久
間
和
生
理
事
長
、
文

部
科
学
省
の
西
條
正
明
大
臣
官
房
審
議

官
、
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議

事
務
局
の
東
野
昭
浩
研
究
総
務
官
、
東

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
澁
谷
直
樹

代
表
取
締
役
社
長
、
株
式
会
社
ク
ボ
タ

の
北
尾
裕
一
代
表
取
締
役
社
長
ら
を
来

賓
と
し
て
お
招
き
し
、
北
海
道
内
外
か

ら
約
90
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
開

所
式
は
寳
金
清
博
総
長
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
祝
辞
、
ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
の
概
要
説
明
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
最
後
に
施
設
内

覧
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

を
用
い
た
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
遠

隔
監
視・操
作
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

（
農
学
研
究
院
・
農
学
院
・
農
学
部
）

　

６
月
16
日
（
金
）、
創
成
研
究
機

構
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
（W

PI-
ICReDD

）
の
新
棟
落
成
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
２
月
末
、
北
海
道
大
学
札

幌
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
北
キ
ャ
ン
パ
ス

地
区
にICReDD

専
用
の
新
た
な
研
究

棟
（
北
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
研
究
棟
８
号

館
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
棟
は
異
分
野
の
研
究
者
が
一
つ
の

空
間
に
集
い
、
密
な
連
携
を
可
能
と
す

る
ア
ン
ダ
ー
ワ
ン
ル
ー
フ
型
の
研
究
施

設
と
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、ICReDD

に
お
け
る
計
算
科
学
・
情
報
科
学
・
実

験
科
学
の
３
分
野
融
合
研
究
の
さ
ら
な

る
加
速
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

従
来
施
設
に
比
べ
50
％
以
上
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
実
現
し
た
建
築
と
し
て
、

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
お

り
、「ZEB Ready

」
相
当
の
認
証
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
の
開
式
に
あ
た
り
、
本
学
寳
金

清
博
総
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
文
部
科
学
省
の
奥
野
真

大
臣
官
房
審
議
官
よ
り
永
岡

桂
子
文
部
科
学
大
臣
祝
辞
の

ご
代
読
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
術
振
興
会
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
宇
川
彰
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
よ
り
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
、
新
棟

内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
覧
会
で
は
新
棟
の
建
築
上

の
特
徴
や
実
験
室
、
最
先
端

の
装
置
、
研
究
室
の
特
徴
を

説
明
し
、
中
で
も
新
棟
の
大

き
な
特
徴
で
あ
る
、
２
フ
ロ

ア
に
ま
た
が
る
広
い
吹
き
抜

け
空
間
に
、
約
１
０
０
名
の

研
究
者
が
分
野
の
垣
根
を
越
え
て
デ
ス

ク
を
構
え
る
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
リ
サ
ー

チ
オ
フ
ィ
ス
」
は
、
参
加
者
か
ら
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

ICReDD

の
前
田
理
拠
点
長
よ
り
閉
会

の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、ICReDD

新
棟

落
成
記
念
式
典
及
び
内
覧
会
は
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
創
成
研
究
機
構
化
学
反
応
創
成
研
究

拠
点
）

THEインパクトランキング2023で
世界22位（国内1位）

楯を持つ横田篤理事・副学長と関係者
4年連続で国内1位を
獲得したことを称える楯

創
成
研
究
機
構
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点

（W
P

I-IC
R

eD
D

）
が
新
棟
落
成
記
念
行
事
を
開
催

テープカットの様子

前田ICReDD拠点長からの挨拶

寳金総長からの挨拶

フュージョンリサーチオフィス内覧の様子

左から、東日本電信電話株式会社 澁谷代表取締役社
長、株式会社クボタ 北尾代表取締役社長、農業・食品
産業技術総合研究機構 久間理事長、文部科学省 西
條大臣官房審議官、農林水産省農林水産技術会議
事務局 東野研究総務官、北海道大学 寳金総長

祝辞を贈る鈴木北海道知事 挨拶する寳金総長

Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

４
年
連
続
国
内
１
位
を
称
え
る
楯
を
拝
受

北
海
道
大
学
栄
誉
賞
を

横
山
清
氏
に
授
与

ス
マ
ー
ト
農
業
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
開
所
式
を
挙
行

左から横山氏、寳金総長
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10
月
１
日
（
日
）、
北
海

道
大
学
に
新
た
な
運
営
組
織

で
あ
る
半
導
体
拠
点
形
成
推

進
本
部
（
以
下
、「
本
部
」）

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
部
は
、
北
海
道
に
お
け

る
半
導
体
産
業
の
振
興
に
向

け
た
動
き
が
急
速
に
進
む

中
、
産
学
官
と
の
ハ
ブ
と
し

て
国
・
地
域
・
産
業
界
の
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
本
学
に
お
け
る
半
導
体

関
連
研
究
・
人
材
育
成
等
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
今
後
、

半
導
体
関
連
の
学
外
機
関
と

強
固
な
連
携
体
制
を
築
く
と

と
も
に
、
各
部
局
が
有
す
る

半
導
体
の
知
見
を
結
集
す
る
こ
と
で
、

人
材
育
成
及
び
研
究
を
推
進
す
る
拠
点

と
な
り
、
我
が
国
に
お
け
る
先
端
的
な

半
導
体
産
業
の
発
展
に
向
け
て
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
体
制
に
よ
る
様
々
な
取
組

を
加
速
し
て
い
く
た
め
に
、
同
日
付
け

で
熊
本
大
学
の
清
水
聖
幸
副
学
長
を
、

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
に
よ
り
、

本
学
の
副
学
長
（
半
導
体
関
連
拠
点
）

と
し
て
招
へ
い
し
ま
し
た
。
同
氏
は
半

導
体
拠
点
の
先
進
地
に
あ
る
熊
本
大
学

の
産
学
連
携
担
当
副
学
長
と
し
て
、
半

導
体
分
野
の
組
織
立
ち
上
げ
に
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
本
学
に
お
け
る
半

導
体
分
野
の
教
育
・
研

究
・
社
会
連
携
体
制
の

迅
速
か
つ
円
滑
な
強
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
４
日
（
水
）
に
は
記
者
会
見
を

開
催
し
、
寳
金
清
博
総
長
か
ら
の
挨
拶

の
後
、
本
部
長
で
あ
る
山
口
淳
二
理

事
・
副
学
長
に
よ
る
本
部
の
設
置
目

的
・
任
務
等
に
つ
い
て
の
説
明
の
ほ

か
、
半
導
体
に
関
す
る
研
究
者
を
有
す

る
５
部
局
（
工
学
研
究
院
、
情
報
科
学

研
究
院
、
理
学
研
究
院
、
電
子
科
学
研

究
所
、
量
子
集
積
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

研
究
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
、
特
色
あ
る
半

導
体
関
連
研
究
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

（
水
産
科
学
院
・
水
産
科
学
研
究
院
・

水
産
学
部
）

　
９
月
21
日
（
木
）、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
札
幌
に
お
い
て
「
北
海
道
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
第
１
回
運
営
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
は
、
北
海
道
に
お
け
る
地
域
課
題

の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
北
海
道
に
所
在
す
る
大
学
及
び
大

学
を
設
置
す
る
法
人
（
以
下
「
大
学

等
」）
が
、
各
大
学
等
の
特
色
及
び
強
み

を
生
か
し
な
が
ら
、
教
育
、
研
究
、
社

会
連
携
、
産
学
連
携
等
に
関
す
る
情
報

の
収
集
、
共
有
及
び
解
析
並
び
に
具
体

的
事
業
の
検
討
及
び
実
施
を
連
携
し
て

行
う
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
の
運
営
会
議
に

は
、
構
成
大
学
等
の
関
係
者
及
び
北
海

　

か
ね
て
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
旧
昆

虫
学
及
養
蚕
学
教
室
の
改
修
工
事
が
終

了
し
た
た
め
、
９
月
28
日
（
木
）
に
北

海
道
大
学
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
開
所
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
旧
昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室
は
、

１
２
０
年
以
上
前
の
１
９
０
１
年
に
建

築
さ
れ
、
現
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た

時
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
の
中
で
現
存
す

る
最
古
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
建

道
総
合
政
策
部
か
ら
約
50
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
室
蘭
工
業
大
学
、

小
樽
商
科
大
学
及
び
本
学
か
ら
、
道
内

に
お
け
る
大
学
間
連
携
に
関
す
る
現
状

や
実
績
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
後
、

今
後
の
方
向
性
や
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
や
意
見

交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
は
、
現
在
、
道
内

に
所
在
す
る
国
立
大
学
法
人
８
大
学
等

が
参
画
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
の
設
置
目
的
に
賛
同
す
る
公
私
立

大
学
の
参
画
も
視
野
に
、
北
海
道
の
大
学

全
体
の
研
究
振
興
に
向
け
た
連
携
を
は

じ
め
と
し
て
、
教
育
、
社
会
連
携
、
産
学

連
携
等
の
分
野
を
幅
広
く
カ
バ
ー
し
て
連

携
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

物
の
裏
手
北
側
に
は
、
１
９
２
７
年

に
建
築
さ
れ
た
昆
虫
標
本
室
が
あ
り
ま

す
。
１
０
０
年
に
及
ぶ
風
雪
に
耐
え
た

こ
の
２
つ
の
建
物
を
改
修
・
再
生
し
、

さ
ら
に
次
の
１
０
０
年
に
耐
え
う
る
北

大
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
に
と
、
本

改
修
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
農
学
研
究
院
長
の
西
邑
隆
徳
教
授

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
工
学
研

究
院
建
築
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
小
澤
丈

夫
教
授
に
よ
り
設
計
さ
れ
、
創
建
当
時

の
梁
を
活
か
し
、
そ
の
建
築
様
式
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
天
井
部

や
、
創
建
当
時
の
姿
を
再
現
し
た
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
ベ
ー
ス
な
ど
、
隅
々
に
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
床
材
な
ど
に
本

学
研
究
林
の
シ
ラ
カ
バ
材
が
使
わ
れ
る

な
ど
、
現
在
の
北
大
と
の
融
合
も
図
ら

れ
た
設
計
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
改

修
は
、
文
部
科
学
省
施
設
整
備
事
業
費

に
加
え
、
卒
業
生
や
関
連
企
業
か
ら
合

計
１
億
円
を
超
え
る
寄
附
を
い
た
だ
き

実
現
し
ま
し
た
。

　

改
修
し
た
建
物
は
、
北
海
道
大
学
ワ

イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
名
付
け
ら

れ
、
農
学
研
究
院
連
携
研
究
部
門
融
合

研
究
分
野
寄
附
講
座
北
海
道
ワ
イ
ン
の

ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
研
究
室
を
中
心

と
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
拠
点
「
北

海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の

教
育
研
究
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し

て
い
き
ま
す
。
北
海
道

の
ワ
イ
ン
産
業
は
急

速
に
発
展
し
、
山
梨

県
、
長
野
県
に
次
ぐ
国

内
第
３
位
の
57
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
数
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
北
海

道
経
済
部
と
協
力
し

「
北
海
道
ワ
イ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
」
な
ど
ワ

イ
ン
産
業
の
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
２
０
２
１
年
４
月
に
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
、
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

道
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
等
の
寄
附
に
よ
り
寄

附
講
座
「
北
海
道
ワ
イ
ン
の
ヌ
ー
ヴ
ェ

ル
ヴ
ァ
ー
グ
研
究
室
」
を
設
置
し
、

２
０
２
２
年
に
は
上
記
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
拠
点
を
開
設
し
、
複
数
部
局
の
教

員
が
参
加
し
ワ
イ
ン
の
生
産
か
ら
消
費

に
至
る
ま
で
の
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海

道
や
道
内
研
究
機
関
等
と
運
営
す
る

ワ
イ
ン
産
業
支
援
組
織
「
北
海
道
︱
ワ

イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
活
動
に

も
、
こ
の
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
建
物
が
使
わ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

開
所
式
に
は
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知

事
を
は
じ
め
、
土
屋
俊
亮
北
海
道
副
知

事
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

の
中
島
則
裕
理
事
長
補
佐
、
株
式
会

社
ニ
ト
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
荒
井
功
代
表

取
締
役
社
長
、
株
式
会
社
ク
ボ
タ
の
木

村
浩
人
取
締
役
専
務
執
行
役

員
、
北
海
道
経
済
連
合
会
の
藤

井
裕
会
長
、
北
海
道
経
済
同
友

会
の
勝
田
直
樹
監
事
ら
を
来

賓
と
し
て
お
招
き
し
、
北
海
道

内
外
か
ら
約
60
名
の
出
席
が

あ
り
ま
し
た
。
開
所
式
は
寳
金

清
博
総
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
、
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
概
要
説
明
の
あ
と
、
棟
内

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
農
学
院
・
農
学
研
究
院
・
農

学
部
）

記者会見にて寳金総長（左）と
山口理事・副学長（右）

副学長に就任した清水教授

半
導
体
拠
点
形
成
推
進
本
部
を
設
置

北
海
道
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
第
１
回
運
営
会
議
を
開
催

北
海
道
大
学
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開
所
式
を
挙
行

記者会見には本部の関係者のほか、
学内5部局の長が出席

開所式を挙行した北海道大学ワイン教育研究センター

北海道大学の近況
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日時：6月8日（土） 11時～
会場：明治屋ホール 明治屋京橋ビル7F
次第：

62

イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）

※申し込みなどについては、北大東京ジンパのホームページでご確認ください。

※詳しくは総会議案書（5月発送予定）やホームページでご連絡いたします。 

事務局からのお知らせ
北大東京ジンパ 2024

2024年度 東京同窓会 総会

日時：5月19日（日） 10時～ （予定）
会場：昭和記念公園バーベキュー会場
新社会人は参加費1,000円で飲み放題！！

11時  受付
11時30分－12時30分  総会
総会終了後に地下1階の「モルチェ」で懇親会を行います。
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■
最
近
、「
急
ぐ
べ
か
ら
ず 

休
む
べ
か

ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
気
に
入
っ
て
い

る
。
遠
友
夜
学
校
を
テ
ー
マ
に
し
た

新
渡
戸
稲
造
の
映
画
に
出
て
き
た
フ

レ
ー
ズ
だ
が
、
こ
の
ゲ
ー
テ
の
言
葉

を
新
渡
戸
も
好
ん
で
い
た
そ
う
だ
。

も
っ
と
前
か
ら
こ
の
含
蓄
あ
る
言
葉

を
知
っ
て
い
た
ら
と
思
う
が
、
若
い
時

に
聞
き
流
し
て
い
た
だ
け
の
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が
。

　

い
よ
い
よ
今
春
５
月
19
日
は
、
４
年

待
た
さ
れ
た
ギ
ネ
ス
挑
戦
付
き
の
北
大

ジ
ン
パ
が
開
催
さ
れ
る
。
参
加
人
数
の

目
標
は
２
０
０
０
人
、
同
窓
会
も
急
が

ず
休
ま
ず
。発行所：北海道大学東京同窓会

〒100‒0005 東京都千代田区丸の内1‒7‒12
　　　　　　サピアタワー10階
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時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
も
う

五
十
年
に
も
な
る
古
い
頃
の
こ
と

だ
。
江
別
の
野
幌
に
住
む
予
定
に

な
っ
て
い
た
が
、
自
動
車
専
用
道

建
設
の
た
め
に
諦
め
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
す
で
に
予
定
を
し
て
い
た

丸
太
小
屋
を
建
て
る
場
所
が
失
わ

れ
た
の
だ
。
こ
れ
に
は
大
変
困
っ
た

が
、
文
京
台
で
店
を
開
い
て
い
る
お

年
寄
り
が
い
い
人
を
教
え
て
く
れ

た
。
農
地
を
潰
し
て
分
譲
地
を
造
っ

た
ば
か
り
の
人
だ
と
い
う
の
だ
。
そ

の
方
に
会
っ
て
話
を
し
て
、
現
地
を

見
せ
て
も
ら
う
と
こ
の
土
地
が
気

に
入
っ
た
。
頭
の
中
で
は
も
う
丸
太

小
屋
の
姿
ま
で
浮
か
ん
だ
。
す
ぐ
に

こ
の
土
地
購
入
の
契
約
ま
で
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
土
地
の
一
角
に
は

複
数
の
ヤ
チ
ダ
モ
や
カ
ラ
マ
ツ
の

大
木
が
残
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
気

に
入
っ
た
の
だ
。

　

年
が
変
っ
た
。
北
国
の
春
は
爆
発

的
で
あ
る
。
細
い
流
れ
に
光
が
投
げ

掛
け
ら
れ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
純
白

な
仏
炎
苞
が
並
び
、
明
る
い
黄
の
エ

ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
力
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ

ウ
、
薄
紅
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
春

は
忙
し
い
。

　

や
が
て
初
夏
、
舗
装
な
ど
は
ま
だ

遠
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
ヤ

チ
ダ
モ
が
一
本
、
こ
こ
の
主
み
た
い

に
君
臨
し
て
い
た
。
あ
る
年
こ
の
ヤ

チ
ダ
モ
を
囲
む
よ
う
に
キ
ツ
リ
フ

ネ
の
花
が
開
い
て
い
た
。
一
年
草
と

聞
い
て
い
た
が
、
量
が
あ
る
と
圧
巻

と
い
え
よ
う
。
そ
の
中
に
一
株
の
赤

い
花
に
気
が
つ
い
た
。
ツ
リ
フ
ネ
ソ

ウ
と
い
っ
た
。
何
処
か
ら
運
ば
れ
て

き
た
か
知
ら
な
い
。
そ
う
い
え
ば
隣

町
の
札
幌
の
西
岡
水
源
地
に
沢
山

あ
っ
た
な
ー
と
思
い
だ
し
た
。

　

ど
う
な
っ
た
か
な
？
と
行
っ
て

み
る
と
ま
だ
花
期
に
は
間
が
あ
っ

た
。
な
ら
ば
後
日
来
て
み
る
か
と
来

て
み
た
ら
、
そ
の
草
叢
は
刈
り
払
わ

れ
て
い
た
。

（
昭
25
理
・
植
）

絵
と
文
　
鮫
島
　
惇
一
郎

（
島
田
久
）

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ


